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数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
3
8
,
0
2
8

4
2
,
0
1
1

3
5
,
0
1
9

海
洋

環
境

整
備

事
業

港
湾

区
域

・
漁

港
区

域
を

除
く

一
般

海
域

ご
み

回
収

量
（

m
3
）

ご
み

回
収

量
（

m
3
）

ご
み

回
収

量
（

m
3
）

国
民

参
加

の
森

林
づ

く
り

「
名

古
屋

シ
テ

ィ
フ

ォ
レ

ス
タ

ー
事

業
」

伊
勢

湾
流

域
圏

（
三

重
県

を
除

く
）

内
に

あ
る

国
有

林
整

備
面

積
（

h
a
）

整
備

面
積

（
h
a
）

整
備

面
積

（
h
a
）

4
.
9
2

5
.
8
5

4
.
6
6

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）
1
4

1
3

1
4

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）

2
7
6

2
6
4

2
6
4

木
曽

川
・

森
林

づ
く

り
i
n
赤

沢
赤

沢
自

然
休

養
林

整
備

面
積

（
h
a
）

整
備

面
積

（
h
a
）

整
備

面
積

（
h
a
）

0
.
1

0
.
1

-
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

1
1

1
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

6
0

7
0

6
5

森
林

生
態

系
保

全
・

再
生

対
策

事
業

金
華

山
国

有
林

整
備

面
積

（
h
a
）

整
備

面
積

（
h
a
）

整
備

面
積

（
h
a
）

森
林

環
境

教
育

の
推

進
「

遊
々

の
森

」
制

度
瀬

戸
国

有
林

・
八

曽
国

有
林

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
2
3
5

1
5
0

9
0

3
3

有
有

海

C
-
1
5

有
有

・
海

上
交

通
の

安
全

性
の

確
保

と
港

湾
の

海
水

交
換

の
効

率
を

高
め

る
た

め
、

透
過

型
防

波
堤

の
整

備
を

推
進

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

防
波

堤
ケ

ー
ソ

ン
据

付
0

C
-
1
7

有

5
5

C
-
1
6

有
有

有

・
堤

防
の

老
朽

化
対

策
、

耐
震

対
策

に
あ

わ
せ

、
砂

浜
の

保
全

・
再

生
を

図
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
堤

防
の

老
朽

化
対

策
、

耐
震

対
策

に
あ

わ
せ

、
砂

浜
の

保
全

・
再

生
を

図
る

6
0
0

0
1
,
2
0
0

有

・
住

民
と

行
政

が
一

体
と

な
り

清
掃

活
動

を
実

施
す

る
・

「
ゴ

ミ
を

捨
て

な
い

、
捨

て
さ

せ
な

い
」

と
い

う
意

識
の

向
上

を
図

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
住

民
と

行
政

が
一

体
と

な
り

清
掃

活
動

を
実

施
す

る
・

「
ゴ

ミ
を

捨
て

な
い

、
捨

て
さ

せ
な

い
」

と
い

う
意

識
の

向
上

を
図

る

1
,
0
8
6

4
7
0

7
1
9

・
堤

防
耐

震
化

と
と

も
に

安
全

で
人

々
が

快
適

に
水

辺
に

近
づ

け
る

堤
防

の
整

備
を

行
う

【
H
2
0
実

施
内

容
】

堤
防

護
岸

改
良

有
有

有
有

有

3
1
2

2
7
1

2
4
9

有

C
-
1
9

有
有

有

C
-
1
8

・
海

洋
環

境
整

備
船

に
よ

り
、

伊
勢

湾
・

三
河

湾
に

浮
遊

し
て

い
る

ご
み

の
回

収
を

推
進

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

海
洋

環
境

整
備

船
（

清
掃

船
）

に
よ

る
伊

勢
湾

内
の

ゴ
ミ

の
回

収
を

実
施

。
1
8
7

1
5
1

3
2
9

人
C
-
2
0

有
有

・
一

般
公

募
に

よ
り

国
有

林
の

森
林

整
備

等
を

実
施

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

一
般

公
募

車
に

よ
る

森
林

整
備

、
歩

道
修

理
、

外
来

植
物

の
除

去
外

有

C
-
2
1

有
有

・
木

曽
川

下
流

域
の

住
民

を
対

象
と

し
て

森
林

整
備

等
を

実
施

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

自
然

観
察

会

C
-
2
2

有
有

・
乾

燥
害

等
に

よ
り

枯
損

し
た

木
の

伐
倒

処
理

、
保

護
柵

設
置

、
植

生
の

回
復

を
図

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

枯
損

し
た

木
の

伐
倒

処
理

、
土

壌
安

定
防

止
柵

0
.
3
2

H
2
0
：
「
施

策
実

施
の
有

無
」
が
「
有

」
に
も
関

わ
ら
ず

、
整

備
面

積
が
「
-
」
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
【
H
2
0
実

施
内

容
】
が
自
然
観
察
会
の
み
で
あ
り
、
森

林
の
整
備
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
「
-

」
と
し
た
。

有
有

有
有

0
.
6
7

0
.
6
5

C
-
2
3

有
有

有
3

4
1
1

・
小

・
中

・
高

等
学

校
や

教
育

委
員

会
と

協
定

を
締

結
し

、
国

有
林

を
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

て
森

林
環

境
教

育
等

を
実

施
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

小
学

生
等

を
対

象
と

し
た

体
験

林
業

や
森

林
教

室
有有 有 有

3



1
.国

赤
沢

木
材

利
用

等
展

示
エ

リ
ア

赤
沢

自
然

休
養

林
設

定
面

積
（

h
a
）

設
定

面
積

（
h
a
）

設
定

面
積

（
h
a
）

2
7

2
7

2
7

休
養

林
入

場
者

数
(
人

)
休

養
林

入
場

者
数

(
人

)
休

養
林

入
場

者
数

(
人

)
1
1
5
,
6
7
3

1
0
7
,
0
5
6

1
2
0
,
1
4
9

体
験

間
伐

参
加

人
数

（
人

）
体

験
間

伐
参

加
人

数
（

人
）

体
験

間
伐

参
加

人
数

（
人

）
7
0

2
0
0

3
0
0

森
林

ふ
れ

あ
い

講
座

定
光

寺
自

然
休

養
林

外
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
2
0
0

1
5
0

1
8
9

自
然

再
生

推
進

モ
デ

ル
事

業
長

野
県

西
部

地
震

災
害

復
旧

地
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
4
4
4

4
8
2

5
9
8

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
森

の
整

備
・

活
用

定
光

寺
自

然
休

養
林

設
定

面
積

（
h
a
）

設
定

面
積

（
h
a
）

設
定

面
積

（
h
a
）

7
1
4
.
6
6

7
1
4
.
6
6

7
1
4
.
6
6

利
用

者
数

（
人

）
利

用
者

数
（

人
）

利
用

者
数

（
人

）

自
然

再
生

推
進

モ
デ

ル
事

業
城

山
国

有
林

整
備

面
積

（
h
a
）

整
備

面
積

（
h
a
）

整
備

面
積

（
h
a
）

漂
着

ゴ
ミ

調
査

＜
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
＞

愛
知

県
及

び
三

重
県

の
伊

勢
湾

沿
岸

域
ゴ

ミ
回

収
量

（
ｔ

）
ゴ

ミ
回

収
量

（
ｔ

）
ゴ

ミ
回

収
量

（
ｔ

）
不

明
不

明
不

明
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

7
5

6
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

1
0
3
4

6
7
6

6
1
1

調
査

範
囲

（
m
2
）

調
査

範
囲

（
m
2
）

調
査

範
囲

（
m
2
）

不
明

7
,
9
0
0

不
詳

安
心

・
安

全
な

海
域

の
創

出
愛

知
県

及
び

三
重

県
の

伊
勢

湾
沿

岸
域

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）
2

1
0

2
0

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）

国
営

木
曽

三
川

公
園

国
営

木
曽

三
川

公
園

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
2
5
,
5
5
1

2
4
,
6
1
8

2
5
,
2
9
8

環
境

保
全

思
想

の
普

及
・

啓
発

岐
阜

県
・

愛
知

県
・

三
重

県
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
1
,
5
5
8

1
,
6
7
9

2
,
3
4
2

藤
前

干
潟

の
保

全
と

活
用

藤
前

干
潟

周
辺

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）
6

9
9

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）

3
3

人

C
-
2
4

有
有

*
設
定
面
積
と
は
、
施
策
の
見
直
し
ご

と
に
修
正
す
る
数
値
で
あ
り
、
施
策
結

果
と
し
て
毎
年
算
出
さ
れ
る
数
値
で

は
な
い
。

有
有

・
間

伐
の

推
進

、
複

層
林

化
、

針
広

混
交

林
化

、
林

道
事

業
、

治
山

事
業

、
森

林
技

術
の

開
発

・
普

及
を

行
う

【
H
2
0
実

施
内

容
】

間
伐

材
を

利
用

し
た

林
道

や
治

山
工

法
等

の
展

示
及

び
体

験
間

伐

C
-
2
5

有
有

有

・
一

般
者

を
対

象
と

し
て

森
林

環
境

教
育

等
を

実
施

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

自
然

観
察

や
炭

づ
く

り
体

験
等

を
通

じ
た

森
林

環
境

教
育

8
7

8

C
-
2
6

有
有

有
3

・
在

来
樹

種
に

よ
る

針
広

混
交

林
へ

誘
導

す
る

た
め

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

学
生

に
よ

る
森

林
整

備
等

を
実

施
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ら
に

よ
る

森
林

整
備

（
植

付
け

、
除

伐
）

C
-
2
7

有
有

*
設
定
面
積
と
は
、
施
策
の
見
直
し
ご

と
に
修
正
す
る
数
値
で
あ
り
、
施
策
結

果
と
し
て
毎
年
算
出
さ
れ
る
数
値
で

は
な
い
。

・
自

然
環

境
の

保
全

、
地

域
振

興
等

に
十

分
に

配
慮

し
な

が
ら

、
森

林
や

施
設

を
計

画
的

に
整

備
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

都
市

近
郊

に
保

全
さ

れ
た

貴
重

な
自

然
環

境
を

生
か

し
た

野
外

レ
ク

リ
ェ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
し

て
提

供
1
8
8
,
0
0
0

1
8
8
,
4
0
0

2
1
6
,
7
0
0

C
-
2
8

有
有

・
「

城
山

史
跡

の
森

」
づ

く
り

に
お

け
る

自
然

再
生

を
行

う
・

森
林

環
境

教
育

の
拠

点
を

整
備

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

歩
道

や
標

識
の

整
備

、
自

然
観

察
会

の
実

施
、

カ
タ

ク
リ

等
の

保
護

活
動

等
歩

道
整

備
 
4
k
m

歩
道

整
備

 
4
k
m

有 有
歩

道
整

備
 
1
2
.
5
k
m

枝
打

ち
　

0
.
1
h
a

サ
サ

ユ
リ

自
生

地
整

備
　

0
.
6
h
a

C
-
2
9

有
有

【
課
題
】
業
務
の
ス
リ
ム
化
に
よ
り
長
期

年
数

ま
で
実

施
で
き
る
か
が
H
2
0
実

施
内

容
で
あ
る
。

・
流

入
汚

濁
負

荷
の

現
状

を
調

査
す

る
た

め
、

連
携

・
協

働
し

て
漂

着
ゴ

ミ
調

査
を

実
施

し
、

分
析

評
価

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

 
 
種

類
別

漂
着

ゴ
ミ

集
計

表
に

基
づ

き
漂

着
ゴ

ミ
分

類
調

査
を

実
施

。
有

有

C
-
3
0

有
有

【
課

題
】
夏

季
に
限

定
さ
れ
る
。

1
,
1
1
7

1
,
8
0
9

・
安

心
・

安
全

な
海

域
を

創
出

す
る

た
め

、
夏

季
を

重
点

に
着

衣
水

泳
や

自
己

の
生

命
を

確
保

す
る

た
め

の
各

種
教

室
、

イ
ベ

ン
ト

等
を

協
働

・
連

携
し

て
推

進
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

若
年

層
を

主
体

に
着

衣
泳

等
安

全
教

室
を

実
施

。
有

1
3
0

有

C
-
3
1

有
有

9
8
0

9
7
7

有

3
5

・
ネ

ー
チ

ャ
ー

ガ
イ

ド
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
　

環
境

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

ﾈ
ｲ
ﾁ
ｬ
ｰ
ｶ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾑ
・

環
境

教
育

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾑ
等

を
実

施
。

8
4
8

2
7

有

有

人

C
-
3
2

有
有

・
環

境
教

室
、

イ
ベ

ン
ト

等
環

境
保

全
思

想
の

普
及

・
啓

発
、

特
に

小
中

学
生

を
対

象
に

し
た

環
境

保
全

思
想

の
普

及
・

啓
発

を
協

働
・

連
携

し
て

推
進

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

　
環

境
教

室
、

イ
ベ

ン
ト

等
環

境
保

全
思

想
の

普
及

・
啓

発
を

実
施

。

P
-
2

・
国

、
自

治
体

、
市

民
・

N
P
O
、

学
識

経
験

者
等

で
構

成
さ

れ
る

協
議

会
を

通
し

て
、

藤
前

干
潟

の
保

全
・

活
用

を
推

進
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

藤
前

干
潟

周
辺

の
保

全
や

普
及

啓
発

活
動

等
に

つ
い

て
の

協
議

1
7

【
課

題
】
各

種
イ
ベ

ン
ト
の
規

模
に
よ

り
、
パ
ネ
ル
展
示
等
の
出
展
が
制
限

さ
れ
る
。

有
有

有

1
7
3

1
7
7

1
0
6

有 有有 有 有 有
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2
.岐

阜
県

施
策

名
対

象
地

域
平

成
2
1
年

度
統

一
指

標

追
加

統
一

指
標

基
礎

デ
ー
タ

備
考

岐
阜

県
治

山
事

業
全

域
整

備
面

積
（

h
a
）

間
伐

実
施

面
積

（
h
a
）

間
伐

実
施

面
積

（
h
a
）

1
,
8
7
3

1
,
2
8
6

9
6
6

-
治

山
ダ

ム
（

箇
所

）
治

山
ダ

ム
（

箇
所

）

-
5
8

6
9

-
土

留
め

（
箇

所
）

土
留

め
（

箇
所

）

-
2
2

2
7

岐
阜

県
森

林
整

備
事

業
全

域
間

伐
実

施
面

積
（

h
a
）

間
伐

実
施

面
積

（
h
a
）

間
伐

実
施

面
積

（
h
a
）

企
業

と
の

協
働

に
よ

る
森

づ
く

り
推

進
事

業
県

内
及

び
近

隣
県

地
区

数
地

区
数

地
区

数

-
5

1
4

開
催

回
数

（
回

）
開

催
回

数
（

回
）

開
催

回
数

（
回

）
-

5
2
7

延
べ

参
加

企
業

数
延

べ
参

加
企

業
数

延
べ

参
加

企
業

数
-

5
5
5

木
曽

三
川

水
源

造
成

公
社

に
よ

る
森

林
整

備
木

曽
三

川
水

源
地

域
間

伐
面

積
他

（
保

育
間

伐
）

（
h
a
）

間
伐

面
積

他
（

保
育

間
伐

）
（

h
a
）

間
伐

面
積

他
（

保
育

間
伐

）
（

h
a
）

ぎ
ふ

森
林

づ
く

り
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

運
営

全
域

相
談

件
数

相
談

件
数

相
談

件
数

8
0

6
9

8
8

H
P
ア

ク
セ

ス
件

数
H
P
ア

ク
セ

ス
件

数
H
P
ア

ク
セ

ス
件

数

木
の

国
・

山
の

国
県

民
運

動
の

展
開

全
域

イ
ベ

ン
ト

 
実

施
回

数
（

回
）

イ
ベ

ン
ト

 
実

施
回

数
（

回
）

イ
ベ

ン
ト

 
実

施
回

数
（

回
）

1
2

2
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
 
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

4
0
0

4
,
5
0
0

4
,
7
0
0

会
議

 
実

施
校

数
（

校
）

会
議

 
実

施
校

数
（

校
）

会
議

 
実

施
校

数
（

校
）

4
4

4
8

5
0

会
議

 
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

会
議

 
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

会
議

 
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

不
明

不
明

不
明

実
施

の
有

無

平
成

2
0
年

度

実
施

結
果

（
指

標
）

有

実
施

の
有

無

8
7
9

有

*
指
標
を
「
H
1
8
年
度
：
会
議
開
催
回

数
」
か
ら
「
H
1
9
年

度
：
会

議
実

施
校

数
」
に
変

更
。

区
分

N
o
.

平
成

1
8
年

度
平

成
1
9
年

度

施
策

内
容

実
施

の
有

無
実

施
結

果
（
指

標
）

実
施

の
有

無
実

施
結

果
（
指

標
）

森

G
-
1

有
有

・
荒

廃
山

地
、

荒
廃

危
険

山
地

等
の

復
旧

・
整

備
を

行
う

・
保

安
林

の
機

能
を

維
持

強
化

す
る

た
め

の
森

林
の

整
備

を
行

う
・

水
源

地
域

に
お

け
る

荒
廃

森
林

の
総

合
的

な
整

備
を

行
う

【
H
2
0
実

施
内

容
】

間
伐

（
本

数
調

整
伐

）
、

治
山

ダ
ム

工
（

谷
止

工
等

）
、

土
留

工

G
-
2

有
有

・
森

林
所

有
者

等
が

実
施

す
る

森
林

施
業

に
対

し
て

助
成

す
る

・
森

林
の

持
つ

公
益

的
機

能
の

確
保

、
森

林
資

源
の

整
備

充
実

及
び

山
村

経
済

の
振

興
を

図
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

未
整

備
森

林
の

解
消

に
向

け
た

森
林

整
備

事
業

を
推

進

1
2
,
7
8
3

1
1
,
8
3
2

*
H
1
9
年
度
よ
り
指
標
を
追
加
。

H
1
9
:土

留
め
箇

所
は
、
1
9
箇

所
治

山
ダ
ム
の
箇

所
と
重

複
。

H
2
0
:土

留
め
（
箇

所
）
は
1
5
箇

所
治

山
ダ
ム
と
重

複
【
課

題
】
県

で
定

め
る
「
新

緊
急

間
伐

計
画

五
ヶ
年

基
本

計
画

」
の
目

標
値

を
達
成
す
る
た
め
事
業
地
の
把
握
を

す
る
必

要
が
あ
る
。

*
治

山
事

業
（
G
-
1
）
・
旧

緑
資

源
機

構
に
よ
る
間

伐
は
除

く
。

H
1
8
、
H
1
9
の
実

施
面

積
の
修

正
（
算

定
方

法
の
統

一
：
伊

勢
湾

流
域

内
市

町
村

で
左

記
計

画
に
基

づ
き
実

施
し

た
面

積
に
修

正
）

【
課
題
】
採
算
が
合
わ
な
い
た
め
、
森

林
が
放

置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
お

り
、
集
約
化
、
路
網
整
備
な
ど
環
境

整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

有

1
2
,
0
9
6

有
有

G
-
4

無
有

有
・

県
内

及
び

近
隣

県
の

企
業

を
対

象
に

森
づ

く
り

説
明

会
等

を
開

催
し

、
「

企
業

に
よ

る
森

づ
く

り
」

を
促

進
す

る
こ

と
で

県
民

協
働

に
よ

る
森

づ
く

り
活

動
を

推
進

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

自
動

車
部

品
メ

ー
カ

ー
、

総
合

建
設

業
な

ど
の

企
業

・
グ

ル
ー

プ
と

「
企

業
と

の
協

働
に

よ
る

生
き

た
森

林
づ

く
り

」
協

定
を

締
結

し
、

森
林

づ
く

り
活

動
や

地
元

と
の

交
流

活
動

を
実

施

P
-
1

8
7
0

8
7
1

・
東

海
三

県
一

市
が

協
調

し
て

公
社

に
資

金
を

貸
付

け
、

木
曽

三
川

の
水

源
地

の
森

林
を

整
備

す
る 【

H
2
0
実

施
内

容
】

-
有

有

【
課
題
】
森
林
づ
く
り
に
参
加
し
よ
う
と

す
る
企
業
は
増
え
て
お
り
、
ま
た
対
象

と
な
る
森
林
は
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元

の
協
力
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。

G
-

0
7
-
1

有
有

・
県

民
、

N
P
O
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

に
対

し
て

森
林

づ
く

り
に

関
す

る
情

報
を

提
供

し
、

活
動

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

総
合

窓
口

を
運

営
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

森
林

づ
く

り
活

動
に

関
す

る
情

報
の

収
集

、
整

理
、

提
供

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
の

紹
介

、
用

具
の

貸
出

し
、

団
体

の
交

流
会

を
実

施
2
2
,
7
0
6

5
5
,
6
6
8

有

6
2
,
0
3
8

【
課
題
】
指
導
者
や
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド

情
報
の
収
集
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
。

有

G
-

0
7
-
2

有
有

・
県

民
が

様
々

な
立

場
か

ら
参

加
・

協
力

す
る

県
民

運
動

を
「

森
づ

く
り

運
動

」
「

普
及

・
教

育
の

推
進

」
「

木
づ

か
い

運
動

」
の

３
つ

に
分

け
て

、
そ

れ
ぞ

れ
に

テ
ー

マ
を

も
っ

て
継

続
的

な
運

動
を

展
開

す
る

・
「

普
及

・
教

育
の

推
進

」
運

動
と

し
て

具
体

的
に

は
、

「
ぎ

ふ
の

山
の

日
」

、
「

ぎ
ふ

の
山

に
親

し
む

月
間

」
に

お
け

る
イ

ベ
ン

ト
実

施
や

、
「

緑
の

子
ど

も
会

議
」

を
実

施
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

「
第

３
８

回
岐

阜
県

み
ど

り
の

祭
り

」
、

「
第

３
回

ぎ
ふ

山
の

日
フ

ェ
ス

タ
」

を
開

催
、

「
ぎ

ふ
の

山
に

親
し

む
月

間
」

で
は

県
内

各
地

で
関

連
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
た

。
緑

の
子

ど
も

会
議

を
５

０
の

小
中

高
等

学
校

で
実

施

有

有 有 有
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.岐

阜
県

下
水

道
整

備
＜

流
域

下
水

道
事

業
＞

木
曽

川
右

岸
流

域
下

水
道 ＜

公
共

下
水

道
事

業
＞

岐
阜

市
な

ど
2
0
市

1
3
町

整
備

率
（

％
）

整
備

率
（

％
）

整
備

率
（

％
）

6
4
.
7

6
6
.
3

6
7
.
7
%

下
水

道
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）
下

水
道

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

下
水

道
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）
6
4
.
7

6
6
.
3

6
7
.
7
%

下
水

処
理

区
域

内
人

口
下

水
処

理
区

域
内

人
口

下
水

処
理

区
域

内
人

口
1
,
3
3
8
,
2
1
6

1
,
3
6
9
,
8
0
0

1
,
3
9
3
,
9
6
1

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

2
,
0
6
9
,
5
5
9

2
,
0
6
5
,
1
0
8

2
,
0
5
9
,
5
3
9

合
流

式
下

水
道

緊
急

改
善

事
業

多
治

見
市

事
業

を
完

了
す

る
市

町
村

数
（

中
部

地
方

下
水

道
中

期
ビ

ジ
ョ

ン
に

示
さ

れ
た

指
標

）

事
業

を
完

了
す

る
市

町
村

数
（

中
部

地
方

下
水

道
中

期
ビ

ジ
ョ

ン
に

示
さ

れ
た

指
標

）

事
業

を
完

了
す

る
市

町
村

数
（

中
部

地
方

下
水

道
中

期
ビ

ジ
ョ

ン
に

示
さ

れ
た

指
標

）

設
置

箇
所

数
設

置
箇

所
数

設
置

箇
所

数
0

-
0

高
度

処
理

施
設

の
導

入
＜

流
域

下
水

道
事

業
＞

木
曽

川
右

岸
流

域
下

水
道 ＜

公
共

下
水

道
事

業
＞

岐
阜

市
な

ど
５

市

高
度

処
理

を
実

施
し

て
い

る
処

理
場

数
高

度
処

理
を

実
施

し
て

い
る

処
理

場
数

高
度

処
理

を
実

施
し

て
い

る
処

理
場

数

1
1
.
0

1
4
.
0

1
6
.
0

高
度

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

高
度

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

高
度

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

3
1
.
3

3
5
.
3

3
6
.
5
%

高
度

処
理

人
口

高
度

処
理

人
口

高
度

処
理

人
口

6
4
8
,
4
1
5

7
2
8
,
2
6
6

7
5
1
,
2
1
9

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

2
,
0
6
9
,
5
5
9

2
,
0
6
5
,
1
0
8

2
,
0
5
9
,
5
3
9

農
業

集
落

排
水

事
業

本
巣

市
、

郡
上

市
、

土
岐

市
、

揖
斐

川
町

、
関

市
、

下
呂

市
、

美
濃

市
、

関
ヶ

原
町

、
中

津
川

市
整

備
率

（
％

）
整

備
率

（
％

）
整

備
率

（
％

）

5
6
.
9

6
4
.
3

6
5
.
4
%

集
落

排
水

施
設

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

集
落

排
水

施
設

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

集
落

排
水

施
設

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

5
.
1

5
.
4

5
.
5
%

農
業

集
落

排
水

施
設

処
理

人
口

農
業

集
落

排
水

施
設

処
理

人
口

農
業

集
落

排
水

施
設

処
理

人
口

1
0
1
,
4
3
4

1
0
6
,
0
9
9

1
0
8
,
3
4
6

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

1
,
9
7
4
,
5
2
7

1
,
9
7
0
,
5
3
6

1
,
9
6
5
,
6
2
4

岐
阜

県
浄

化
槽

設
置

整
備

事
業

県
内

市
町

村
浄

化
槽

処
理

人
口

普
及

率
(
%
)

浄
化

槽
処

理
人

口
普

及
率

(
%
)

浄
化

槽
処

理
人

口
普

及
率

(
%
)

1
1
.
6

1
1
.
6

1
1
.
3
%

浄
化

槽
処

理
人

口
浄

化
槽

処
理

人
口

浄
化

槽
処

理
人

口
2
2
8
,
6
1
8

2
2
7
,
6
3
2

2
3
5
,
3
1
3

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

1
,
9
7
4
,
5
2
7

1
,
9
7
0
,
5
3
6

2
,
0
8
9
,
4
1
3

エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
の

認
定

全
域

ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
登

録
面

積
(
h
a
）

ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
登

録
面

積
(
h
a
）

ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
登

録
面

積
(
h
a
）

H
2
１
年
度
に
追
加

－
－

－

ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
認

定
者

数
(
人

）
ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
認

定
者

数
(
人

）
有

ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
認

定
者

数
(
人

）

飛
騨

・
美

濃
じ

ま
ん

農
産

物
育

成
支

援
事

業
全

域
生

産
登

録
面

積
(
h
a
)

生
産

登
録

面
積

(
h
a
)

生
産

登
録

面
積

(
h
a
)

有
1
1
,
5
0
7

有
有

9
,
5
8
0

G
-
7

有

川
G
-
5

有
有

・
生

活
環

境
の

改
善

、
公

共
用

水
域

の
水

質
保

全
の

た
め

下
水

道
の

整
備

を
推

進
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
下

水
道

の
整

備

*
H
1
8
年

度
は
計

画
策

定
実

施
の
み

で
あ
る
た
め
。

-

有

※
過

年
度

入
力

の
H
1
8
,1
9
年

度
数

値
に
は
高

山
市

を
含

め
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
今
回
追
加
し
た
こ
と
に
よ
る

数
値
修
正
を
実
施
。

有

G
-
6

有
無

・
合

流
式

下
水

道
の

改
善

の
た

め
、

貯
留

管
等

の
設

置
を

行
う

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
合

流
式

下
水

道
緊

急
改

善
の

た
め

の
計

画
見

直
し

0
有

0
無

・
公

共
用

水
域

の
水

質
保

全
の

た
め

下
水

の
高

度
処

理
施

設
の

整
備

を
推

進
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
下

水
道

の
整

備
・

高
度

処
理

施
設

の
整

備

※
過

年
度

入
力

の
H
1
8
,1
9
年

度
数

値
に
は
高

山
市

を
含

め
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
今
回
追
加
し
た
こ
と
に
よ
る

数
値
修
正
を
実
施
。

有

・
農

業
集

落
に

お
け

る
し

尿
、

生
活

雑
排

水
等

の
汚

水
、

汚
泥

を
処

理
す

る
施

設
を

整
備

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

 
本

巣
市

、
郡

上
市

、
揖

斐
川

町
、

関
市

、
美

濃
市

、
関

ヶ
原

町
、

中
津

川
市

に
お

い
て

事
業

を
実

施
し

た
。

有

有

G
-
8

有

G
-

1
0
-
1

有
有

3
5
5

・
ぎ

ふ
ク

リ
ー

ン
農

業
の

推
進

に
必

要
な

機
械

・
施

設
等

の
整

備
に

対
し

支
援

す
る

（
平

成
2
0
年

度
「

ぎ
ふ

ク
リ

ー
ン

農
業

生
産

流
通

総
合

整
備

事
業

」
か

ら
名

称
変

更
）

【
H
2
0
実

施
内

容
】

9
3

3
0
2

G
-
9

有
有

有

・
住

民
が

設
置

す
る

合
併

処
理

浄
化

槽
に

対
す

る
市

町
村

の
補

助
額

の
１

／
３

を
補

助
す

る
・

上
記

補
助

に
よ

り
、

合
併

処
理

浄
化

槽
の

計
画

的
な

整
備

を
図

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
住

民
が

設
置

す
る

合
併

処
理

浄
化

槽
に

対
す

る
市

町
村

の
補

助
額

の
１

／
３

を
補

助
す

る
・

上
記

補
助

に
よ

り
、

合
併

処
理

浄
化

槽
の

計
画

的
な

整
備

を
図

る

有

G
-
1
0

1
0
,
5
2
0

有

有

・
ぎ

ふ
ク

リ
ー

ン
農

業
の

推
進

に
必

要
な

機
械

・
施

設
等

の
整

備
に

対
し

支
援

す
る

（
平

成
2
0
年

度
「

ぎ
ふ

ク
リ

ー
ン

農
業

生
産

流
通

総
合

整
備

事
業

」
か

ら
名

称
変

更
）

【
H
2
0
実

施
内

容
】

 
２

７
市

町
、

１
１

９
地

区
に

お
い

て
事

業
を

実
施

し
た

。

有

有 有

6



2
.岐

阜
県

畜
産

担
い

手
育

成
総

合
整

備
事

業
郡

上
市

、
(
飛

騨
市

)
、

高
山

市
家

畜
排

せ
つ

物
処

理
施

設
整

備
数

(
棟

)
家

畜
排

せ
つ

物
処

理
施

設
整

備
数

(
棟

)
家

畜
排

せ
つ

物
処

理
施

設
整

備
数

(
棟

)

4
3

1

機
械

導
入

数
（

台
）

機
械

導
入

数
（

台
）

機
械

導
入

数
（

台
）

岐
阜

県
畜

産
の

里
づ

く
り

事
業

未
定

施
設

整
備

数
(
棟

)
施

設
整

備
数

(
棟

)
施

設
整

備
数

(
棟

)

家
畜

排
せ

つ
物

処
理

施
設

3

家
畜

排
せ

つ
物

処
理

施
設

 
1
棟

堆
肥

攪
拌

発
行

処
理

施
設

 
1
棟

浄
化

槽
 
1
式

家
畜

排
せ

つ
物

処
理

施
設

　
１

棟
堆

肥
発

酵
促

進
処

理
施

設
　

１
棟

機
械

導
入

数
（

台
）

機
械

導
入

数
（

台
）

機
械

導
入

数
（

台
）

資
源

循
環

型
畜

産
確

立
推

進
事

業
全

域
実

態
調

査
戸

数
実

態
調

査
戸

数
実

態
調

査
戸

数

1
,
2
2
6

1
,
1
8
4

1
,
1
7
2

畜
産

環
境

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

数
(
名

)
畜

産
環

境
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
数

(
名

)
畜

産
環

境
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
数

(
名

)

農
地

・
水

・
農

村
環

境
保

全
向

上
活

動
支

援
交

付
金

全
域

施
策

対
象

（
協

定
）

面
積

（
h
a
）

施
策

対
象

（
協

定
）

面
積

（
h
a
）

施
策

対
象

（
協

定
）

面
積

（
h
a
）

農
地

・
水

・
環

境
保

全
向

上
対

策
営

農
活

動
支

援
交

付
金

全
域

営
農

活
動

対
象

面
積

（
h
a
）

営
農

活
動

対
象

面
積

（
h
a
）

営
農

活
動

対
象

面
積

（
h
a
）

生
活

環
境

美
化

対
策

事
業

全
域

ゴ
ミ

回
収

量
（

ｔ
）

ゴ
ミ

回
収

量
（

ｔ
）

ゴ
ミ

回
収

量
（

ｔ
）

不
明

不
明

不
明

参
加

団
体

数
参

加
団

体
数

参
加

団
体

数
1
,
1
8
6

9
3
3

1
1
7
4

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）
5
5
2

6
1
0

5
8
2

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）

3
1
2
,
2
4
4

2
6
1
,
2
5
4

3
5
5
,
3
7
7

有
有

G
-
1
6

有
有

・
農

地
、

農
業

用
施

設
及

び
地

域
環

境
の

保
全

向
上

活
動

と
一

体
的

に
、

農
薬

及
び

化
学

肥
料

を
大

幅
に

低
減

す
る

な
ど

、
地

域
で

ま
と

ま
っ

て
環

境
負

荷
を

低
減

す
る

先
進

的
な

営
農

活
動

を
支

援
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

　
１

４
市

町
、

３
１

地
区

で
事

業
を

実
施

し
た

。

-
4
5
5

川

G
-
1
4

有

・
家

畜
排

せ
つ

物
法

対
象

外
の

小
規

模
畜

産
農

家
を

含
む

共
同

の
家

畜
排

せ
つ

物
処

理
施

設
整

備
に

対
し

補
助

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
下

呂
市

、
高

山
市

に
お

い
て

家
畜

排
せ

つ
物

処
理

施
設

の
整

備
を

実
施

G
-
1
5

無

有
2
5
,
0
6
0

2
4
,
1
6
4

有

・
家

畜
排

せ
つ

物
の

適
正

処
理

に
係

る
指

導
・

調
査

、
専

門
技

術
者

養
成

を
実

施
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
畜

産
経

営
に

対
す

る
家

畜
排

せ
つ

物
の

適
正

処
理

の
徹

底
を

は
か

る
た

め
の

巡
回

指
導

・
県

お
よ

び
県

関
係

団
体

の
職

員
が

国
等

の
実

施
す

る
研

修
会

、
講

習
会

へ
の

参
加

に
よ

る
専

門
技

術
者

の
養

成

0

G
-
1
1

有
有

有 有

堆
肥

切
り

返
し

機
　

４
台

堆
肥

切
り

返
し

機
　

３
台

堆
肥

尿
散

布
機

　
３

台

G
-
1
2

有
有

有

堆
肥

切
り

返
し

機
　

１
台

有

ﾎ
ｲ
ｰ
ﾙ
ﾛ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ｰ
 
1
台

搭
載

型
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ﾍ
ﾞ
ｯ
ｾ
ﾙ
 
 
1
台

１
（

累
計

6
3
名

）
1

（
累

計
6
3
名

）

有

4
（

累
計

6
5
名

）

平
成
１
９
年
度
の
実
態
調
査
戸
数
を

修
正

修
正
前
：
１
２
１
９
　
修
正
後
：
１
１
８
４

平
成
１
８
年
度
及
び
１
９
年
度
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
数
を
修
正

平
成
１
８
年
度

修
正
前
：
５
８
名
　
修
正
後
：
６
３
名

平
成
１
９
年
度

修
正
前
：
５
９
名
　
修
正
後
：
６
３
名

（
累
計
と
は
、
過
去
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

研
修
受
講
者
数
で
あ
る
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
研
修
は
、
４
講
座
あ
り
、
１
名
で

複
数
の
種
類
を
受
講
す
る
場
合
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
前
年
度
の
受
講
者

数
に
累
計
を
加
え
て
も
、
次
年
度
の

累
計

に
な
ら
な
い
）

有
有

G
-
1
3

有

有

2
4
,
5
0
6

5
6
9

有 有 有

*
当

該
事

業
は
H
1
9
年

度
に
本

格
化

し
た
た
め
、
面
積
が
急
増
し
た
。

H
1
9
年

度
修

正
：
飛

騨
市

及
び

白
川

村
を
除

い
た
た
め
。

平
成
1
9
年
度
の
施
設
数
を
訂
正

修
正
前
：
８
棟
　
修
正
後
４
棟

（
修
正
前
の
施
設
数
は
、
飛
騨
市
内

の
施

設
数

が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
た
の

で
、
除

い
た
。
）

機
械
導
入
数
の
項
目
を
追
加

・
平
成
１
８
年
～
２
０
年
ま
で
の
補

助
対
象
市
町
村
は
、
全
て
伊
勢
湾
流
域

内
で
あ
る
。

ゴ
ミ
回

収
量

は
未

把
握

3
7
8

・
農

地
、

農
業

用
施

設
及

び
地

域
環

境
の

保
全

向
上

に
資

す
る

共
同

活
動

を
支

援
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

　
県

内
に

５
０

５
の

活
動

組
織

が
設

置
さ

れ
、

地
域

の
共

同
活

動
に

よ
り

、
農

地
・

農
業

用
施

設
及

び
農

村
環

境
を

保
全

。

・
空

き
缶

ク
リ

ー
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

週
間

を
設

け
、

空
き

缶
等

の
ポ

イ
捨

て
防

止
等

の
啓

発
を

図
る ・

県
民

の
環

境
美

化
意

識
の

高
揚

を
図

る
・

県
職

員
等

に
よ

る
清

掃
活

動
を

実
施

す
る

・
環

境
美

化
の

推
進

に
貢

献
し

た
個

人
・

団
体

を
表

彰
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
空

き
缶

ク
リ

ー
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

週
間

を
設

け
、

空
き

缶
等

の
ポ

イ
捨

て
防

止
等

の
啓

発
を

図
る ・

県
民

の
環

境
美

化
意

識
の

高
揚

を
図

る
・

県
職

員
等

に
よ

る
清

掃
活

動
を

実
施

す
る

・
畜

舎
整

備
と

あ
わ

せ
て

行
う

家
畜

排
せ

つ
物

処
理

施
設

整
備

に
対

し
補

助
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
郡

上
市

、
飛

騨
市

、
高

山
市

に
お

い
て

家
畜

排
せ

つ
物

処
理

施
設

の
整

備
を

実
施

ホ
イ

ル
ロ

ー
ダ

　
1

堆
肥

袋
詰

め
機

　
1

7



2
.岐

阜
県

自
然

の
水

辺
復

活
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

域
研

究
会

員
数

(
人

)
研

究
会

員
数

(
人

)
研

究
会

員
数

(
人

)

1
,
6
9
6

1
,
7
3
3

1
,
7
1
7

認
定

工
法

数
(
工

法
)

認
定

工
法

数
(
工

法
)

認
定

工
法

数
(
工

法
)

9
7

9
7

1
0
2

管
理

士
数

(
人

)
管

理
士

数
(
人

)
管

理
士

数
(
人

)
2
,
8
3
2

2
,
7
8
3

2
,
6
1
3

研
究

企
業

数
(
社

)
研

究
企

業
数

(
社

)
研

究
企

業
数

(
社

)
1
3

1
3

1
3

「
ぎ

ふ
・

ふ
る

さ
と

の
水

辺
」

認
定

事
業

全
域

認
定

箇
所

数
認

定
箇

所
数

認
定

箇
所

数

河
川

等
公

共
用

水
域

水
質

監
視

県
内

の
環

境
基

準
点

等
環

境
基

準
の

達
成

率
（

％
）

環
境

基
準

の
達

成
率

（
％

）
環

境
基

準
の

達
成

率
（

％
）

9
9

9
6

9
9

全
水

域
数

全
水

域
数

全
水

域
数

6
9

6
9

6
9

達
成

水
域

数
達

成
水

域
数

達
成

水
域

数
6
8

6
6

6
8

う
ち

、
伊

勢
湾

（
狭

義
）

に
流

入
す

る
河

川
の

水
域

数
う

ち
、

伊
勢

湾
（

狭
義

）
に

流
入

す
る

河
川

の
水

域
数

う
ち

、
伊

勢
湾

（
狭

義
）

に
流

入
す

る
河

川
の

水
域

数
5
6

5
6

5
6

う
ち

、
伊

勢
湾

（
狭

義
）

に
流

入
す

る
河

川
の

達
成

水
域

数
う

ち
、

伊
勢

湾
（

狭
義

）
に

流
入

す
る

河
川

の
達

成
水

域
数

う
ち

、
伊

勢
湾

（
狭

義
）

に
流

入
す

る
河

川
の

達
成

水
域

数
5
6

5
6

5
6

工
場

・
事

業
場

排
水

規
制

県
内

の
特

定
事

業
場

等
立

入
検

査
件

数
（

件
）

立
入

検
査

件
数

（
件

）
立

入
検

査
件

数
（

件
）

9
0
2

9
6
0

8
1
7

排
水

規
制

適
合

率
（

%
）

排
水

規
制

適
合

率
（

%
）

排
水

規
制

適
合

率
（

%
）

9
8
.
7

9
8
.
6

9
8
.
9

行
政

処
分

件
数

行
政

処
分

件
数

行
政

処
分

件
数

0
0

0
生

活
排

水
対

策
の

普
及

啓
発

全
域

指
標

設
定

な
し

指
標

設
定

な
し

指
標

設
定

な
し

県
営

農
村

環
境

整
備

事
業

全
域

事
業

地
区

数
事

業
地

区
数

事
業

地
区

数

汚
水

処
理

全
体

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

8
1
.
1

8
3
.
0

8
4
.
9
%

汚
水

処
理

人
口

汚
水

処
理

人
口

汚
水

処
理

人
口

1
,
6
7
7
,
7
8
9

1
,
7
1
4
,
4
8
3

1
,
7
4
8
,
8
9
2

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

2
,
0
6
9
,
5
5
9

2
,
0
6
5
,
1
0
8

2
,
0
5
9
,
5
3
9

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
整

備
に

関
わ

る
施

策
名

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

プ
ラ

ン
ト

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）
0
.
1
7

0
.
1
8

0
.
1
9

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
処

理
人

口
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

プ
ラ

ン
ト

処
理

人
口

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
処

理
人

口
3
,
5
3
5

3
,
7
3
8

3
,
8
5
9

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

2
,
0
6
9
,
5
5
9

2
,
0
6
5
,
1
0
8

2
,
0
5
9
,
5
3
9

有
6

川

－
有

有

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
汚

水
処

理
に

関
す

る
施

設
整

備

－
有

G
-

0
7
-
6

有
有

・
農

業
水

利
施

設
（

た
め

池
や

用
水

路
）

を
対

象
に

自
然

環
境

や
農

村
景

観
を

保
全

、
親

水
機

能
を

発
揮

し
、

豊
か

で
潤

い
の

あ
る

農
村

空
間

を
創

出
す

る
。

【
H
2
0
実

施
内

容
】

県
下

６
地

区
で

事
業

を
実

施
し

た
。

8

・
水

質
汚

濁
防

止
法

に
基

づ
き

、
工

場
事

業
場

の
濃

度
規

制
、

総
量

規
制

及
び

指
導

を
実

施
す

る
。

・
ゴ

ル
フ

場
に

お
け

る
農

薬
の

適
正

な
利

用
に

つ
い

て
、

適
正

な
維

持
管

理
を

指
導

す
る

。
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
同

上

・
生

活
排

水
対

策
の

重
要

性
を

啓
発

し
、

県
民

意
識

の
高

揚
を

図
り

、
生

活
排

水
実

践
活

動
の

普
及

・
定

着
を

促
進

す
る

。
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
同

上

-
G
-

0
7
-
5

有

G
-

0
7
-
3

有
有

・
公

共
用

水
域

及
び

地
下

水
の

水
質

常
時

監
視

を
実

施
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
同

上

G
-
1
8

有
有

・
水

質
保

全
の

シ
ン

ボ
ル

と
し

て
「

ぎ
ふ

・
ふ

る
さ

と
の

水
辺

」
を

認
定

し
、

推
奨

す
る

こ
と

に
よ

り
水

辺
環

境
保

全
意

識
の

高
揚

を
図

る
。

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
同

上

3
3

う
ち

1
8
年

度
新

規
認

定
5

・
岐

阜
県

下
の

自
然

環
境

の
保

全
・

復
元

・
創

出
を

効
果

的
に

進
め

る
た

め
、

「
産

学
民

官
の

協
働

」
、

「
モ

ノ
づ

く
り

」
、

「
人

づ
く

り
」

、
「

現
場

で
の

研
究

」
の

４
つ

の
施

策
を

連
携

さ
せ

、
河

川
を

主
と

し
た

県
下

の
自

然
共

生
を

進
め

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
開

催
し

、
自

然
共

生
の

重
要

性
に

つ
い

て
の

啓
発

活
動

を
実

施
し

た
・

自
然

共
生

に
資

す
る

技
術

・
工

法
の

評
価

を
行

う
と

と
も

に
、

現
場

で
の

利
用

促
進

を
図

っ
た

・
技

術
者

の
育

成
の

た
め

に
「

岐
阜

県
自

然
共

生
川

づ
く

り
の

手
引

き
（

案
）

」
を

作
成

し
た

G
-
1
7

有
有

3
5

う
ち

1
9
年

度
新

規
認

定
2

有
有

有 有

有

-
有

有

有 有

7

有 有
-

有

3
4

う
ち

2
0
年

度
新

規
認

定
　

3
箇

所
3
年

ご
と

の
認

定
更

新
2
8
箇

所
中

2
4
箇

所

*
具

体
的

な
指

標
無

し
。

G
-

0
7
-
４

有

有 有 有 有
有

【
H
2
0
実

施
内

容
】

施
設

に
対

す
る

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
（

年
２

回
立

入
調

査
）

有

8



2
.岐

阜
県

企
業

と
の

協
働

に
よ

る
森

づ
く

り
推

進
事

業
【

再
掲

：
Ｇ

-
4
】

県
内

及
び

近
隣

県
地

区
数

地
区

数
地

区
数

「
ぎ

ふ
・

ふ
る

さ
と

の
水

辺
」

認
定

事
業

【
再

掲
：

Ｇ
-
1
8
】

全
域

認
定

箇
所

数
認

定
箇

所
数

認
定

箇
所

数

カ
ワ

ゲ
ラ

ウ
オ

ッ
チ

ン
グ

普
及

事
業

全
域

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）

1
0
1

1
2
6

1
2
4

延
べ

参
加

団
体

数
延

べ
参

加
団

体
数

延
べ

参
加

団
体

数

1
0
1

1
2
6

1
2
4

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
6
,
2
7
6

7
,
0
0
6

5
,
5
2
2

対
象

河
川

数
対

象
河

川
数

対
象

河
川

数
6
8

8
3

8
5

延
べ

地
点

数
延

べ
地

点
数

延
べ

地
点

数
1
5
3

1
7
1

1
6
0

世
界

淡
水

魚
園

水
族

館
(
ア

ク
ア

・
ト

ト
）

各
務

原
市

入
場

者
数

（
人

）
入

場
者

数
（

人
）

入
場

者
数

（
人

）

農
地

・
水

・
農

村
環

境
保

全
向

上
活

動
支

援
交

付
金

　
【

再
掲

：
Ｇ

-
1
4
】

全
域

施
策

対
象

（
協

定
）

面
積

（
h
a
）

施
策

対
象

（
協

定
）

面
積

（
h
a
）

施
策

対
象

（
協

定
）

面
積

（
h
a
）

農
地

・
水

・
環

境
保

全
向

上
対

策
営

農
活

動
支

援
交

付
金

　
【

再
掲

：
Ｇ

-
1
5
】

全
域

営
農

活
動

対
象

面
積

（
h
a
）

営
農

活
動

対
象

面
積

（
h
a
）

営
農

活
動

対
象

面
積

（
h
a
）

川
を

題
材

と
し

た
｢
総

合
的

な
学

習
の

時
間

｣
へ

の
支

援
全

域
支

援
団

体
数

(
団

体
)

支
援

団
体

数
(
団

体
)

支
援

団
体

数
(
団

体
)

3
1

4
0

3
9

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

(
回

)

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）

2
,
0
5
0

2
,
4
6
0

2
,
6
5
0

田
ん

ぼ
の

仲
間

生
息

環
境

保
全

事
業

未
定

実
施

回
数

(
回

)
実

施
回

数
(
回

)
実

施
回

数
(
回

)
3

5
4

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
1
8
0

7
1
8

2
2
8

実
施

地
区

数
実

施
地

区
数

実
施

地
区

数

3
5

4

有
有

有

有

2
4
,
5
0
6

5
6
9

有
G
-
2
5

有
有

G
-
2
6

G
-
2
4

無
有

有
4
5
5

・
農

地
、

農
業

用
施

設
及

び
地

域
環

境
の

保
全

向
上

活
動

と
一

体
的

に
、

農
薬

及
び

化
学

肥
料

を
大

幅
に

低
減

す
る

な
ど

、
地

域
で

ま
と

ま
っ

て
環

境
負

荷
を

低
減

す
る

先
進

的
な

営
農

活
動

を
支

援
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

　
１

４
市

町
、

３
１

地
区

で
事

業
を

実
施

し
た

。

G
-
2
3

有
有

有
3
7
8

2
5
,
0
6
0

2
4
,
1
6
4

・
農

地
、

農
業

用
施

設
及

び
地

域
環

境
の

保
全

向
上

に
資

す
る

共
同

活
動

を
支

援
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

　
県

内
に

５
０

５
の

活
動

組
織

が
設

置
さ

れ
、

地
域

の
共

同
活

動
に

よ
り

、
農

地
・

農
業

用
施

設
及

び
農

村
環

境
を

保
全

。

G
-
2
2

有
有

有

・
環

境
共

生
型

テ
ー

マ
パ

ー
ク

「
河

川
環

境
楽

園
」

内
に

あ
り

環
境

学
習

の
実

践
の

場
等

と
し

て
設

立
さ

れ
た

日
本

最
大

級
の

淡
水

魚
水

族
館

・
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

岐
阜

県
の

自
然

環
境

、
河

川
環

境
を

楽
し

く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
当

館
の

展
示

テ
ー

マ
で

あ
る

「
木

曽
川

三
川

・
長

良
川

の
源

流
か

ら
河

口
ま

で
と

世
界

の
淡

水
魚

」
に

つ
い

て
、

流
域

別
の

地
形

と
環

境
の

演
出

、
展

示
生

物
の

情
報

提
供

、
水

辺
環

境
の

再
現

な
ど

を
引

き
続

き
実

施

4
0
3
,
5
7
4

3
6
9
,
2
4
0

有
・

水
質

保
全

の
シ

ン
ボ

ル
と

し
て

「
ぎ

ふ
・

ふ
る

さ
と

の
水

辺
」

を
認

定
し

、
推

奨
す

る
こ

と
に

よ
り

水
辺

環
境

保
全

意
識

の
高

揚
を

図
る

。
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
同

上

3
3

う
ち

1
8
年

度
新

規
認

定
5

3
5

う
ち

1
9
年

度
新

規
認

定
2

有 有

1
4

有

人

G
-
1
9

無
有

G
-
2
1

有
有

-

G
-
2
0

有

4
8

有

4
0
6
,
4
2
7

【
課
題
】
森
林
づ
く
り
に
参
加
し
よ
う
と

す
る
企
業
は
増
え
て
お
り
、
ま
た
対
象

と
な
る
森
林
は
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元

の
協
力
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。

平
成
1
6
年
7
月
1
4
日
開
設

*
当

該
事

業
は
H
1
9
年

度
に
本

格
化

し
た
た
め
、
面
積
が
急
増
し
た
。

H
1
9
年

度
修

正
：
飛

騨
市

及
び

白
川

村
を
除

い
た
た
め
。

・
県

内
及

び
近

隣
県

の
企

業
を

対
象

に
森

づ
く

り
説

明
会

等
を

開
催

し
、

「
企

業
に

よ
る

森
づ

く
り

」
を

促
進

す
る

こ
と

で
県

民
協

働
に

よ
る

森
づ

く
り

活
動

を
推

進
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

自
動

車
部

品
メ

ー
カ

ー
、

総
合

建
設

業
な

ど
の

企
業

・
グ

ル
ー

プ
と

「
企

業
と

の
協

働
に

よ
る

生
き

た
森

林
づ

く
り

」
協

定
を

締
結

し
、

森
林

づ
く

り
活

動
や

地
元

と
の

交
流

活
動

を
実

施

5
-

有

3
9

5
4

3
4

う
ち

2
0
年

度
新

規
認

定
　

3
箇

所
3
年

ご
と

の
認

定
更

新
2
8
箇

所
中

2
4
箇

所

・
子

供
や

地
域

住
民

等
に

農
業

用
水

路
や

水
田

の
生

き
物

調
査

を
実

施
し

て
も

ら
い

、
農

業
の

大
切

さ
、

多
様

な
生

き
物

が
生

息
す

る
環

境
の

大
切

さ
の

理
解

を
図

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

　
県

内
４

地
区

で
実

施
し

、
子

供
や

地
域

住
民

に
農

業
の

大
切

さ
や

生
き

物
の

生
息

環
境

を
知

っ
て

も
ら

う
。

・
カ

ワ
ゲ

ラ
ウ

オ
ッ

チ
ン

グ
※

を
多

く
の

小
中

学
生

等
に

実
施

し
て

も
ら

い
、

河
川

に
対

す
る

環
境

保
全

意
識

の
高

揚
を

図
る

 
 
※

水
に

親
し

み
な

が
ら

で
き

る
河

川
水

質
調

査
（

水
生

生
物

に
よ

る
水

質
調

査
）

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
同

上

・
次

代
を

担
う

子
供

た
ち

に
川

を
題

材
と

し
た

環
境

、
川

の
役

割
を

知
っ

て
も

ら
う

・
未

来
の

地
球

環
境

や
水

害
軽

減
の

た
め

の
取

り
組

み
の

あ
り

方
を

河
川

管
理

者
と

共
に

考
え

る
パ

ー
ト

ナ
ー

を
育

む
こ

と
を

目
的

と
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
学

校
へ

の
支

援
活

動
と

し
て

、
１

１
土

木
事

務
所

、
２

１
市

町
、

小
中

学
校

３
９

校
、

４
１

学
年

、
実

施
人

数
約

２
６

５
０

名
、

実
施

回
数

４
８

回
の

支
援

を
実

施
し

た

有 有 有 有 有

9



2
.岐

阜
県

ぎ
ふ

地
球

環
境

大
学

養
成

講
座

全
域

延
べ

受
講

人
数

（
人

）
延

べ
受

講
人

数
（

人
）

延
べ

受
講

人
数

（
人

）
7
8

-
-

講
演

回
数

（
回

）
講

演
回

数
（

回
）

講
演

回
数

（
回

）

圏
域

別
｢
環

境
塾

｣
開

催
事

業
全

域
延

べ
受

講
人

数
（

人
）

延
べ

受
講

人
数

（
人

）
延

べ
受

講
人

数
（

人
）

1
,
6
2
0

1
,
2
2
2

1
,
2
1
8

開
催

回
数

（
回

）
開

催
回

数
（

回
）

開
催

回
数

（
回

）

3
3-

・
各

圏
域

に
お

け
る

環
境

学
習

を
支

援
す

る
た

め
、

専
門

家
、

地
域

の
有

識
者

を
講

師
と

し
て

招
き

、
「

環
境

塾
特

別
講

座
」

を
開

催
す

る
・

具
体

的
に

は
、

ホ
タ

ル
の

棲
む

川
の

保
全

や
地

球
温

暖
化

問
題

な
ど

に
つ

い
て

講
義

や
実

験
な

ど
を

実
施

す
る

・
事

業
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

環
境

Ｎ
Ｐ

Ｏ
や

地
元

有
識

者
、

民
間

事
業

者
に

講
師

を
依

頼
し

、
ま

た
協

働
型

委
託

を
行

う
な

ど
、

県
民

協
働

を
推

進
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
各

圏
域

に
お

い
て

、
環

境
保

全
活

動
を

行
う

個
人

や
団

体
、

企
業

、
地

域
の

有
識

者
等

に
講

師
と

し
て

参
画

を
求

め
、

「
ぎ

ふ
清

流
環

境
塾

」
を

開
催

す
る

。
・

具
体

的
に

は
、

自
然

及
び

い
き

も
の

の
観

察
活

動
や

地
球

温
暖

化
問

題
な

ど
に

つ
い

て
講

義
や

実
験

な
ど

を
実

施
す

る
・

事
業

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
環

境
Ｎ

Ｐ
Ｏ

や
地

元
有

識
者

、
民

間
事

業
者

に
講

師
を

依
頼

し
、

ま
た

協
働

型
委

託
を

行
う

な
ど

、
県

民
協

働
を

推
進

す
る

有

事
業

廃
止

2

3
4

3
2

有
有

-

人
G
-
2
7

有
事

業
廃

止

・
地

域
、

団
体

の
活

動
実

践
リ

ー
ダ

ー
等

を
対

象
と

し
た

講
座

を
実

施
す

る
・

具
体

的
に

は
、

水
質

汚
染

な
ど

の
環

境
問

題
を

テ
ー

マ
に

し
た

講
義

や
将

来
に

わ
た

っ
て

安
心

で
健

康
的

な
生

活
を

継
続

す
る

方
策

に
関

す
る

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

な
ど

を
実

施
す

る
・

環
境

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
等

で
議

論
過

程
や

成
果

を
発

表
し

情
報

共
有

を
図

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

　
事

業
廃

止

G
-
2
8

有

事
業

廃
止
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3
.愛

知
県

施
策

名
対

象
地

域
平

成
2
1
年

度
統

一
指

標

追
加

統
一

指
標

基
礎

デ
ー
タ

備
考

治
山

事
業

全
域

治
山
施
設
整
備
面
積
（
h
a
）

治
山
施
設
整
備
面
積
（

h
a
）

治
山

施
設

整
備

面
積

（
h
a
）

造
林

事
業

全
域

間
伐
実
施
面
積
（
h
a
）

間
伐
実
施
面
積
（
h
a
）

間
伐

実
施

面
積

（
h
a
）

木
曽

三
川

水
源

造
成

公
社

事
業

費
貸

付
金

木
曽

三
川

水
源
地
域

間
伐
面
積
他

（
保
育
間
伐
）
（
h
a
）

間
伐
面
積
他

（
保
育
間
伐
）
（

h
a
）

間
伐

面
積

他
（

保
育

間
伐

）
（

h
a
）

下
水

道
整

備

＜
流

域
下

水
道
事
業
＞

矢
作

川
流

域
下
水
道
始
め
１
１
流
域
下
水
道

＜
公

共
下

水
道
事
業
＞

豊
橋

市
始

め
３
５
市
２
１
町

下
水
道
処
理

人
口
普
及
率
（
％
）

下
水
道
処
理

人
口
普
及
率
（
％
）

下
水

道
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）

5
1
.
6

5
4
.
1

5
6
.
3

下
水
処
理
区
域
内
人
口

下
水
処
理
区
域
内

人
口

下
水

処
理

区
域

内
人

口

2
,
5
7
3
,
0
0
0

2
,
7
1
5
,
0
0
0

2
,
8
3
8
,
0
0
0

行
政
人
口

行
政
人
口

行
政

人
口

4
,
9
8
5
,
0
0
0

5
,
0
1
5
,
0
0
0

5
,
0
4
4
,
0
0
0

合
流

式
下

水
道

緊
急

改
善

事
業

＜
公

共
下

水
道
事
業
＞
豊
橋
市
始
め
５
市

事
業
を
完
了
す
る
市
町
村
数

（
中
部
地
方
下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
に
示
さ
れ
た
指
標
）

事
業
を
完
了
す
る
市
町

村
数

（
中
部
地
方
下
水
道
中
期

ビ
ジ

ョ
ン
に
示
さ
れ
た
指

標
）

事
業

を
完

了
す

る
市

町
村

数
（

中
部

地
方

下
水

道
中

期
ビ

ジ
ョ

ン
に

示
さ

れ
た

指
標

）

0
0

0

合
流
式
下
水
道
改
善
率
（
％
）

合
流
式
下
水
道
改
善
率
（

％
）

合
流

式
下

水
道

改
善

率
（

％
）

3
2
.
5

2
0
3
0
.
0
%

2
2
.
5

合
流
式
下
水
道

改
善
済
み
面
積
（
h
a
）

合
流
式
下
水
道

改
善
済
み
面
積
（
h
a
）

合
流

式
下

水
道

改
善

済
み

面
積

（
h
a
）

1
,
1
5
4

7
2
2

7
9
7

合
流
式
下
水
道
区
域
面
積
（
h
a
）

合
流
式
下
水
道
区
域
面
積

（
h
a
）

合
流

式
下

水
道

区
域

面
積

（
h
a
）

3
,
5
5
0

3
,
5
5
0

3
,
5
5
0

高
度

処
理

施
設

の
導

入

＜
流

域
下

水
道
事
業
＞

矢
作

川
流

域
下
水
道
始
め
１
１
流
域

＜
公

共
下

水
道
事
業
＞

豊
橋

市
始

め
９
市

高
度
処
理
を
実
施
し
て
い
る
処
理

場
数

高
度
処
理
を
実
施
し
て
い

る
処

理
場
数

高
度

処
理

を
実

施
し

て
い

る
処

理
場

数

2
1

2
2

2
2

高
度
処
理
人
口
普
及
率
（
％
）

高
度
処
理
人
口
普
及
率
（

％
）

高
度

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

3
4
.
7

3
0
.
6

4
0
.
4

高
度
処
理
人
口

高
度
処
理
人
口

高
度

処
理

人
口

1
,
7
3
2
,
0
0
0

1
,
5
3
6
,
0
0
0

2
,
0
3
9
,
0
0
0

行
政
人
口

行
政
人
口

行
政

人
口

4
,
9
8
5
,
0
0
0

5
,
0
1
5
,
0
0
0

5
,
0
4
4
,
0
0
0

A
-
4

有

・
山

地
災

害
防

止
の

た
め

の
治

山
施

設
の

設
置

や
、

水
源

か
ん

養
等
の
機
能
が
低
下
し
た
森
林
等
に
対

し
て

本
数

調
整

伐
、

改
植

、
下

刈
り

等
の

森
林

整
備

を
行

う
【

H
2
0
実

施
内

容
】

治
山

施
設

の
設

置
、

森
林

整
備

の
実

施
4
8
2

*
H
1
9
年
度
よ
り
合
流
改
善
済
み
面
積

の
算

出
の
変

更
。
一

部
の
市

町
に
お

い
て
、
暫

定
的

に
水

質
の
改

善
効

果
が
あ
る
箇

所
も
計

上
し
て
い
た
が
、
将

来
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
改

善
効

果
が

確
実

に
担

保
さ
れ
る
保

障
が
な
い
た

め
、
H
1
9
年

度
で
は
、
そ
の
よ
う
な
箇

所
を
計

上
し
て
い
な
い
。

有

*
名

古
屋

市
を
含

ま
な
い
。

*
H
1
9
年
度
よ
り
高
度
処
理
人
口
の
算

出
方

法
が
変

更
さ
れ
た
。
一

部
の
市

町
に
お

い
て
、
暫

定
的

に
水

質
の
改

善
効

果
が
あ
る
箇

所
も
計

上
し
て
い
た

が
、
将

来
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
改

善
効

果
が
確

実
に
担

保
さ
れ
る
保

障
が
な

い
た
め
、
H
1
9
年

度
で
は
、
そ
の
よ
う
な

箇
所

を
計

上
し
て
い
な
い
。

実
施

の
有

無

有

有有
有

4
6
9

有 有

有

有

有

1
,
7
5
6

*
名

古
屋

市
を
含

ま
な
い
。

1
,
7
7
6

8
7
9

有

有 有
有有有

4
6
5

有 有

・
森

林
所

有
者

等
が

行
う

植
栽

、
下

刈
、

枝
打

、
間

伐
等

の
森

林
整
備
に
対
し
て
助
成
を
実
施
す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

森
林

整
備

に
対

す
る

助
成

・
東

海
三

県
一

市
が

協
調

し
て

公
社

に
資

金
を

貸
付

け
、

木
曽

三
川
の
水
源
地
の
森
林
を
整
備
す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

-

有

8
7
0

1
,
7
2
1

8
7
1

・
生

活
環

境
の

改
善

、
公

共
用

水
域

の
水

質
保

全
の

た
め

、
下

水
道
整
備
を
推
進
す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

下
水

道
整

備
の

推
進

A
-
1

A
-
2

森

P
-
1

川

A
-
5

A
-
3

・
合

流
式

下
水

道
の

改
善

の
た

め
、

吐
き

口
対

策
ｽ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
、

遮
集
管
、
雨
水
貯
留
施
設
等
の
設
置
を
行

う ■
合

流
式

下
水

道
改

善
率

の
算

定
式

合
流

式
下

水
道

改
善

率
(
%
)
=
合

流
式

下
水

道
改

善
済

み
面

積
÷

合
流
式
下
水
道
区
域
面
積
×
1
0
0

【
H
2
0
実

施
内

容
】

ろ
過

ス
ク

リ
ー

ン
の

設
置

・
公

共
用

水
域

の
水

質
保

全
の

た
め

高
度

処
理

施
設

の
整

備
を

推
進
す
る

■
高

度
処

理
人

口
普

及
率

の
算

定
式

高
度

処
理

人
口

普
及

率
(
%
)
=
高

度
処

理
人

口
÷

行
政

人
口

×
1
0
0

【
H
2
0
実

施
内

容
】

高
度

処
理

施
設

整
備

の
促

進

区
分

N
o
.

平
成

1
8
年

度
平

成
1
9
年

度

実
施

結
果

（
指

標
）

実
施

の
有

無
実

施
の

有
無

実
施

結
果

（
指

標
）

平
成

2
0
年

度

施
策

内
容

実
施

の
有

無
実

施
結

果
（
指

標
）

有 有
有 有
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3
.愛

知
県

施
策

名
対

象
地

域
平

成
2
1
年

度
統

一
指

標

追
加

統
一

指
標

基
礎

デ
ー
タ

備
考

実
施

の
有

無

区
分

N
o
.

平
成

1
8
年

度
平

成
1
9
年

度

実
施

結
果

（
指

標
）

実
施

の
有

無
実

施
の

有
無

実
施

結
果

（
指

標
）

平
成

2
0
年

度

施
策

内
容

実
施

の
有

無
実

施
結

果
（
指

標
）

農
業

集
落

排
水

事
業

豊
明

市
、

三
好
町
、
愛
西
市
、
弥
富
市
、

飛
島

村
、

稲
沢
市
、
西
尾
市
、
岡
崎
市
、

田
原

市
、

新
城
市

設
置
箇
所
数

設
置
箇
所
数

設
置

箇
所

数

1
4

1
4

1
3

集
落
排
水
施
設
処
理

人
口
普
及
率
（
％
）

集
落
排
水
施
設
処

理
人
口
普
及
率
（
％

）
集

落
排

水
施

設
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）

2
.
3

2
.
4

2
.
4

農
業
集
落
排
水
施
設
処
理
人
口

農
業
集
落
排
水
施
設
処
理

人
口

農
業

集
落

排
水

施
設

処
理

人
口

1
6
6
,
0
0
0

1
7
2
,
0
0
0

1
7
5
,
0
0
0

行
政
人
口

行
政
人
口

行
政

人
口

7
,
1
3
9
,
7
3
9

7
,
1
8
0
,
0
5
9

7
,
2
1
8
,
3
5
0

農
業

ゼ
ロ

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

推
進

事
業

＜
集

落
排

水
汚

泥
等

有
機

物
資

源
利

用
促

進
事

業
＞

全
域

事
業
実
施

事
業
実
施

事
業

実
施

河
川

等
公

共
用

水
域

水
質

監
視

県
内

の
環

境
基
準
点
等

環
境
基
準
の
達
成
率
（
％
）

環
境
基
準
の
達
成
率
（

％
）

環
境

基
準

の
達

成
率

（
％

）
8
4

9
4

9
6

全
水
域
数

全
水
域
数

全
水

域
数

4
9

（
河
川
4
8
、
湖
沼
1
）

4
9

（
河
川
4
8
、
湖
沼

1
）

4
9

（
河

川
4
8
、

湖
沼

1
）

達
成
水
域
数

達
成
水
域
数

達
成

水
域

数
4
1

（
河
川
4
1
、
湖
沼
0
）

4
6

（
河
川
4
6
、
湖
沼
0
）

4
7

（
河

川
4
7
、

湖
沼

0
）

う
ち
、
伊
勢
湾
（
狭
義
）
に
流
入

す
る
河
川
の
水
域
数

う
ち
、
伊
勢
湾
（
狭
義

）
に

流
入

す
る
河
川
の
水
域

数
う

ち
、

伊
勢

湾
（

狭
義

）
に

流
入

す
る

河
川

の
水

域
数

1
5

（
河
川
1
5
、
湖
沼
0
）

1
5

（
河
川
1
5
、
湖
沼

0
）

1
5

（
河

川
1
5
、

湖
沼

0
）

う
ち
、
伊
勢
湾
（
狭
義
）
に
流
入

す
る
河
川
の
達
成
水
域
数

う
ち
、
伊
勢
湾
（
狭
義

）
に

流
入

す
る
河
川
の
達
成
水

域
数

う
ち

、
伊

勢
湾

（
狭

義
）

に
流

入
す

る
河

川
の

達
成

水
域

数
1
4

（
河
川
1
4
、
湖
沼
0
）

1
4

（
河
川
1
4
、
湖
沼

0
）

1
5

（
河

川
1
5
、

湖
沼

0
）

工
場

・
事

業
場

排
水

規
制

県
内

の
特

定
事
業
場
等

立
入
検
査
件
数
（
件
）

立
入
検
査
件
数
（

件
）

立
入

検
査

件
数

（
件

）

4
,
5
4
8

3
,
9
0
9

3
,
5
2
7

排
水
規
制
適
合
率
（
%
）

排
水
規
制
適
合
率
（

%
）

排
水

規
制

適
合

率
（

%
）

生
活

排
水

対
策

の
普

及
啓

発
全

域
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾝ
 
実
施
回
数
（
回
）

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾝ
 
実
施
回
数
（

回
）

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾝ
 
実

施
回

数
（

回
）

3
3

3

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾝ
 
延
べ
参
加
人
数
（
人
）

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾝ
 
延
べ
参
加
人
数

（
人

）
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾝ
 
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

有

実
施

H
2
0
年

度
ま
で
で
終

了
。

有

実
施

有

3
,
6
8
0

有 有 無

有

*
名

古
屋

市
を
含

む
。

2
,
5
3
0

有

無

有

有
有

有

3
,
7
6
0

有有

有 有

9
8
.
2

9
8
.
6

-

A
-
7

A
-
1
0

A
-
8

A
-
6

・
農

業
集

落
排

水
汚

泥
の

循
環

利
用

を
促

進
す

る
た

め
、

地
域

別
の
循
環
構
想
を
構
築
す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
農

業
集

落
排

水
汚

泥
の

循
環

利
用

を
促

進
す

る
た

め
、

地
域

別
の
循
環
構
想
を
構
築
す
る

・
農

村
生

活
環

境
の

改
善

並
び

に
公

共
用

水
域

等
の

水
質

保
全

の
た
め
、
農
業
集
落
排
水
施
設
を
整
備

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
農

村
生

活
環

境
の

改
善

並
び

に
公

共
用

水
域

等
の

水
質

保
全

の
た
め
、
農
業
集
落
排
水
施
設
を
整
備

す
る

・
公

共
用

水
域

及
び

地
下

水
の

水
質

常
時

監
視

を
実

施
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
公

共
用

水
域

及
び

地
下

水
の

水
質

常
時

監
視

を
実

施
す

る

A
-
9

・
生

活
排

水
対

策
の

重
要

性
を

啓
発

し
、

県
民

意
識

の
高

揚
を

図
り
、
生
活
排
水
対
策
実
践
活
動
の
普

及
・

定
着

を
促

進
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
生

活
排

水
対

策
の

重
要

性
を

啓
発

し
、

県
民

意
識

の
高

揚
を

図
り
、
生
活
排
水
対
策
実
践
活
動
の
普

及
・

定
着

を
促

進
す

る

・
水

質
汚

濁
防

止
法

に
基

づ
き

、
工

場
事

業
場

の
濃

度
規

制
、

総
量
規
制
及
び
指
導
を
実
施
す
る

・
ゴ

ル
フ

場
で

使
用

さ
れ

る
農

薬
に

よ
る

水
質

汚
濁

の
防

止
を

図
る
た
め
、
適
正
な
維
持
管
理
を
指
導

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
水

質
汚

濁
防

止
法

に
基

づ
き

、
工

場
事

業
場

の
濃

度
規

制
、

総
量
規
制
及
び
指
導
を
実
施
す
る

・
ゴ

ル
フ

場
で

使
用

さ
れ

る
農

薬
に

よ
る

水
質

汚
濁

の
防

止
を

図
る
た
め
、
適
正
な
維
持
管
理
を
指
導

す
る

有

*
名

古
屋

市
を
含

む
（
名

古
屋

港
1
ヶ

所
除

く
）
。

9
8
.
6

有 有
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3
.愛

知
県

施
策

名
対

象
地

域
平

成
2
1
年

度
統

一
指

標

追
加

統
一

指
標

基
礎

デ
ー
タ

備
考

実
施

の
有

無

区
分

N
o
.

平
成

1
8
年

度
平

成
1
9
年

度

実
施

結
果

（
指

標
）

実
施

の
有

無
実

施
の

有
無

実
施

結
果

（
指

標
）

平
成

2
0
年

度

施
策

内
容

実
施

の
有

無
実

施
結

果
（
指

標
）

浄
化

槽
整

備
全

域
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
（
％
）

汚
水
処
理
人
口
普
及
率

（
％

）
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）

7
1
.
0

7
3
.
1

7
5
.
1

浄
化
槽
処
理
人
口
普
及
率
（
％
）

浄
化
槽
処
理
人
口
普
及
率

（
％

）
浄

化
槽

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

1
6
.
0

1
5
.
5

1
5
.
4

浄
化
槽
処
理
人
口

浄
化
槽
処
理
人
口

浄
化

槽
処

理
人

口
7
9
6
,
7
2
8

7
7
6
,
0
9
0

7
7
8
,
5
3
7

行
政
人
口

行
政
人
口

行
政

人
口

4
,
9
8
5
,
4
5
2

5
,
0
1
5
,
4
1
9

5
,
0
4
4
,
4
0
5

環
境

保
全

型
農

業
推

進
事

業
全

域
ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
登
録
面
積
(
h
a
）

*
含
む
名
古
屋
市

ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
登
録
面
積

(
h
a
）

*
含
む
名
古
屋
市

ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
登

録
面

積
(
h
a
）

*
含

む
名

古
屋

市

未
公
表

未
公
表

未
公

表

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

認
定
者
数
（
人
）

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

認
定
者
数
（
人
）

エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
認

定
者

数
（

人
）

資
源

循
環

型
畜

産
推

進
事

業
補

助
金

全
域

実
施
箇
所
数

実
施
箇
所
数

実
施

箇
所

数

資
源

循
環

型
畜

産
確

立
推

進
指

導
事

業
全

域
巡
回
指
導
件
数
（
件
）

巡
回
指
導
件
数
（

件
）

巡
回

指
導

件
数

（
件

）

7
5
4

5
5
6

7
4
1

研
修
会
 
開
催
回
数
（
回
）

研
修
会
 
開
催
回
数
（

回
）

研
修

会
 
開

催
回

数
（

回
）

不
明

不
明

1

研
修
会
 
延
べ
参
加
人
数
（
人
）

研
修
会
 
延
べ
参
加
人
数

（
人

）
研

修
会

 
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

不
明

不
明

4
0

家
畜

排
せ

つ
物

適
正

処
理

対
策

全
域

立
入
検
査
回
数
（
回
）

立
入
検
査
回
数
（

回
）

立
入

検
査

回
数

（
回

）

農
業

ゼ
ロ

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

推
進

事
業

＜
畜

産
バ

イ
オ

マ
ス

利
活

用
モ

デ
ル

シ
ス

テ
ム

検
討

事
業

＞
全

域
事
業
実
施

事
業
実
施

事
業

実
施

農
地

・
水

・
環

境
保

全
向

上
対

策
＜

共
同

活
動

支
援

交
付

金
＞

全
域

施
策
対
象
（
協
定
）

面
積
（
h
a
）

施
策
対
象
（
協
定

）
面
積
（
h
a
）

施
策

対
象

（
協

定
）

面
積

（
h
a
）

有

4
,
2
2
4

3
,
7
2
5

有

有

*
名

古
屋

市
を
含

ま
な
い
。

*
既
存
の
浄
化
槽
に
お
け
る
浄
化
槽

処
理

人
口

の
減

少
が
、
新

規
設

置
に

よ
る
浄
化
槽
処
理
人
口
の
増
加
を
上

回
っ
た
た
め
、
1
9
年

度
の
浄

化
槽

処
理

人
口

は
1
8
年

度
と
比

較
し
て
減

少
し
た
。

8
3
6

7
9
6

＊
1
8
.1
9
は
巡

回
指

導
実

績
の
み

把
握

。

有有有
1

1
1

有有

3
,
3
7
4

*
当

該
事

業
は
H
1
9
年

度
に
本

格
化

し
た
た
め
、
面

積
が
急

増
し
た
。

未
実
施

2
8
,
5
4
6

6
1
6

無

面
積

は
数

値
管

理
し
て
い
な
い
。

認
定

者
数

は
累

計
値

。

有 有

有

有有
有

有

有 有

有

川

A
-
1
3

・
農

地
、

用
排

水
路

等
農

業
用

施
設

及
び

地
域

環
境

の
保

全
向
上
に
資
す
る
共
同
活
動
を
支
援
す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
農

地
、

用
排

水
路

等
農

業
用

施
設

及
び

地
域

環
境

の
保

全
向
上
に
資
す
る
共
同
活
動
を
支
援
す
る

・
環

境
に

や
さ

し
い

農
業

を
普

及
さ

せ
る

た
め

の
試

験
研

究
や
調
査
を
実
施
す
る

・
環

境
に

や
さ

し
い

農
業

に
取

り
組

む
農

家
の

活
動

を
支

援
す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

 
 
Ｇ

Ａ
Ｐ

手
法

の
導

入
推

進
に

向
け

た
フ

ォ
ー

ラ
ム

や
地

域
研
修
会
等
の
開
催
。
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認

定
会

議
の

開
催

。
愛

知
県

有
機

農
業

推
進

計
画

の
策

定
。

・
畜

産
農

家
等

が
共

同
で

家
畜

排
せ

つ
物

処
理

高
度

化
施

設
等
を
整
備
す
る
事
業
に
対
す
る
補
助
を
行

う 【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
畜

産
農

家
等

が
共

同
で

家
畜

排
せ

つ
物

処
理

高
度

化
施

設
等
を
整
備
す
る
事
業
に
対
す
る
補
助
を
行

う

A
-
1
7

A
-
1
6

・
既

設
の

単
独

処
理

浄
化

槽
に

つ
い

て
、

地
域

の
実

情
に

応
じ
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
の
促
進

を
図

る
・
併

せ
て

窒
素

・
リ

ン
が

削
減

で
き

る
高

度
処

理
型

の
浄

化
槽
の
普
及
を
推
進
す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
既

設
の

単
独

処
理

浄
化

槽
に

つ
い

て
、

地
域

の
実

情
に

応
じ
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
の
促
進

を
図

る
・
併

せ
て

窒
素

・
リ

ン
が

削
減

で
き

る
高

度
処

理
型

の
浄

化
槽
の
普
及
を
推
進
す
る

A
-
1
1

A
-
1
4

・
畜

産
環

境
保

全
巡

回
指

導
、

水
質

検
査

及
び

た
い

肥
利

用
研
修
会
を
開
催
す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
畜

産
環

境
保

全
巡

回
指

導
、

水
質

検
査

及
び

た
い

肥
利

用
研
修
会
を
開
催
す
る

・
家

畜
排

せ
つ

物
法

に
基

づ
く

立
入

検
査

、
専

門
技

術
者

養
成
及
び
た
い
肥
成
分
分
析
を
実
施
す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
家

畜
排

せ
つ

物
法

に
基

づ
く

立
入

検
査

、
専

門
技

術
者

養
成
及
び
た
い
肥
成
分
分
析
を
実
施
す
る

・
愛

知
県

の
実

情
に

即
し

た
、

地
域

で
実

際
に

適
用

可
能

な
家
畜
排
せ
つ
物
の
新
た
な
利
活
用
シ
ス
テ

ム
を

調
査

、
検

討
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
愛

知
県

の
実

情
に

即
し

た
、

地
域

で
実

際
に

適
用

可
能

な
家

畜
排
せ
つ
物
の
新
た
な
利
活
用
シ
ス
テ

ム
を

調
査

、
検

討
す

る

A
-
1
5

A
-
1
2

実
施

6
1
0

有

実
施

有

2
8
,
5
0
8

有

有 有 有 有 有 有
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3
.愛

知
県

施
策

名
対

象
地

域
平

成
2
1
年

度
統

一
指

標

追
加

統
一

指
標

基
礎

デ
ー
タ

備
考

実
施

の
有

無

区
分

N
o
.

平
成

1
8
年

度
平

成
1
9
年

度

実
施

結
果

（
指

標
）

実
施

の
有

無
実

施
の

有
無

実
施

結
果

（
指

標
）

平
成

2
0
年

度

施
策

内
容

実
施

の
有

無
実

施
結

果
（
指

標
）

農
地

・
水

・
環

境
保

全
向

上
対

策
＜

営
農

活
動

支
援

交
付

金
＞

全
域

地
域
の
取
組
状
況

（
地
区
）

地
域
の
取
組
状
況

（
地
区
）

地
域

の
取

組
状

況
（

地
区

）

-
9
9

9
6

-
1
,
6
5
8

1
,
7
2
6

清
流

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス

Ⅱ
油

ヶ
淵

市
民
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

実
施
回
数
（
回
）

市
民
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
実
施
回
数
（
回
）

市
民

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

実
施

回
数

（
回

）

不
明

不
明

不
明

市
民
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

延
べ
参
加
人
数
（
人
）

市
民
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
延
べ
参
加
人
数
（

人
）

市
民

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
不
明

不
明

不
明

市
民
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

延
べ
参
加
グ
ル
ー
プ
数

市
民
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
延
べ
参
加
グ
ル
ー

プ
数

市
民

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

延
べ

参
加

グ
ル

ー
プ

数
2
5

2
4

2
5

C
O
D
 
(
m
g
/
l
)

C
O
D
 
(
m
g
/
l
)

C
O
D
 
(
m
g
/
l
)

9
.
8

9
.
0

7
.
2

水
環

境
整

備
事

業
費

一
宮

市
、

豊
明
市
、
弥
富
市
、
稲
沢
市
、

春
日

町
、

幸
田
町
、
豊
田
市
、
碧
南
市
、

西
尾

市
、

岡
崎
市
、
豊
橋
市
、
新
城
市
、
美
和
町

整
備
箇
所
数

整
備
箇
所
数

整
備

箇
所

数

農
村

活
性

化
住

環
境

整
備

事
業

稲
沢

市
、

美
浜
町
、
西
尾
市

整
備
箇
所
数

整
備
箇
所
数

整
備

箇
所

数

農
村

自
然

環
境

整
備

事
業

豊
明

市
、

一
宮
市
、
長
久
手
町
、

美
浜

町
、

豊
橋
市
、
豊
川
市

整
備
箇
所
数

整
備
箇
所
数

整
備

箇
所

数

ふ
る

さ
と

水
と

土
ふ

れ
あ

い
事

業
豊

田
市

整
備
箇
所
数

整
備
箇
所
数

整
備

箇
所

数

1
2 3

有
有

6
有

・
水

路
、

た
め

池
等

の
農

業
水

利
施

設
の

整
備

、
保

全
管

理
と

合
わ
せ
て
生
態
系
や
景
観
に
配
慮
し
た

水
辺

空
間

、
快

適
な

生
活

環
境

を
整

備
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

-

・
水

路
、

た
め

池
等

の
農

業
水

利
施

設
の

整
備

、
保

全
管

理
と

合
わ
せ
て
生
態
系
や
景
観
に
配
慮
し
た

水
辺

空
間

、
快

適
な

生
活

環
境

を
整

備
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
水

路
、

た
め

池
等

の
農

業
水

利
施

設
の

整
備

、
保

全
管

理
と

合
わ
せ
て
生
態
系
や
景
観
に
配
慮
し
た

水
辺

空
間

、
快

適
な

生
活

環
境

を
整

備
す

る

1

有 有 有

調
査

の
参

加
人

数
や

実
施

回
数

の
集

計
は
行

っ
て
い
な
い
。

*
H
1
9
年
度
よ
り
対
象
地
域
に
美
和
町

を
追

加

有

71
3

有
有

4

営
農
活
動
対
象
面
積
（
h
a
）

営
農
活
動
対
象
面
積
（

h
a
）

有

川

*
整
備
延
長
（
管
理
道
路
）
お
よ
び
整

備
延

長
（
遊

歩
道

）
の
指

標
を
削

除
し

た
。

H
1
9
:事

業
完

了

有有無

1

有 有有

・
農

地
、

農
業

用
施

設
及

び
地

域
環

境
の

保
全

向
上

活
動

と
一

体
的
に
、
農
薬
及
び
化
学
肥
料
を
大
幅

に
低

減
す

る
な

ど
、

地
域

で
ま

と
ま

っ
て

環
境

負
荷

を
低

減
す

る
先
進
的
な
営
農
活
動
を
支
援
す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

　
活

動
組

織
が

実
施

す
る

環
境

負
荷

低
減

に
向

け
た

推
進

活
動

や
化
学
肥
料
及
び
化
学
合
成
農
薬
の
使

用
を

５
割

以
上

低
減

す
る

活
動

に
対

し
て

支
援

を
行

っ
た

。

・
水

路
、

た
め

池
等

の
農

業
水

利
施

設
の

整
備

、
保

全
管

理
と

合
わ
せ
て
生
態
系
や
景
観
に
配
慮
し
た

水
辺

空
間

、
快

適
な

生
活

環
境

を
整

備
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
水

路
、

た
め

池
等

の
農

業
水

利
施

設
の

整
備

、
保

全
管

理
と

合
わ
せ
て
生
態
系
や
景
観
に
配
慮
し
た

水
辺

空
間

、
快

適
な

生
活

環
境

を
整

備
す

る

・
油

ヶ
淵

の
水

質
改

善
を

図
る

た
め

、
県

、
油

ヶ
淵

周
辺

４
市

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
連
携
し
て
河
川
事
業
（
浚

渫
・

覆
砂

等
）

、
下

水
道

事
業

、
そ

の
他

施
策

を
実

施
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
油

ヶ
淵

の
水

質
改

善
を

図
る

た
め

、
県

、
油

ヶ
淵

周
辺

４
市

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
連
携
し
て
河
川
事
業
（
浚

渫
・

覆
砂

等
）

、
下

水
道

事
業

、
そ

の
他

施
策

を
実

施
す

る
A
-
1
9

A
-
2
0

・
水

路
、

た
め

池
等

の
農

業
水

利
施

設
の

整
備

、
保

全
管

理
と

合
わ
せ
て
生
態
系
や
景
観
に
配
慮
し
た

水
辺

空
間

、
快

適
な

生
活

環
境

を
整

備
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
水

路
、

た
め

池
等

の
農

業
水

利
施

設
の

整
備

、
保

全
管

理
と

合
わ
せ
て
生
態
系
や
景
観
に
配
慮
し
た

水
辺

空
間

、
快

適
な

生
活

環
境

を
整

備
す

る

A
-
1
8

A
-
2
3

A
-
2
2

A
-
2
1

-31
2

有 無

5

有

営
農

活
動

対
象

面
積

（
h
a
）

有 有 有 有 無
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3
.愛

知
県

施
策

名
対

象
地

域
平

成
2
1
年

度
統

一
指

標

追
加

統
一

指
標

基
礎

デ
ー
タ

備
考

実
施

の
有

無

区
分

N
o
.

平
成

1
8
年

度
平

成
1
9
年

度

実
施

結
果

（
指

標
）

実
施

の
有

無
実

施
の

有
無

実
施

結
果

（
指

標
）

平
成

2
0
年

度

施
策

内
容

実
施

の
有

無
実

施
結

果
（
指

標
）

漁
場

環
境

保
全

対
策

＜
内

水
面

漁
場

清
掃

事
業

費
補

助
金

＞
豊

田
市

、
碧
南
市
、
豊
橋
市
、
豊
根
村

ゴ
ミ
回
収
量
（
ｔ
）

ゴ
ミ
回
収
量
（
ｔ

）
ゴ

ミ
回

収
量

（
ｔ

）

不
明

不
明

不
明

実
施
回
数
（
回
）

実
施
回
数
（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

1
5

1
0

2
4

延
べ
参
加
人
数
（
人
）

延
べ
参
加
人
数
（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

6
5
5
（
一
部
推
計
値
）

7
7
4
（
一
部
推
計
値

）
1
6
2
2

汚
水

処
理

全
体

－
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
（
％
）

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
（

％
）

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

7
1
.
0

7
3
.
1

7
5
.
1
%

汚
水
処
理
人
口

汚
水
処
理
人
口

汚
水

処
理

人
口

3
,
5
3
9
,
0
0
0

3
,
6
6
5
,
0
0
0

3
,
7
9
0
,
0
0
0

行
政
人
口

行
政
人
口

行
政

人
口

4
,
9
8
5
,
0
0
0

5
,
0
1
5
,
0
0
0

5
,
0
4
4
,
0
0
0

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
整

備
に

関
わ

る
施

策
名

豊
橋

市
、

津
島
市
、
豊
田
市
、
稲
沢
市
、
田
原

市
、

愛
西

市
、
弥
富
市
、
蟹
江
町
、
三
好
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト

処
理
人
口
普
及
率
（
％
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ

ン
ト

処
理
人
口
普
及
率
（
％

）
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

プ
ラ

ン
ト

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

0
.
1
9

0
.
1
9

0
.
1
9

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト

処
理
人
口

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

プ
ラ
ン
ト
処
理
人

口
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

プ
ラ

ン
ト

処
理

人
口

1
3
,
6
4
0

1
3
,
5
1
8

1
3
,
7
1
4

行
政
人
口

行
政
人
口

行
政

人
口

7
,
1
3
9
,
7
3
9

7
,
1
8
0
,
0
5
9

7
,
2
1
8
,
3
5
0

海
域

環
境

創
造

事
業

三
河

湾
（

豊
川
市
御
津
町
地
先
）

覆
砂
面
積
（
h
a
）

覆
砂
面
積
（
h
a
）

覆
砂

面
積

（
h
a
）

深
掘

跡
の

埋
め

戻
し

三
河

湾
（

蒲
郡
市
大
塚
町
地
先
）

埋
め
戻
し
箇
所
数

埋
め
戻
し
箇
所

数
埋

め
戻

し
箇

所
数

1
（
大
塚
地
区
）

1
（
大
塚
地
区
）

１
（

大
塚

地
区

）

埋
め
戻
し
土
量
（
m
3
）

埋
め
戻
し
土
量
（
m
3
）

埋
め

戻
し

土
量

（
m
3
）

海
域

浄
化

対
策

事
業

衣
浦

湾
北

部
海
岸
（
刈
谷
市
、
高
浜
市
）

浚
渫
量
（
m
3
）

浚
渫
量
（
m
3
）

浚
渫

量
（

m
3
）

海
域

水
質

監
視

伊
勢

湾
、

三
河
湾

別
途
全
体
で
整
理

別
途
全
体
で
整

理
別

途
全

体
で

整
理

漁
場

環
境

調
査

試
験

伊
勢

湾
、

三
河
湾

取
り
組
む
研
究
課
題
数

取
り
組
む
研
究
課
題

数
取

り
組

む
研

究
課

題
数

1
7
,
2
0
0

有

*
名

古
屋

市
を
含

ん
だ
行

政
人

口
。

（
名
古
屋
市
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト

は
な
い
。
）

有有有

有
別

表
あ

り
有

有
有

7
有

有

*
大

塚
地

区
の
埋

戻
完

了
実

績
合

計

は
、
約

9
1
万

m
3
。

H
2
0
:埋

め
戻

し
完

了
無

2
,
0
0
0

有

*
名

古
屋

市
を
含

ま
な
い
。

2
.
4

別
表
あ
り

別
表
あ
り

8

3
1
0
,
0
0
0

1
2
,
5
0
0

3
2
0
,
0
0
0

-

有有

・
河

川
・

湖
沼

の
清

掃
美

化
活

動
に

対
し

て
助

成
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
河

川
・

湖
沼

の
清

掃
美

化
活

動
に

対
し

て
支

援
す

る

8

・
水

質
浄

化
や

生
態

系
回

復
に

有
効

な
干

潟
・

浅
場

等
の

造
成

技
術
を
開
発
す
る

・
底

生
生

物
に

被
害

を
及

ぼ
す

貧
酸

素
水

塊
の

動
向

を
把

握
す

る
・

有
用

生
物

の
大

量
へ

い
死

要
因

等
を

解
明

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
同

上

無

8
.
8

有 有

・
海

域
の

水
質

監
視

を
実

施
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
同

上

有有有 有有
川

ゴ
ミ
回

収
量

は
不

明

有有 有

4
.
5

－

A
-
2
7

A
-
2
9

A
-
2
5

A
-
2
6

A
-
2
8

－

A
-
2
4

【
H
2
0
実

施
内

容
】

各
汚

水
処

理
施

設
の

整
備

の
推

進

・
覆

砂
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

汚
泥

か
ら

の
栄

養
塩

の
溶

出
を
封
じ
込
め
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

覆
砂

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
生

活
環

境
の

改
善

、
公

共
用

水
域

の
水

質
保

全
の

た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
の
整
備
す
る

・
三

河
湾

に
存

在
す

る
深

掘
跡

を
埋

め
戻

し
て

修
復

を
図

り
、
貧
酸
素
水
塊
の
発
生
を
抑
え
る

・
埋

め
戻

し
に

は
、

三
河

港
内

で
発

生
す

る
浚

渫
土

砂
を

活
用
す
る

・
砂

質
系

浚
渫

土
に

よ
る

覆
砂

を
行

う
【

H
2
0
実

施
内

容
】

埋
め

戻
し

・
水

域
環

境
の

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

悪
臭

等
の

公
害

防
止
を
図
る
た
め
、
海
底
に
堆
積
し
て
い
る

有
機

汚
泥

を
浚

渫
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

浚
渫

Ｖ
＝

１
７

，
２

０
０

ｍ
３

有

有 有有 有 有有
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3
.愛

知
県

施
策

名
対

象
地

域
平

成
2
1
年

度
統

一
指

標

追
加

統
一

指
標

基
礎

デ
ー
タ

備
考

実
施

の
有

無

区
分

N
o
.

平
成

1
8
年

度
平

成
1
9
年

度

実
施

結
果

（
指

標
）

実
施

の
有

無
実

施
の

有
無

実
施

結
果

（
指

標
）

平
成

2
0
年

度

施
策

内
容

実
施

の
有

無
実

施
結

果
（
指

標
）

干
潟

・
浅

場
造

成
事

業
三

河
湾

（
西
尾
市
地
先
）

干
潟
浅
場
造
成

（
再
生
）
面
積
（
h
a
）

干
潟
浅
場
造
成

（
再
生
）
面
積
（
h
a
）

干
潟

浅
場

造
成

（
再

生
）

面
積

（
h
a
）

海
の

恵
み

育
成

・
啓

発
推

進
事

業
＜

藻
場

、
干

潟
造

成
新

技
術

推
進

事
業

＞
伊

勢
湾

、
三
河
湾

事
業
実
施

事
業
実
施

事
業

実
施

漁
場

環
境

保
全

対
策

＜
漁

場
環

境
監

視
事

業
、

赤
潮

・
貝

毒
被

害
防

止
対

策
＞

伊
勢

湾
、

三
河
湾

貝
毒
発
生
に
よ
る

健
康
被
害
件
数

貝
毒
発
生
に
よ
る

健
康
被
害
件
数

貝
毒

発
生

に
よ

る
健

康
被

害
件

数

0
0

0

漁
場
環
境
実
態
調
査
回
数

漁
場
環
境
実
態
調
査
回

数
漁

場
環

境
実

態
調

査
回

数

海
岸

環
境

整
備

事
業

伊
良

湖
港

海
岸
(
田
原
市
)

砂
浜
の
再
生
（
造
成
）

・
保
全
延
長
(
m
)

砂
浜
の
再
生
（
造

成
）

・
保
全
延
長
(
m
)

砂
浜

の
再

生
（

造
成

）
・

保
全

延
長

(
m
)

港
湾

環
境

整
備

事
業

東
浦

地
区

、
高
浜
地
区
、
大
塚
地
区
、
御
津
地
区

整
備
面
積
（
h
a
）

整
備
面
積
（
h
a
）

整
備

面
積

（
h
a
）

海
岸

環
境

整
備

事
業

坂
井

海
岸

（
常
滑
市
）

整
備
面
積
（
h
a
）

整
備
面
積
（
h
a
）

整
備

面
積

（
h
a
）

植
栽
：
0

植
栽
：
0

植
栽

 
0
.
0
5

整
備
延
長
（
m
）

整
備
延
長
（
m
）

整
備

延
長

（
m
）

護
岸
：
8
0

護
岸
：
0

0

設
置
箇
所
数

設
置
箇
所
数

設
置

箇
所

数

ト
イ
レ
：
0

ト
イ
レ
：
1

0
環
境
・
利
用
に
配
慮

し
た
整
備
延
長
(
m
)

環
境
・
利
用
に
配

慮
し
た
整
備
延
長
(
m
)

環
境

・
利

用
に

配
慮

し
た

整
備

延
長

(
m
)

8
0

0
潜

堤
：

6
0

高
潮

対
策

事
業

吉
良

海
岸

（
吉
良
町
）
、
真
野
海
岸
（
一
色
町
）

整
備
延
長
(
m
)

整
備
延
長
(
m
)

整
備

延
長

(
m
)

5
6
5

4
5
6

3
0
0

5
6
5

(
樋
門
の
改
修
も
実
施
)

1
6
0

(
樋
門
の
改
修
も
実
施

)
0

漁
村

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

基
盤

整
備

事
業

補
助

金
豊

橋
市

進
捗
率
（
％
）

進
捗
率
（
％
）

進
捗

率
（

％
）

環
境

・
利

用
に

配
慮

し
た

整
備

延
長

(
m
)

有 無

有

2
0 0

・
海

辺
の

交
流

広
場

（
漁

業
体

験
学

習
施

設
）

を
整

備
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
実

施
な

し
1
0
0

5
0

環
境
・
利
用
に
配
慮

し
た
整
備
延
長
(
m
)

有

有

・
堤

防
耐

震
化

と
と

も
に

、
安

全
で

人
々

が
快

適
に

水
辺

に
近

づ
け
る
よ
う
堤
防
の
緩
傾
斜
化
を
図
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

堤
防

工
　

L
＝

3
0
0
ｍ

有
環
境
・
利
用
に
配
慮

し
た
整
備
延
長
(
m
)

0
9
.
7
（
大
塚
地
区

）

有

－2
7

*
事
業
統
合
に
よ
り
、
指
標
が
変
更
さ

れ
た
（
漁

場
環

境
実

態
調

査
回

数
に

貝
毒

調
査

回
数

を
含

む
こ
と
と
な
っ

た
）

有

実
施

有

6
.
1

有

海

*
樋

門
の
改

修
は
農

林
水

産
部

。

H
2
0
:整

備
中

の
た
め

無
実
施

4
.
2

6
.
0

有
有

-

有有有

有有

有
有 有

*
H
1
8
・
1
9
年

度
は
整

備
中

の
た
め
。

H
2
0
:N
o
.A
-
3
5
項
目
と
同
じ

本
事

業
は
2
0
年

度
以

降
も
実

施
さ
れ

て
い
る
が
、
実

施
場

所
が
渥

美
外

海
な
の
で
記

載
し
な
い
。
（
1
8
～

1
9
年

度
も
本

来
は
当

計
画

の
対

象
外

で
あ
っ

た
。

有 有

0

有
0

2
0 0

A
-
3
7

A
-
3
1

A
-
3
2

A
-
3
3

A
-
3
5

A
-
3
0

A
-
3
4

A
-
3
6

・
砂

浜
の

保
全

・
再

生
を

図
る

た
め

離
岸

堤
、

突
堤

の
整

備
や
養
浜
を
行
う

【
H
2
0
実

施
内

容
】

潜
堤

整
備

有

・
安

全
で

人
々

が
快

適
に

利
用

で
き

る
海

岸
を

創
出

す
る

よ
う

緩
傾
斜
護
岸
、
植
栽
、
ト
イ
レ
等
を
整

備
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

植
栽

0
.
0
3
ｈ

ａ

・
緑

地
の

整
備

を
行

い
、

憩
い

の
場

の
創

出
を

図
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

用
地

整
備

・
漁

場
生

産
力

の
回

復
、

水
質

浄
化

機
能

の
向

上
を

図
る

た
め

、
干
潟
・
浅
場
を
造
成
す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
同

上

・
漁

場
環

境
の

実
態

調
査

を
行

う
・

赤
潮

・
苦

潮
の

監
視

に
よ

る
漁

場
被

害
を

防
止

す
る

・
貝

類
の

安
全

確
保

対
策

を
実

施
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
同

上

・
藻

場
造

成
新

技
術

を
海

域
に

お
け

る
事

業
規

模
で

実
証

す
る

・
藻

場
機

能
の

数
値

化
並

び
に

人
工

干
潟

造
成

材
の

適
性

評
価

を
行
う

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
同

上

無 有 有有 有 有 有
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3
.愛

知
県

施
策

名
対

象
地

域
平

成
2
1
年

度
統

一
指

標

追
加

統
一

指
標

基
礎

デ
ー
タ

備
考

実
施

の
有

無

区
分

N
o
.

平
成

1
8
年

度
平

成
1
9
年

度

実
施

結
果

（
指

標
）

実
施

の
有

無
実

施
の

有
無

実
施

結
果

（
指

標
）

平
成

2
0
年

度

施
策

内
容

実
施

の
有

無
実

施
結

果
（
指

標
）

ボ
ー

ト
パ

ー
ク

吉
田

港
（

吉
良
町
）

収
容
隻
数

収
容
隻
数

収
容

隻
数

漁
場

環
境

保
全

対
策

＜
漁

場
ク

リ
ー

ン
ア

ッ
プ

事
業

＞
豊

橋
市

、
西
尾
市
、
常
滑
市
、
美
浜
町
、
一
色

町
、

吉
良

町
、
田
原
市

ゴ
ミ
回
収
量
（
ｔ
）

ゴ
ミ
回
収
量
（
ｔ
）

ゴ
ミ

回
収

量
（

ｔ
）

不
明

不
明

不
明

実
施
回
数
（
回
）

実
施
回
数
（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

1
9

1
3

1
7

延
べ
参
加
人
数
（
人
）

延
べ
参
加
人
数
（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

2
,
6
7
9

（
一
部
推
計
値
）

1
,
0
9
6

（
一
部
推
計
値

）
3
,
4
5
5

（
一

部
推

計
値

）

海
岸

・
港

湾
・

漁
港

愛
護

活
動

報
償

費
知

多
市

、
高
浜
市
、
蒲
郡
市
（
河
川
課
）
、
高
浜

市
、

武
豊

町
（
港
湾
課
）

ゴ
ミ
回
収
量
（
ｔ
）

ゴ
ミ
回
収
量
（
ｔ
）

ゴ
ミ

回
収

量
（

ｔ
）

不
明

不
明

不
明

実
施
回
数
（
回
）

実
施
回
数
（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

延
べ
参
加
人
数
（
人
）

延
べ
参
加
人
数
（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

2
,
0
5
3

2
,
5
4
3

1
,
9
7
0

流
木

等
処

理
負

担
金

－
-

-
-

災
害

関
連

緊
急

大
規

模
漂

着
流

木
等

処
理

対
策

事
業

－
-

-
-

あ
い

ち
海

上
の

森
保

全
活

用
事

業
瀬

戸
市

活
動
回
数
（
回
）

活
動
回
数
（
回

）
活

動
回

数
（

回
）

4
4

5
2

5
2

延
べ
参
加
人
数
（
人
）

延
べ
参
加
人
数
（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

水
田

水
質

浄
化

機
能

評
価

事
業

全
域

実
施
回
数
（
回
）

実
施
回
数
（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

-
3

-

延
べ
参
加
人
数
（
人
）

延
べ
参
加
人
数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）

水
質
調
査
結
果

実
施
箇
所
数

実
施

箇
所

数

-
3

-

農
地

・
水

・
環

境
保

全
向

上
対

策
＜

共
同

活
動

支
援

交
付

金
＞

【
再

掲
：

Ａ
-
1
7
】

全
域

施
策
対
象
（
協
定
）

面
積
（
h
a
）

施
策
対
象
（
協
定

）
面
積
（
h
a
）

施
策

対
象

（
協

定
）

面
積

（
h
a
）

無

7
0

3
5 -

-

-
-

有有

有

0 3
3 -

有

-

有
-

6
1
6

有有
0

*
当

該
事

業
は
H
1
9
年

度
に
本

格
化

し
た
た
め
、
面

積
が
急

増
し
た
。

*
指

標
を
検

討
中

。

ゴ
ミ
回

収
量

は
不

明

人海

有
・

農
地

、
用

排
水

路
等

農
業

用
施

設
及

び
地

域
環

境
の

保
全

向
上
に
資
す
る
共
同
活
動
を
支
援
す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
農

地
、

用
排

水
路

等
農

業
用

施
設

及
び

地
域

環
境

の
保

全
向

上
に
資
す
る
共
同
活
動
を
支
援
す
る

*
H
1
9
年
度
か
ら
指
標
を
「
水
質
調
査

結
果
」
か
ら
「
実
施
箇
所
数
」
に
変
更
。

*
H
1
9
年

度
ま
で
で
終

了

2
8
,
5
4
6

-

2
8
,
5
0
8

1
,
4
5
5

2
3
6

有

1
,
4
6
5

*
H
1
8
･1
9
年
度
は
整
備
中
の
た
め
。

計
画

1
8
0
隻

。

1
8
0

A
-
4
5

無有 有 有無

・
台

風
等

で
海

岸
に

漂
着

し
た

流
木

等
を

処
理

す
る

市
町

を
支

援
す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

実
績

な
し

有

・
海

岸
、

港
湾

、
漁

港
に

お
け

る
市

民
清

掃
活

動
を

支
援

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

海
岸

清
掃

A
=
8
7
,
4
0
0
㎡

（
河

川
課

）
　

　
　

　
　

　
　

 
ヨ

ッ
ト

ハ
ー

バ
ー

、
ふ

頭
内

の
清

掃
（

港
湾
課
）

有

・
浮

桟
橋

を
整

備
し

、
放

置
艇

解
消

に
よ

り
、

地
域

環
境

の
向

上
、
防
災
上
の
改
善
を
図
る

・
マ

リ
ン

レ
ジ

ャ
ー

の
拠

点
と

し
て

海
辺

の
魅

力
向

上
を

図
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

浮
桟

橋
設

置

無

・
県

民
自

ら
水

田
の

持
つ

多
面

的
機

能
を

体
験

（
水

質
調

査
、

生
き
も
の
調
査
）

・
水

田
の

持
つ

水
質

浄
化

機
能

に
対

す
る

県
民

の
理

解
促

進
を

図
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

事
業

廃
止

・
台

風
等

で
海

岸
保

全
施

設
に

影
響

を
与

え
る

ほ
ど

大
規

模
に

漂
着
し
た
流
木
等
に
つ
い
て
、
海
岸
管

理
者

が
処

理
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

実
績

な
し

有

・
海

浜
の

清
掃

を
行

う
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
同

上

有有 無 無

・
「

海
上

の
森

保
全

活
用

計
画

」
に

基
づ

き
、

「
海

上
の

森
」

を
愛
知
万
博
記
念
の
森
と
し
て
将
来
に

わ
た

り
保

全
す

る
・

人
と

自
然

の
関

わ
り

の
あ

り
方

を
探

求
す

る
場

と
し

て
、

県
民
参
加
の
も
と
に
森
林
や
里
山
に
関
す

る
学

習
と

交
流

の
拠

点
づ

く
り

を
進

め
る

・
人

と
自

然
の

共
生

を
推

進
す

る
指

導
者

等
の

人
材

を
育

成
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

「
森

の
教

室
」

「
里

の
教

室
」

「
調

査
学

習
会

」
「

ム
ー

ア
カ

デ
ミ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
開
催

1
,
9
0
0

有有

無

A
-
3
8

A
-
4
4

A
-
4
1

A
-
4
2

A
-
4
3

A
-
3
9

A
-
4
0

有 有有無 無 有
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3
.愛

知
県

施
策

名
対

象
地

域
平

成
2
1
年

度
統

一
指

標

追
加

統
一

指
標

基
礎

デ
ー
タ

備
考

実
施

の
有

無

区
分

N
o
.

平
成

1
8
年

度
平

成
1
9
年

度

実
施

結
果

（
指

標
）

実
施

の
有

無
実

施
の

有
無

実
施

結
果

（
指

標
）

平
成

2
0
年

度

施
策

内
容

実
施

の
有

無
実

施
結

果
（
指

標
）

農
地

・
水

・
環

境
保

全
向

上
対

策
＜

営
農

活
動

支
援

交
付

金
＞

【
再

掲
：

Ａ
-
1
8
】

全
域

地
域
の
取
組
状
況

（
地
区
）

地
域
の
取
組
状
況

（
地
区
）

地
域

の
取

組
状

況
（

地
区

）

-
9
9

9
6

-
1
,
6
5
8

1
,
7
2
6

海
の

恵
み

育
成

・
啓

発
推

進
事

業
＜

あ
い

ち
海

の
恵

み
普

及
啓

発
事

業
＞

全
域

実
施
回
数
（
回
）

実
施
回
数
（
回
）

実
施

回
数

（
回

）

-
不

明
不

明

延
べ
参
加
人
数
（
人
）

延
べ
参
加
人
数
（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

水
循

環
再

生
指

標
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
全

域
実
施
回
数
（
回
）

実
施
回
数
（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

-
不

明
2
1

延
べ
参
加
人
数
（
人
）

延
べ
参
加
人
数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
-

不
明

1
2
4

延
べ
参
加
団
体
数

延
べ
参
加
団
体

数
延

べ
参

加
団

体
数

-
1
2

2
1

協
働

・
連

携
に

よ
る

水
循

環
の

再
生

全
域

指
標
設
定
な
し

指
標
設
定
な
し

指
標

設
定

な
し

「
あ

い
ち

環
境

学
習

プ
ラ

ザ
」

等
に

お
け

る
環

境
学

習
の

展
開

全
域

開
催
回
数
（
回
）

開
催
回
数
（
回
）

開
催

回
数

（
回

）

不
明

3
4

3
7

延
べ
参
加
人
数
（
人
）

延
べ
参
加
人
数
（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

生
物

多
様

性
条

約
第

1
0
回

締
約

国
会

議
の

誘
致

推
進

愛
知

県
内

指
標
設
定
な
し

指
標
設
定
な
し

指
標

設
定

な
し

有

有 有有

有 有

有

－
-

有

約
9
5
,
0
0
0

2
7
1

有

1
,
9
6
0

1
,
7
1
3

有

*
指

標
設

定
が
困

難
な
た
め
、
指

標
は

設
定
し
て
い
な
い
。

愛
知
県
・
名
古
屋
市
・
名
古
屋
商

工
会
議
所
、
中
部
経
済
連
合
会
の

４
者
で
誘
致
活
動
を
推
進

-

無 有

-

有

営
農
活
動
対
象
面
積
（
h
a
）

A
-
4
9

*
指

標
設

定
が
困

難
な
た
め
、
指

標
は

設
定
し
て
い
な
い
。

【
課

題
】
名

古
屋

市
で
の
開

催
の
正

式
決
定
を
受
け
、
C
O
P
1
0
の
成
功
に
む

け
た
会
議
本
体
の
支
援
、
生
物
多
様

性
を
機

軸
と
し
た
地

域
づ

く
り
の
推

進
。

本
事
業
は
委
託
を
受
け
た
団
体
が
Ｐ

Ｒ
の
た
め
様

々
な
取

組
を
実

施
し
て

お
り
、
一

律
に
実

施
回

数
、
参

加
人

数
を
指

標
に
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
計
数

も
で
き
な
い
。

H
2
0
年
度
よ
り
実
施
。
H
1
9
ま
で
は
試

行
で
実

施
。

こ
の
調

査
は
基

本
的

に
参

加
者

を
公

募
等
に
よ
り
募
集
し
、
調
査
者
の
都
合

の
良
い
と
き
に
好

き
な
水

辺
で
調

査
を

行
っ
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
調

査
地

点
や

人
数

等
を
集

計
す

る
の
は
困

難
。

有 有無無

人

・
農

地
、

農
業

用
施

設
及

び
地

域
環

境
の

保
全

向
上

活
動

と
一
体
的
に
、
農
薬
及
び
化
学
肥
料
を
大
幅

に
低

減
す

る
な

ど
、

地
域

で
ま

と
ま

っ
て

環
境

負
荷

を
低

減
す
る
先
進
的
な
営
農
活
動
を
支
援
す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

活
動

組
織

が
実

施
す

る
環

境
負

荷
低

減
に

向
け

た
推

進
活

動
や
化
学
肥
料
及
び
化
学
合
成
農
薬
の
使
用

を
５

割
以

上
低

減
す

る
活

動
に

対
し

て
支

援
を

行
っ

た
。

営
農
活
動
対
象
面
積

（
h
a
）

不
明

営
農

活
動

対
象

面
積

（
h
a
）

有
有

-
-

有

A
-
4
7

A
-
4
6

・
海

の
恵

み
や

大
切

さ
に

関
す

る
県

民
の

理
解

促
進

を
図

る
た
め
、
海
の
恵
み
や
海
の
大
切
さ
を
紹
介

す
る

企
画

展
及

び
漁

業
現

場
を

体
感

す
る

取
組

を
行

う
・
本

県
水

産
物

の
認

知
度

を
向

上
す

る
事

業
計

画
を

募
集

し
、
計
画
提
案
者
に
委
託
し
て
事
業
を
実
施

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
本

県
水

産
物

の
お

い
し

さ
を

Ｐ
Ｒ

す
る

事
業

計
画

を
募

集
し
、
計
画
提
案
者
に
委
託
し
て
事
業
を
実

施
す

る

・
愛

知
県

名
古

屋
市

を
国

内
候

補
地

と
し

て
日

本
へ

招
致

す
る
こ
と
が
閣
議
了
解
さ
れ
た
「
生
物
多
様

性
条

約
第

1
0
回

締
約

国
会

議
」

の
誘

致
を

推
進

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

2
0
年

5
月

に
C
O
P
1
0
の

愛
知

・
名

古
屋

で
の

開
催
が
決
定
。
こ
れ
を
受
け
て
、
2
0
年
9

月
に

「
生

物
多

様
性

条
約

第
1
0
回

締
約

国
会

議
支

援
実

行
委

員
会
」
を
設
立
し
、
2
1
年
3
月
に
「
あ
い

ち
・

な
ご

や
開

催
計

画
」

を
策

定
。

A
-
4
8

A
-
5
0

Ｐ
-
3

・
「

あ
い

ち
水

循
環

再
生

基
本

構
想

」
に

基
づ

き
、

地
域

の
水
循
環
再
生
の
推
進
に
関
す
る
事
項
等
に

つ
い

て
協

議
し

、
活

動
を

行
う

組
織

と
し

て
「

水
循

環
再

生
地
域
協
議
会
」
を
設
立
し
、
水
に
関
わ
る

全
て

の
主

体
が

同
じ

目
標

に
向

か
い

手
を

携
え

て
取

り
組

む
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
「

あ
い

ち
水

循
環

再
生

基
本

構
想

」
に

基
づ

き
、

地
域

の
水
循
環
再
生
の
推
進
に
関
す
る
事
項
等
に

つ
い

て
協

議
し

、
活

動
を

行
う

組
織

と
し

て
「

水
循

環
再

生
地
域
協
議
会
」
を
設
立
し
、
水
に
関
わ
る

全
て

の
主

体
が

同
じ

目
標

に
向

か
い

手
を

携
え

て
取

り
組

む

・
平

成
1
8
年

度
に

開
館

し
た

「
あ

い
ち

環
境

学
習

プ
ラ

ザ
」

（
愛
知
県
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー
内
）
や

「
も

り
の

学
舎

（
ま

な
び

や
）

」
（

愛
・

地
球

博
記

念
公

園
内
）
を
拠
点
に
実
施
す
る
環
境
学
習
事
業

の
中

で
、

水
質

関
係

の
講

座
等

を
開

催
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
平

成
1
8
年

度
に

開
館

し
た

「
あ

い
ち

環
境

学
習

プ
ラ

ザ
」

（
愛
知
県
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー
内
）
や

「
も

り
の

学
舎

（
ま

な
び

や
）

」
（

愛
・

地
球

博
記

念
公

園
内
）
を
拠
点
に
実
施
す
る
環
境
学
習
事
業

の
中

で
、

水
質

関
係

の
講

座
等

を
開

催
す

る

・
住

民
と

行
政

が
連

携
・

協
働

し
、

森
か

ら
海

ま
で

流
域

全
体
を
視
野
に
入
れ
た
水
環
境
に
関
す
る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
住

民
と

行
政

が
連

携
・

協
働

し
、

森
か

ら
海

ま
で

流
域

全
体
を
視
野
に
入
れ
た
水
環
境
に
関
す
る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

有有

有 有
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4
.三

重
県

施
策

名
対

象
地

域
平

成
2
1
年

度
統

一
指

標

追
加

統
一

指
標

基
礎

デ
ー
タ

備
考

治
山

事
業

全
域

山
地

災
害

防
止

機
能

が
確

保
さ

れ
た

集
落

数
山

地
災

害
防

止
機

能
が

確
保

さ
れ

た
集

落
数

山
地

災
害

防
止

機
能

が
確

保
さ

れ
た

集
落

数

1
,
4
3
4

1
,
4
6
4

1
,
4
7
9

-
森

林
整

備
面

積
（

h
a
）

森
林

整
備

面
積

（
h
a
）

造
林

事
業

全
域

森
林

整
備

面
積

（
h
a
）

森
林

整
備

面
積

（
h
a
）

森
林

整
備

面
積

（
h
a
）

森
林

環
境

創
造

事
業

全
域

公
益

的
機

能
を

高
度

に
発

揮
で

き
る

森
林

面
積

(
h
a
）

公
益

的
機

能
を

高
度

に
発

揮
で

き
る

森
林

面
積

(
h
a
）

公
益

的
機

能
を

高
度

に
発

揮
で

き
る

森
林

面
積

(
h
a
）

環
境

林
整

備
治

山
事

業
全

域
本

数
調

整
伐

実
施

面
積

本
数

調
整

伐
実

施
面

積
本

数
調

整
伐

実
施

面
積

高
齢

林
整

備
間

伐
促

進
事

業
全

域
間

伐
実

施
面

積
（

h
a
）

間
伐

実
施

面
積

（
h
a
）

間
伐

実
施

面
積

（
h
a
）

木
曽

三
川

水
源

造
成

公
社

事
業

費
貸

付
金

木
曽

三
川

水
源

地
域

間
伐

面
積

他
（

保
育

間
伐

）
（

h
a
）

間
伐

面
積

他
（

保
育

間
伐

）
（

h
a
）

間
伐

面
積

他
（

保
育

間
伐

）
（

h
a
）

下
水

道
整

備

＜
流

域
下

水
道

事
業

＞
北

勢
沿

岸
流

域
下

水
道

始
め

３
流

域
下

水
道

(
６

処
理

区
)

＜
公

共
下

水
道

事
業

＞
津

市
始

め
８

市
７

町

下
水

道
普

及
率

（
％

）
下

水
道

普
及

率
（

％
）

下
水

道
普

及
率

（
％

）

4
5
.
9

4
8
.
0

4
9
.
3

下
水

道
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）
下

水
道

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

下
水

道
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）
4
5
.
9

4
8
.
0

4
9
.
3

下
水

処
理

区
域

内
人

口
下

水
処

理
区

域
内

人
口

下
水

処
理

区
域

内
人

口
7
2
1
,
8
8
3

7
5
6
,
0
0
4

7
7
6
,
3
3
5

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

1
,
5
7
2
,
1
1
8

1
,
5
7
4
,
4
1
8

1
,
5
7
4
,
8
4
7

2
,
4
1
2

8
,
1
8
1

1
,
3
0
6

有

-
3
1
7

区
分

N
o
.

平
成

1
8
年

度
平

成
1
9
年

度

施
策

内
容

実
施

の
有

無
実

施
結

果
（
指

標
）

実
施

の
有

無
実

施
結

果
（
指

標
）

実
施

の
有

無

*
H
1
9
年
度
よ
り
指
標
を
追
加
。

平
成

2
0
年

度

実
施

結
果

（
指

標
）

有

2
,
1
9
5

実
施

の
有

無

森

M
-
1

有
有

・
山

地
災

害
の

防
止

や
良

質
な

水
の

安
定

供
給

な
ど

、
県

民
生

活
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
、

治
山

施
設

の
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

水
源

地
域

等
の

森
林

の
造

成
整

備
（

再
造

林
、

下
刈

、
本

数
調

整
伐

な
ど

）
を

総
合

的
に

実
施

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

三
重

の
森

林
づ

く
り

基
本

計
画

に
基

づ
き

、
2
,
1
9
5
h
a
の

森
林

整
備

を
実

施
し

た
。

-

M
-
3

有

M
-
2

有
有

・
森

林
の

公
益

的
機

能
の

高
度

発
揮

を
は

か
る

た
め

、
植

栽
、

下
刈

、
間

伐
等

の
森

林
整

備
を

促
進

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

三
重

の
森

林
づ

く
り

基
本

計
画

に
基

づ
き

、
2
,
1
2
0
h
a
の

森
林

整
備

を
実

施
し

た
。

2
,
4
3
8

2
,
0
4
0

・
環

境
林

に
お

い
て

、
森

林
の

有
す

る
公

益
的

機
能

が
持

続
的

に
発

揮
さ

れ
る

よ
う

、
間

伐
な

ど
に

よ
り

針
葉

樹
と

広
葉

樹
と

の
混

交
林

へ
の

誘
導

を
行

う
な

ど
多

様
な

森
林

づ
く

り
を

行
う

【
H
2
0
実

施
内

容
】

三
重

の
森

林
づ

く
り

基
本

計
画

に
基

づ
き

、
1
,
5
0
5
h
a
の

森
林

整
備

を
実

施
し

た
。

M
-
5

無
有

1
,
5
0
5

5
4
6

1
,
1
4
7

・
居

住
地

な
ど

の
上

流
部

に
位

置
す

る
環

境
林

内
の

保
安

林
等

に
お

い
て

、
災

害
に

強
い

森
林

づ
く

り
の

た
め

の
間

伐
を

実
施

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

三
重

の
森

林
づ

く
り

基
本

計
画

に
基

づ
き

、
5
4
6
h
a
の

森
林

整
備

を
実

施
し

た
。

M
-
4

無
有

・
生

産
林

に
お

い
て

、
植

栽
か

ら
伐

採
ま

で
の

育
成

期
間

の
長

期
化

に
対

応
す

る
た

め
、

高
齢

級
（

3
6
年

生
以

上
）

の
間

伐
を

促
進

し
、

森
林

の
健

全
育

成
を

は
か

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

三
重

の
森

林
づ

く
り

基
本

計
画

に
基

づ
き

、
1
,
1
4
7
h
a
の

森
林

整
備

を
実

施
し

た
。

-
8
0
1

有
有

川

M
-
6

有
有

・
生

活
環

境
の

改
善

、
公

共
用

水
域

の
水

質
保

全
の

た
め

、
下

水
道

整
備

を
推

進
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

処
理

場
、

管
渠

の
整

備
促

進

有 有有
2
,
1
2
0

有
有

P
-
1

有
有

有

・
東

海
三

県
一

市
が

協
調

し
て

公
社

に
資

金
を

貸
付

け
、

木
曽

三
川

の
水

源
地

の
森

林
を

整
備

す
る 【

H
2
0
実

施
内

容
】

-
8
7
0

8
7
1

8
7
9

有有 有 有 有
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4
.三

重
県

合
流

式
下

水
道

緊
急

改
善

事
業

津
市

、
四

日
市

市
事

業
を

完
了

す
る

市
町

村
数

（
中

部
地

方
下

水
道

中
期

ビ
ジ

ョ
ン

に
示

さ
れ

た
指

標
）

事
業

を
完

了
す

る
市

町
村

数
（

中
部

地
方

下
水

道
中

期
ビ

ジ
ョ

ン
に

示
さ

れ
た

指
標

）

事
業

を
完

了
す

る
市

町
村

数
（

中
部

地
方

下
水

道
中

期
ビ

ジ
ョ

ン
に

示
さ

れ
た

指
標

）

0
0

0

0
0

0

高
度

処
理

施
設

の
導

入

＜
流

域
下

水
道

事
業

＞
北

勢
沿

岸
流

域
下

水
道

始
め

３
流

域
下

水
道

（
６

処
理

区
）

＜
公

共
下

水
道

事
業

＞
四

日
市

市
　

（
Ｈ

１
９

は
詳

細
設

計
）

高
度

処
理

を
実

施
し

て
い

る
処

理
場

数
高

度
処

理
を

実
施

し
て

い
る

処
理

場
数

高
度

処
理

を
実

施
し

て
い

る
処

理
場

数

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

高
度

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

高
度

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

高
度

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

2
8
.
4

3
0
.
1

3
1
.
1

高
度

処
理

人
口

高
度

処
理

人
口

高
度

処
理

人
口

4
4
5
,
8
3
0

4
7
3
,
2
7
0

4
8
9
,
1
6
7

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

1
,
5
7
2
,
1
1
8

1
,
5
7
4
,
4
1
8

1
,
5
7
4
,
8
4
7

農
業

集
落

排
水

整
備

事
業

四
日

市
市

・
鈴

鹿
市

・
亀

山
市

・
明

和
町

・
玉

城
町

伊
勢

湾
流

域
農

業
集

落
排

水
施

設
整

備
率

（
％

）
伊

勢
湾

流
域

農
業

集
落

排
水

施
設

整
備

率
（

％
）

伊
勢

湾
流

域
農

業
集

落
排

水
施

設
整

備
率

（
％

）

6
2
.
3

6
7
.
2

6
8

集
落

排
水

施
設

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

集
落

排
水

施
設

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

集
落

排
水

施
設

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

4
.
2

4
.
2

4
.
3

農
業

集
落

排
水

施
設

処
理

人
口

農
業

集
落

排
水

施
設

処
理

人
口

農
業

集
落

排
水

施
設

処
理

人
口

6
5
,
3
6
0

6
6
,
6
0
3

6
7
,
6
5
3

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

1
,
5
7
2
,
1
1
8

1
,
5
7
4
,
4
1
8

1
,
5
7
4
,
8
4
7

河
川

等
公

共
用

水
域

水
質

監
視

県
内

の
環

境
基

準
点

等
環

境
基

準
の

達
成

率
（

％
）

環
境

基
準

の
達

成
率

（
％

）
環

境
基

準
の

達
成

率
（

％
）

1
0
0

9
2

9
8
%

全
水

域
数

全
水

域
数

全
水

域
数

6
2

6
2

6
2

達
成

水
域

数
達

成
水

域
数

達
成

水
域

数
6
2

5
7

6
1

う
ち

、
伊

勢
湾

（
狭

義
）

に
流

入
す

る
河

川
の

水
域

数
う

ち
、

伊
勢

湾
（

狭
義

）
に

流
入

す
る

河
川

の
水

域
数

う
ち

、
伊

勢
湾

（
狭

義
）

に
流

入
す

る
河

川
の

水
域

数
4
8

4
8

4
8

う
ち

、
伊

勢
湾

（
狭

義
）

に
流

入
す

る
河

川
の

達
成

水
域

数
う

ち
、

伊
勢

湾
（

狭
義

）
に

流
入

す
る

河
川

の
達

成
水

域
数

う
ち

、
伊

勢
湾

（
狭

義
）

に
流

入
す

る
河

川
の

達
成

水
域

数
4
8

4
4

4
8

工
場

・
事

業
場

排
水

規
制

県
内

の
特

定
事

業
場

等
立

入
検

査
件

数
（

件
）

立
入

検
査

件
数

（
件

）
立

入
検

査
件

数
（

件
）

7
3
3

6
5
1

5
3
3

排
水

規
制

適
合

率
（

%
）

排
水

規
制

適
合

率
（

%
）

排
水

規
制

適
合

率
（

%
）

9
4

9
6

有

M
-
7

有
・

公
共

用
水

域
の

水
質

保
全

の
た

め
高

度
処

理
施

設
の

整
備

を
行

う
【

H
2
0
実

施
内

容
】

ス
ク

リ
ー

ン
設

置
、

雨
水

滞
水

池
建

設
等

合
流

式
下

水
道

改
善

率
（

％
）

有

合
流

式
下

水
道

改
善

率
（

％
）

*
ス
ク
リ
ー
ン
設
置
、
雨
水
滞
水
池
建

設
工
事
中
で
あ
り
、
未
完
成
の
た
め
、

H
1
9
年
度
ま
で
の
改
善
率
は
0
%
と
な

る
。

・
公

共
用

水
域

及
び

地
下

水
の

水
質

常
時

監
視

を
実

施
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

水
質

測
定

計
画

に
基

づ
き

、
県

内
の

環
境

基
準

点
等

（
河

川
：

６
２

水
域

７
６

地
点

、
海

域
：

４
海

域
２

４
地

点
）

を
国

土
交

通
省

、
四

日
市

市
、

三
重

県
で

分
担

し
、

水
質

の
常

時
監

視
を

実
施

し
ま

し
た

。

M
-
1
1

有
有

M
-
9

有

有

川

M
-
8

有

M
-
1
0

有

・
水

質
汚

濁
防

止
法

に
基

づ
き

、
工

場
事

業
場

の
濃

度
規

制
、

総
量

規
制

及
び

指
導

を
実

施
す

る
・

ゴ
ル

フ
場

に
お

け
る

農
薬

の
適

正
な

利
用

に
つ

い
て

、
適

正
な

維
持

管
理

を
指

導
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

法
等

の
適

用
を

受
け

る
特

定
事

業
場

に
対

し
、

採
水

、
分

析
に

よ
る

排
水

基
準

の
遵

守
状

況
の

監
視

（
Ａ

立
入

）
や

、
自

主
測

定
結

果
、

施
設

の
稼

働
状

況
、

届
出

内
容

等
の

書
類

確
認

等
（

Ｂ
立

入
）

、
立

入
検

査
に

よ
る

指
導

を
行

い
ま

し
た

。
（

H
2
0
実

績
：

A
立

入
2
3
6
件

、
B
立

入
3
9
7
件

）

・
公

共
用

水
域

の
水

質
保

全
の

た
め

高
度

処
理

施
設

の
整

備
を

推
進

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

高
度

処
理

対
応

の
処

理
場

整
備

有

*
H
1
9
年

度
よ
り
高

度
処

理
人

口
の
算

出
方

法
が
変

更
さ
れ
た
が
、
H
1
8
年

度
デ
ー
タ
と
の
比
較
の
た
め
、
H
1
9
年

度
実

績
は
旧

算
出

方
法

（
H
1
8
年

度
以

前
の
算

出
方

法
）
に
よ
る
数

値
を

記
載

有

・
農

業
用

用
排

水
の

水
質

保
全

、
農

業
用

用
排

水
施

設
の

機
能

維
持

又
は

農
村

生
活

環
境

の
改

善
を

図
る

・
公

共
用

水
域

の
水

質
保

全
に

寄
与

す
る

た
め

、
農

業
集

落
に

お
け

る
し

尿
、

生
活

雑
排

水
又

は
雨

水
を

処
理

す
る

施
設

を
整

備
し

、
生

産
性

の
高

い
農

業
の

実
現

と
活

力
あ

る
農

村
社

会
の

形
成

に
資

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

水
沢

東
部

地
区

（
四

日
市

市
）

、
井

田
川

北
・

汲
川

原
地

区
（

鈴
鹿

市
）

、
南

部
地

区
（

亀
山

市
）

、
上

御
糸

・
下

御
糸

地
区

（
明

和
町

）
、

三
郷

・
昼

田
地

区
（

玉
城

町
）

の
整

備
を

行
っ

た
。

有
有

有

有

9
3

有

合
流

式
下

水
道

改
善

率
（

％
）

有 有 有 有
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4
.三

重
県

生
活

排
水

総
合

対
策

指
導

事
業

全
域

生
活

排
水

処
理

施
設

整
備

率
生

活
排

水
処

理
施

設
整

備
率

生
活

排
水

処
理

施
設

整
備

率

浄
化

槽
設

置
促

進
事

業
全

域
浄

化
槽

設
置

基
数

浄
化

槽
設

置
基

数
浄

化
槽

設
置

基
数

1
,
6
6
9

3
,
0
7
7

3
,
0
0
6

浄
化

槽
処

理
人

口
普

及
率

(
%
)

浄
化

槽
処

理
人

口
普

及
率

(
%
)

浄
化

槽
処

理
人

口
普

及
率

(
%
)

2
3
.
5

2
3
.
3

2
3
.
5
%

浄
化

槽
処

理
人

口
浄

化
槽

処
理

人
口

浄
化

槽
処

理
人

口
3
7
0
,
1
7
7

3
6
7
,
3
3
9

3
6
9
,
7
0
9

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

1
,
5
7
2
,
1
1
8

1
,
5
7
4
,
4
1
8

1
,
5
7
4
,
8
4
7

河
川

愛
護

月
間

に
合

わ
せ

た
清

掃
活

動
全

域
の

河
川

ゴ
ミ

回
収

量
（

ｔ
）

ゴ
ミ

回
収

量
（

ｔ
）

ゴ
ミ

回
収

量
（

ｔ
）

不
明

不
明

不
明

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）

1
0

1
0

1
4

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）

3
4
7

4
0
5

4
3
0

み
え

の
食

・
安

心
安

全
確

立
推

進
事

業
全

域
ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
登

録
面

積
(
h
a
）

ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
登

録
面

積
(
h
a
）

ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
登

録
面

積
(
h
a
）

3
7
7

5
9
1

1
5
5

ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
認

定
者

数
(
人

）
ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
認

定
者

数
(
人

）
ｴ
ｺ
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾏ
ｰ
認

定
者

数
(
人

）

9
0
1

1
0
0
9

1
0
6
4

安
心

食
材

登
録

件
数

（
件

）
安

心
食

材
登

録
件

数
（

件
）

安
心

食
材

登
録

件
数

（
件

）
4
2
1

5
4
6

5
0
6

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
家

畜
堆

肥
リ

サ
イ

ク
ル

推
進

事
業

全
域

実
施

箇
所

数
（

箇
所

）
実

施
箇

所
数

（
箇

所
）

実
施

箇
所

数
（

箇
所

）

農
地

・
水

・
環

境
保

全
向

上
対

策
＜

共
同

活
動

支
援

交
付

金
＞

全
域

資
源

保
全

活
動

組
織

数
資

源
保

全
活

動
組

織
数

資
源

保
全

活
動

組
織

数

(
7
組

織
=
モ

デ
ル

的
に

先
行

実
施

し
た

実
績

値
）

2
3
4

2
9
2

資
源

保
全

対
象

面
積

資
源

保
全

対
象

面
積

資
源

保
全

対
象

面
積

(
2
9
6
h
a
=
モ

デ
ル

的
に

先
行

実
施

し
た

実
績

値
)

1
1
,
2
9
5

1
4
,
0
7
6

施
策

対
象

（
協

定
）

面
積

（
h
a
）

施
策

対
象

（
協

定
）

面
積

（
h
a
）

施
策

対
象

（
協

定
）

面
積

（
h
a
）

-
1
1
,
2
9
5

1
4
,
0
7
6

農
地

・
水

・
環

境
保

全
向

上
対

策
＜

営
農

活
動

支
援

交
付

金
＞

全
域

営
農

活
動

組
織

数
営

農
活

動
組

織
数

営
農

活
動

組
織

数

-
1
8

2
4

営
農

活
動

対
象

面
積

営
農

活
動

対
象

面
積

営
農

活
動

対
象

面
積

4

1
7
1
.
2

M
-
1
2

有

・
生

活
排

水
対

策
の

総
合

的
な

推
進

に
よ

っ
て

、
公

共
用

水
域

の
水

質
保

全
を

図
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

生
活

排
水

対
策

の
総

合
的

な
推

進
の

た
め

、
「

三
重

県
生

活
排

水
処

理
施

設
整

備
計

画
（

生
活

排
水

処
理

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
」

に
基

づ
き

、
関

係
部

局
と

連
携

を
図

り
進

行
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
市

町
へ

の
事

業
相

談
を

実
施

し
ま

し
た

。
7
1
.
0

7
5
.
9

有
有

7
7
.
4

川

M
-
1
3

有
有

・
快

適
な

生
活

環
境

を
確

保
し

、
公

共
用

水
域

の
水

質
の

維
持

・
改

善
を

は
か

る
た

め
、

市
町

が
実

施
す

る
浄

化
槽

の
設

置
に

対
す

る
助

成
や

個
人

の
設

置
に

対
し

補
助

を
行

う
市

町
に

対
す

る
助

成
を

行
い

、
浄

化
槽

の
普

及
を

促
進

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

個
人

設
置

型
：

1
6
市

町
　

2
,
8
5
4
基

市
町

村
設

置
型

：
3
市

町
　

1
5
2
基

M
-
1
4

有
有

・
流

木
・

粗
大

ゴ
ミ

等
の

処
理

、
撤

去
に

よ
る

河
川

環
境

の
維

持
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

河
川

愛
護

月
間

に
合

わ
せ

清
掃

活
動

を
実

施

M
-
1
5

M
-
1
6

有
有

有
有

・
環

境
に

や
さ

し
い

農
業

を
推

進
す

る
た

め
、

環
境

負
荷

を
低

減
し

た
持

続
性

の
高

い
農

業
に

取
り

組
む

生
産

者
（

エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
）

の
認

定
を

促
進

す
る

・
農

薬
や

化
学

肥
料

の
低

減
、

栽
培

履
歴

の
公

開
等

に
取

り
組

む
「

人
と

自
然

に
や

さ
し

い
み

え
の

安
心

食
材

表
示

制
度

」
を

推
進

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
制

度
の

周
知

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

「
人

と
自

然
に

や
さ

し
い

み
え

の
安

心
食

材
表

示
制

度
」

の
対

象
品

目
拡

大
、

制
度

の
周

知
を

図
っ

た
。

認
定

者
数

は
累

計
値

。

有
3

・
堆

肥
流

通
モ

デ
ル

地
域

を
選

定
し

、
地

域
住

民
の

理
解

や
耕

畜
連

携
の

強
化

に
よ

る
安

定
的

・
効

率
的

な
堆

肥
流

通
体

制
の

確
立

と
　

環
境

と
調

和
の

と
れ

た
畜

産
経

営
、

資
源

循
環

型
農

業
を

推
進

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

県
内

３
地

域
に

お
け

る
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

や
マ

ニ
ア

ス
プ

レ
ッ

ダ
等

の
導

入
に

対
し

て
、

経
費

の
一

部
を

助
成

し
、

取
組

を
支

援
し

た
。

有
有

平
成

1
8
年

度
家

畜
ふ

ん
尿

利
活

用
推

進
事

業
4

有 有

・
農

地
、

用
排

水
路

等
農

業
用

施
設

及
び

地
域

環
境

の
保

全
向

上
に

資
す

る
共

同
活

動
を

支
援

す
る 【

H
2
0
実

施
内

容
】

同
上

M
-
1
8

無
有

M
-
1
7

*
当

該
事

業
は
H
1
9
年

度
に
本

格
化

し
た
た
め
、
組
織
数
・
面
積
が
急
増
し

た
。

-

・
農

地
、

農
業

用
施

設
及

び
地

域
環

境
の

保
全

向
上

活
動

と
一

体
的

に
、

農
薬

及
び

化
学

肥
料

を
大

幅
に

低
減

す
る

な
ど

、
地

域
で

ま
と

ま
っ

て
環

境
負

荷
を

低
減

す
る

先
進

的
な

営
農

活
動

を
支

援
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

同
上

有有有 有

＊
ゴ
ミ
回

収
量

に
つ

い
て
は
、
把

握
し
て
い
な
い

有有
有

有

2
7
2
.
9

有有

21



4
.三

重
県

宮
川

流
域

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス

事
業

宮
川

流
域

協
働

 
実

施
回

数
（

回
）

協
働

 
実

施
回

数
（

回
）

協
働

 
実

施
回

数
（

回
）

2
3

3

協
働

 
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

協
働

 
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

協
働

 
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

8
0

2
7
5

3
8
3

宮
川

の
水

質
ラ

ン
キ

ン
グ

宮
川

の
水

質
ラ

ン
キ

ン
グ

宮
川

の
水

質
ラ

ン
キ

ン
グ

国
土

交
通

省
全

国
一

級
河

川
水

質
調

査
第

1
1
位

（
平

成
1
7
年

)

国
土

交
通

省
全

国
一

級
河

川
水

質
調

査
第

1
位

(
平

成
1
8
年

）

国
土

交
通

省
全

国
1
級

河
川

水
質

調
査

第
1
位

(
平

成
1
9
年

)

県
営

水
環

境
整

備
事

業
笠

田
大

溜
、

野
代

、
長

島
中

部
２

期
、

三
行

、
津

北
部

、
川

添
、

中
郷

整
備

箇
所

数
整

備
箇

所
数

整
備

箇
所

数

汚
水

処
理

全
体

全
域

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

7
4
.
0

7
5
.
9

7
7
.
4
%

汚
水

処
理

人
口

汚
水

処
理

人
口

汚
水

処
理

人
口

1
,
1
6
3
,
7
1
7

1
,
1
9
5
,
4
6
3

1
,
2
1
9
,
0
4
3

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

1
,
5
7
2
,
1
1
8

1
,
5
7
4
,
4
1
8

1
,
5
7
4
,
8
4
7

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
整

備
に

関
わ

る
施

策
名

全
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

プ
ラ

ン
ト

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）

0
.
2
6

0
.
2
1

0
.
2
2

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
処

理
人

口
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

プ
ラ

ン
ト

処
理

人
口

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
処

理
人

口
4
,
1
4
7

3
,
3
6
9

3
,
3
8
6

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

1
,
5
7
2
,
1
1
8

1
,
5
7
4
,
4
1
8

1
,
5
7
4
,
8
4
7

-
2
.
0

3
.
9

干
潟

浅
場

造
成

（
再

生
）

面
積

（
h
a
）

干
潟

浅
場

造
成

（
再

生
）

面
積

（
h
a
）

干
潟

浅
場

造
成

（
再

生
）

面
積

（
h
a
）

-
2
.
0

3
.
9

干
潟

、
藻

場
の

回
復

・
再

生
技

術
開

発
事

業
全

域
技

術
開

発
及

び
解

明
課

題
数

（
件

）
技

術
開

発
及

び
解

明
課

題
数

（
件

）
技

術
開

発
及

び
解

明
課

題
数

（
件

）

M
-
1
9

有
有

・
日

本
有

数
の

清
流

宮
川

を
基

軸
に

、
住

民
と

行
政

が
協

働
し

、
地

域
の

豊
か

な
自

然
や

文
化

等
を

保
全

・
再

生
し

な
が

ら
、

地
域

の
活

性
化

を
図

る
。

【
H
2
0
実

施
内

容
】

宮
川

の
流

域
住

民
が

主
体

と
な

っ
て

、
「

守
ろ

う
清

流
！

宮
川

流
域

い
っ

せ
い

チ
ェ

ッ
ク

」
と

い
う

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

構
成

し
、

宮
川

本
流

や
支

流
の

5
0
地

点
で

水
質

や
景

観
の

移
り

変
わ

り
を

毎
月

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
調

査
し

、
そ

の
結

果
を

も
と

に
、

環
境

保
全

に
向

け
た

活
動

（
清

掃
活

動
「

ク
リ

ー
ン

小
作

戦
」

）
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
情

報
発

信
を

実
施

し
て

い
る

9

*
対
象
河
川
の
前
年
の
B
O
D
平
均
値

を
参
考
に
国
土
交
通
省
が
順
位
を
決

定
す

る
。

有

川

M
-
2
0

有
有

・
農

業
用

水
利

施
設

の
保

全
管

理
を

行
う

・
地

域
用

水
の

有
す

る
多

面
的

な
機

能
の

維
持

増
進

に
資

す
る

施
設

の
整

備
を

行
う

・
農

村
地

域
の

生
活

空
間

の
質

的
に

向
上

さ
せ

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

環
境

ブ
ロ

ッ
ク

積
、

管
理

道
路

、
八

ッ
橋

、
人

道
橋

等
の

整
備

を
行

い
ま

し
た

。

大
井

田
西

部
　

1
0

【
H
2
0
実

施
内

容
】

「
三

重
県

生
活

排
水

処
理

施
設

整
備

計
画

（
生

活
排

水
処

理
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

」
に

基
づ

き
、

各
生

活
排

水
処

理
施

設
（

汚
水

処
理

施
設

）
整

備
事

業
を

実
施

。

有
有

【
H
2
0
実

施
内

容
】

「
三

重
県

生
活

排
水

処
理

施
設

整
備

計
画

（
生

活
排

水
処

理
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

」
に

基
づ

き
、

各
生

活
排

水
処

理
施

設
（

汚
水

処
理

施
設

）
整

備
事

業
を

実
施

。

－
有

有

－

*
H
1
9
年
度
の
減
少
理
由
は
、
コ
ミ
プ

ラ
か
ら
下

水
道

へ
の
接

続
に
よ
る
。

海

M
-
2
1

閉
鎖

性
海

域
再

生
の

た
め

の
漁

場
環

境
保

全
創

造
事

業

①
松

阪
沖

②
伊

勢
市

二
見

町
沖

③
松

阪
沖

、
伊

勢
市

二
見

町
沖

、
津

市
御

殿
場

沖

無

伊
勢

湾
で

の
浅

海
域

再
生

面
積

（
h
a
）

有

伊
勢

湾
で

の
浅

海
域

再
生

面
積

（
h
a
）

・
干

潟
、

浅
場

の
造

成
及

び
再

生
を

行
う

（
①

）
・

ア
マ

モ
場

の
造

成
を

行
う

（
②

）
・

干
潟

・
藻

場
等

の
調

査
、

順
応

的
管

理
等

を
実

施
す

る
（

③
）

【
H
2
0
実

施
内

容
】

 
 
伊

勢
湾

で
は

五
主

地
先

で
干

潟
造

成
、

二
見

地
先

で
ア

マ
モ

場
造

成
を

行
う

と
と

も
に

英
虞

湾
で

は
浜

島
地

先
で

浚
渫

を
行

い
、

水
産

資
源

の
生

息
場

の
環

境
を

改
善

や
低

下
し

て
い

る
漁

場
の

生
産

力
の

回
復

を
図

っ
た

。

M
-
2
2

無
有

・
生

物
生

産
性

の
高

い
干

潟
、

藻
場

の
回

復
・

再
生

技
術

の
開

発
を

行
う

・
す

で
に

設
置

し
た

干
潟

、
藻

場
の

長
期

的
な

調
査

及
び

浅
場

の
実

証
的

造
成

試
験

に
取

り
組

む
【

H
2
0
実

施
内

容
】

　
沿

岸
遊

休
地

（
潮

止
め

堤
防

内
湿

地
）

の
海

水
交

換
に

よ
る

生
態

系
の

変
化

、
既

設
の

人
工

干
潟

・
藻

場
を

の
地

形
の

変
化

や
生

態
系

の
安

定
性

に
関

す
る

調
査

を
行

う
と

と
も

に
、

細
胞

培
養

に
よ

る
ア

マ
モ

場
造

成
用

種
苗

の
量

産
技

術
開

発
を

行
っ

た
。

-
3
課

題
有

2
課

題

有
7

有 有 有

有 有 有

伊
勢

湾
で

の
浅

海
域

再
生

面
積

（
h
a
）

有 有 有
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4
.三

重
県

水
産

業
に

よ
る

水
質

浄
化

機
能

の
向

上
技

術
開

発
事

業
木

曽
三

川
河

口
干

潟
移

転
可

能
な

開
発

技
術

の
件

数
（

件
）

移
転

可
能

な
開

発
技

術
の

件
数

（
件

）
移

転
可

能
な

開
発

技
術

の
件

数
（

件
）

伊
勢

湾
再

生
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

域
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

研
究

成
果

に
基

づ
く

技
術

的
な

提
案

件
数

（
件

）

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
研

究
成

果
に

基
づ

く
技

術
的

な
提

案
件

数
（

件
）

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
研

究
成

果
に

基
づ

く
技

術
的

な
提

案
件

数
（

件
）

-
0
件

0
件

-
-

-

赤
潮

・
底

泥
対

策
技

術
開

発
事

業
全

域
技

術
開

発
及

び
解

明
課

題
数

（
件

）
技

術
開

発
及

び
解

明
課

題
数

（
件

）
技

術
開

発
及

び
解

明
課

題
数

（
件

）

港
湾

環
境

整
備

事
業

鳥
羽

マ
リ

ン
タ

ウ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

：
鳥

羽
佐

田
浜

地
区

整
備

面
積

（
h
a
）

整
備

面
積

（
h
a
）

整
備

面
積

（
h
a
）

親
水

公
園

阿
漕

浦
海

浜
公

園
環

境
・

利
用

に
配

慮
し

た
整

備
延

長
(
m
)

環
境

・
利

用
に

配
慮

し
た

整
備

延
長

(
m
)

環
境

・
利

用
に

配
慮

し
た

整
備

延
長

(
m
)

侵
食

対
策

事
業

宇
治

山
田

港
海

岸
環

境
・

利
用

に
配

慮
し

た
整

備
延

長
(
m
)

環
境

・
利

用
に

配
慮

し
た

整
備

延
長

(
m
)

環
境

・
利

用
に

配
慮

し
た

整
備

延
長

(
m
)

海
岸

美
化

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

推
進

事
業

鈴
鹿

市
・

津
市

、
松

阪
市

・
伊

勢
市

、
鳥

羽
市

・
志

摩
市

ゴ
ミ

回
収

量
（

ｔ
）

ゴ
ミ

回
収

量
（

ｔ
）

ゴ
ミ

回
収

量
（

ｔ
）

不
明

不
明

不
明

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）
不

明
不

明
不

明

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）

2
0
,
5
1
2

2
1
,
8
4
1

2
4
,
0
4
0

有
0
.
7

M
-
2
3

・
ノ

リ
の

品
種

改
良

や
養

殖
不

能
ノ

リ
網

の
再

生
技

術
及

び
ア

サ
リ

・
ヤ

マ
ト

シ
ジ

ミ
・

ハ
マ

グ
リ

等
の

二
枚

貝
類

の
斃

死
防

止
技

術
の

開
発

に
取

り
組

み
、

二
枚

貝
・

ノ
リ

の
漁

獲
を

通
じ

て
閉

鎖
性

海
域

に
流

入
あ

る
い

は
堆

積
し

た
栄

養
塩

類
の

除
去

に
貢

献
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

 
黒

ノ
リ

の
細

胞
レ

ベ
ル

の
選

抜
に

よ
り

高
水

温
耐

性
に

優
れ

た
品

種
を

開
発

し
、

漁
場

に
お

い
て

試
験

生
産

を
行

っ
た

。
ま

た
、

伊
勢

湾
有

数
の

貝
類

漁
場

で
あ

る
木

曽
三

川
河

口
域

を
例

に
、

貧
酸

素
水

塊
の

波
及

機
構

に
つ

い
て

調
査

を
行

う
と

と
も

に
、

二
枚

貝
の

貧
酸

素
耐

性
な

ど
に

つ
い

て
も

調
査

し
、

被
害

軽
減

策
を

検
討

し
た

。
さ

ら
に

、
真

珠
養

殖
過

程
に

お
け

る
へ

い
死

を
軽

減
す

る
た

め
に

漁
場

環
境

の
変

化
に

対
応

し
た

適
切

な
養

殖
管

理
手

法
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

無
有

海
底

表
面

の
形

状
（

泥
・

砂
・

岩
等

）
別

面
積

割
合

（
％

）

*
当
該
事
業
は
、
H
1
9
年
度
か
ら
重
点

事
業

と
し
て
取

り
組

ま
れ
て
い
る
た

め
、
H
1
8
年

度
は
施

策
「
無

」
で
件

数
「
－

」
。
H
1
9
年
度
は
初
年
度
で
、
事

業
と
し
て
は
「
有
」
で
あ
る
が
、
件
数
は

「
0
」
と
な
っ
て
い
る
。

H
2
1
年
度
に
技
術
的
な
提
案
を
行
う

予
定

。

-
0
件

有
海

底
表

面
の

形
状

（
泥

・
砂

・
岩

等
）

別
面

積
割

合
（

％
）

海

M
-
2
4

無
有

・
伊

勢
湾

及
び

周
辺

陸
域

の
環

境
保

全
と

漁
業

生
産

活
動

が
調

和
し

た
新

た
な

環
境

を
創

生
す

る
た

め
、

大
学

と
県

が
連

携
し

、
環

境
保

全
と

漁
業

資
源

の
回

復
、

地
域

の
再

開
発

・
活

性
化

を
目

的
と

し
た

研
究

を
行

う
【

H
2
0
実

施
内

容
】

社
会

系
グ

ル
ー

プ
と

し
て

は
、

①
「

伊
勢

湾
の

漁
村

社
会

に
み

る
サ

ブ
シ

ス
テ

ム
」

を
テ

ー
マ

に
し

た
公

開
研

究
会

の
開

催
、

②
「

伊
勢

湾
再

生
行

動
計

画
な

ど
の

流
域

総
合

計
画

」
等

の
個

人
研

究
を

実
施

、
③

個
人

研
究

を
基

に
し

た
研

究
会

を
ほ

ぼ
毎

月
開

催
し

た
。

海
底

表
面

の
形

状
（

泥
・

砂
・

岩
等

）
別

面
積

割
合

（
％

）

M
-
2
6

無

- -

M
-
2
5

無
有

・
貧

酸
素

水
塊

と
そ

の
発

生
原

因
で

あ
る

底
泥

の
発

生
過

程
等

に
つ

い
て

調
査

研
究

を
進

め
、

赤
潮

の
発

生
防

止
技

術
や

貧
酸

素
水

塊
の

伝
播

予
測

技
術

を
開

発
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

　
流

域
の

土
地

利
用

形
態

及
び

そ
れ

ら
の

歴
史

的
変

遷
と

海
底

堆
積

物
の

特
性

と
の

関
係

を
解

析
す

る
と

と
も

に
、

森
林

、
農

耕
地

等
の

陸
域

か
ら

流
出

す
る

物
質

の
動

態
、

そ
れ

ら
が

沿
岸

域
の

低
次

生
産

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

調
査

を
行

っ
た

。
ま

た
、

ア
コ

ヤ
ガ

イ
な

ど
二

枚
貝

を
特

異
的

に
へ

い
死

さ
せ

る
ヘ

テ
ロ

カ
プ

サ
赤

潮
の

防
除

対
策

と
し

て
、

殺
藻

ウ
イ

ル
ス

の
出

現
パ

タ
ー

ン
や

殺
藻

効
果

に
つ

い
て

の
調

査
を

行
っ

た
。

2
課

題

M
-
2
7

無
無

・
市

民
と

観
光

客
が

憩
い

・
楽

し
み

・
集

う
快

適
な

空
間

を
提

供
す

る
港

湾
緑

地
を

整
備

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

-

・
津

ヨ
ッ

ト
ハ

ー
バ

ー
に

接
し

、
海

岸
は

阿
漕

浦
海

水
浴

場
に

指
定

さ
れ

て
い

る
・

ト
イ

レ
、

シ
ャ

ワ
ー

室
も

あ
り

、
市

民
が

気
軽

に
潮

干
狩

り
や

海
水

浴
を

楽
し

め
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

-
-

-

M
-
2
8

有
無

*
ゴ
ミ
回

収
量

・
実

施
回

数
は
把

握
し

て
い
な
い
。

有
有

有

・
安

全
で

人
々

が
快

適
に

水
辺

に
近

づ
け

る
よ

う
堤

防
の

緩
傾

斜
化

を
図

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

突
堤

工
等

3
0

-
有

0

・
海

岸
美

化
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

拡
大

及
び

海
岸

へ
の

愛
護

意
識

を
高

め
、

海
岸

美
化

を
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

地
域

住
民

が
自

主
的

に
実

施
す

る
海

岸
の

清
掃

等
の

活
動

に
対

し
て

、
消

耗
品

及
び

保
険

料
の

負
担

等
の

支
援

を
行

う
【

H
2
0
実

施
内

容
】

8
4
団

体
、

延
べ

2
4
，

0
4
0
人

の
方

々
に

海
岸

美
化

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

へ
参

加
し

て
い

た
だ

い
た

。

M
-
2
9

*
こ
の
事

業
は
H
1
8
年

度
繰

越
事

業
で
あ
る
が
、
H
1
9
年
度
に
完
成
し
た
た

め
、
H
1
9
年
度
の
事
業
と
し
て
0
.7
h
a

を
計
上
し
て
い
る
。

無 有 有

有有
0
課

題

無
-

無
-

有 有 無

3
課

題

有
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4
.三

重
県

多
様

な
主

体
に

よ
る

森
林

づ
く

り
事

業
全

域
森

林
づ

く
り

 
実

施
回

数
（

回
）

森
林

づ
く

り
 
実

施
回

数
（

回
）

森
林

づ
く

り
 
実

施
回

数
（

回
）

-
-

-

森
林

づ
く

り
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

森
林

づ
く

り
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

森
林

づ
く

り
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

漁
民

の
森

づ
く

り
活

動
推

進
事

業
全

域
漁

民
の

森
づ

く
り

活
動

回
数

（
回

）
漁

民
の

森
づ

く
り

活
動

回
数

（
回

）
漁

民
の

森
づ

く
り

活
動

回
数

（
回

）
-

6
3

漁
民

の
森

づ
く

り
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

漁
民

の
森

づ
く

り
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

漁
民

の
森

づ
く

り
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

み
え

・
川

の
健

康
診

断
事

業
全

域
観

察
会

 
実

施
回

数
（

回
）

観
察

会
 
実

施
回

数
（

回
）

観
察

会
 
実

施
回

数
（

回
）

5
4

5
7

4
5

観
察

会
 
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

観
察

会
 
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

観
察

会
 
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

環
境

学
習

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

推
進

事
業

全
域

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）
1
4
0

1
4
6

－

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）

7
,
1
9
6

7
,
6
1
0

－

こ
ど

も
エ

コ
ク

ラ
ブ

会
員

数
（

人
）

こ
ど

も
エ

コ
ク

ラ
ブ

会
員

数
（

人
）

こ
ど

も
エ

コ
ク

ラ
ブ

会
員

数
（

人
）

3
,
6
8
7

4
,
9
6
1

-

地
域

か
ら

発
信

！
環

境
教

育
実

践
事

業
全

域
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

作
成

地
区

数
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

作
成

地
区

数
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

作
成

地
区

数

農
地

・
水

・
環

境
保

全
向

上
対

策
＜

共
同

活
動

支
援

交
付

金
＞

【
再

掲
：

Ｍ
-
1
7
】

全
域

資
源

保
全

活
動

組
織

数
資

源
保

全
活

動
組

織
数

資
源

保
全

活
動

組
織

数

(
7
組

織
=
モ

デ
ル

的
に

先
行

実
施

し
た

実
績

値
）

2
3
4

2
9
2

資
源

保
全

対
象

面
積

資
源

保
全

対
象

面
積

資
源

保
全

対
象

面
積

(
2
9
6
h
a
=
モ

デ
ル

的
に

先
行

実
施

し
た

実
績

値
)

1
1
,
2
9
5

1
4
,
0
7
6

施
策

対
象

（
協

定
）

面
積

（
h
a
）

施
策

対
象

（
協

定
）

面
積

（
h
a
）

施
策

対
象

（
協

定
）

面
積

（
h
a
）

-
1
1
,
2
9
5

1
4
,
0
7
6

農
地

・
水

・
環

境
保

全
向

上
対

策
＜

営
農

活
動

支
援

交
付

金
＞

【
再

掲
：

Ｍ
-
1
8
】

全
域

営
農

活
動

組
織

数
営

農
活

動
組

織
数

営
農

活
動

組
織

数

-
1
8

2
4

営
農

活
動

対
象

面
積

営
農

活
動

対
象

面
積

営
農

活
動

対
象

面
積

-

人

M
-
3
0

無
無

・
森

林
づ

く
り

へ
の

多
様

な
主

体
の

参
画

を
促

進
す

る
た

め
、

「
企

業
の

森
」

の
取

組
を

さ
ら

に
進

め
る

と
と

も
に

、
県

民
、

N
P
O
等

の
活

動
の

場
の

確
保

や
情

報
提

供
な

ど
の

支
援

を
行

う
【

H
2
0
実

施
内

容
】

　
-

M
-
3
1

無

M
-
3
2

3
3
0

-

1
,
5
1
2

有

・
河

川
等

に
お

い
て

、
水

生
生

物
に

よ
る

水
質

調
査

（
観

察
会

）
を

行
う

・
河

川
等

に
対

す
る

環
境

保
全

意
識

の
高

揚
を

は
か

る
・

環
境

教
育

や
環

境
学

習
の

推
進

を
は

か
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

こ
ど

も
エ

コ
ク

ラ
ブ

、
教

育
現

場
、

市
町

等
各

団
体

が
、

全
国

統
一

の
評

価
手

法
と

し
て

「
川

の
生

き
物

を
調

べ
よ

う
」

に
定

め
る

指
標

生
物

の
調

査
法

及
び

評
価

法
を

用
い

て
県

内
河

川
の

水
生

生
物

を
調

査
し

、
環

境
省

「
水

生
生

物
調

査
支

援
情

報
シ

ス
テ

ム
」

に
登

録
し

ま
し

た
。

有
有

1
,
4
1
5

平
成
1
9
年
度
を
も
っ
て
事
業
廃
止

5

無

-
-

無

M
-
3
6

無
有

・
農

地
、

農
業

用
施

設
及

び
地

域
環

境
の

保
全

向
上

活
動

と
一

体
的

に
、

農
薬

及
び

化
学

肥
料

を
大

幅
に

低
減

す
る

な
ど

、
地

域
で

ま
と

ま
っ

て
環

境
負

荷
を

低
減

す
る

先
進

的
な

営
農

活
動

を
支

援
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

同
上

-

・
農

地
、

用
排

水
路

等
農

業
用

施
設

及
び

地
域

環
境

の
保

全
向

上
に

資
す

る
共

同
活

動
を

支
援

す
る 【

H
2
0
実

施
内

容
】

同
上

M
-
3
5

有

人

M
-
3
3

有
有

・
地

域
に

お
け

る
多

様
な

環
境

学
習

の
場

づ
く

り
、

人
づ

く
り

と
し

て
、

指
導

者
養

成
や

子
ど

も
向

け
の

環
境

講
座

等
の

開
催

、
環

境
活

動
団

体
と

の
交

流
、

参
加

型
環

境
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
提

供
や

指
導

者
の

活
動

の
場

づ
く

り
な

ど
で

、
県

民
の

環
境

学
習

へ
の

意
欲

を
増

進
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

事
業

廃
止

M
-
3
4

有
有

・
「

三
重

県
環

境
保

全
活

動
・

環
境

教
育

基
本

方
針

」
に

基
づ

き
、

学
校

、
地

域
団

体
、

事
業

者
、

行
政

な
ど

多
様

な
主

体
に

よ
る

環
境

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

策
定

や
実

践
活

動
を

通
じ

て
、

地
域

に
お

け
る

環
境

保
全

活
動

を
促

進
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

事
業

廃
止

3

有

3
5
4

有

無有

1
,
6
9
4

・
豊

か
な

森
林

が
漁

場
を

保
全

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
漁

業
者

が
森

林
整

備
の

重
要

性
を

理
解

し
、

自
ら

が
行

う
森

林
の

再
生

・
植

栽
事

業
へ

の
取

組
の

輪
を

広
げ

る
た

め
、

フ
ィ

ー
ル

ド
情

報
提

供
や

資
材

費
の

支
援

を
行

う
【

H
2
0
実

施
内

容
】

　
平

成
2
0
年

度
は

、
三

浦
漁

協
と

県
漁

連
の

２
団

体
が

自
主

的
に

行
う

森
づ

く
り

活
動

に
対

し
て

助
成

し
ま

し
た

。

有

－

有

*
当

該
事

業
は
H
1
9
年

度
に
本

格
化

し
た
た
め
、
組
織
数
・
面
積
が
急
増
し

た
。

平
成
1
9
年
度
を
も
っ
て
事
業
廃
止

1
7
1
.
2

2
7
2
.
9

有
有

事
業

廃
止 有有 有

事
業

廃
止
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4
.三

重
県

い
き

い
き

海
の

子
浜

づ
く

り
宇

治
山

田
港

海
岸

指
標

設
定

な
し

養
浜

面
積

（
m
2
）

養
浜

面
積

（
m
2
）

「
み

え
の

う
み

」
環

境
保

全
活

動
促

進
事

業

木
曽

三
川

河
口

干
潟

、
高

松
干

潟
、

員
弁

川
流

域
、

海
蔵

川
流

域
、

鈴
鹿

川
流

域
、

田
中

川
河

口
干

潟
、

河
芸

マ
リ

ー
ナ

、
櫛

田
川

流
域

、
松

名
瀬

干
潟

（
ア

マ
モ

場
）

、
宮

川
流

域
、

鳥
羽

答
志

島
浮

島
、

鳥
羽

生
浦

湾

山
・

川
・

海
の

絆
再

生
／

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

担
う

人
材

育
成

延
べ

数
（

人
）

山
・

川
・

海
の

絆
再

生
／

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

担
う

人
材

育
成

延
べ

数
（

人
）

山
・

川
・

海
の

絆
再

生
／

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

担
う

人
材

育
成

延
べ

数
（

人
）

伊
勢

湾
行

動
計

画
推

進
事

業
全

域
伊

勢
湾

流
域

圏
伊

勢
湾

再
生

連
携

市
町

数
伊

勢
湾

再
生

連
携

市
町

数
伊

勢
湾

再
生

連
携

市
町

数

有

M
-
3
8

有

M
-

0
7
-
1

無

・
「

伊
勢

湾
再

生
行

動
計

画
」

を
着

実
に

進
め

る
た

め
、

多
様

な
主

体
と

の
連

携
に

よ
る

調
査

・
研

究
や

普
及

啓
発

等
に

取
り

組
む

【
H
2
0
実

施
内

容
】

多
様

な
主

体
と

の
協

働
・

連
携

を
促

進
す

る
た

め
の

企
業

等
の

実
態

調
査

、
「

伊
勢

湾
再

生
推

進
検

討
会

」
の

開
催

（
2
回

）
環

境
保

全
活

動
団

体
交

流
会

の
開

催
（

4
回

）

-

・
「

里
海

」
伊

勢
湾

を
再

生
し

、
豊

か
な

海
の

恵
み

を
取

り
戻

す
た

め
に

、
山

・
川

・
海

沿
岸

流
域

に
関

す
る

情
報

収
集

・
発

信
を

強
化

す
る

・
多

様
な

主
体

と
連

携
し

た
流

域
の

健
康

診
断

お
よ

び
保

全
策

を
実

施
す

る
・

地
域

で
活

動
の

核
と

し
て

行
動

で
き

る
人

材
育

成
、

や
多

様
な

主
体

が
参

加
す

る
流

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

を
行

う
・

県
民

が
主

体
と

な
っ

た
海

の
環

境
保

全
に

向
け

た
取

組
を

促
進

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
海

の
環

境
を

啓
発

す
る

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

た
・

リ
ー

ダ
ー

養
成

講
座

を
行

い
、

主
体

的
に

活
動

す
る

指
導

者
を

養
成

し
た

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

活
用

し
、

水
質

情
報

、
環

境
活

動
情

報
を

発
信

し
た

・
学

校
か

ら
の

依
頼

を
受

け
、

環
境

啓
発

の
た

め
の

講
義

、
水

生
生

物
調

査
の

指
導

を
行

っ
た

・
魚

食
を

通
じ

た
環

境
保

全
に

関
す

る
啓

発
活

動
を

行
っ

た

-

人

有

M
-
3
7

無

・
世

代
間

の
交

流
の

場
、

自
然

・
社

会
教

育
活

動
の

場
、

マ
リ

ン
ス

ポ
ー

ツ
の

場
と

し
て

利
用

し
や

す
い

海
岸

を
創

出
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

突
堤

整
備

等

無

-
有 有

2
8
1

4
3
4

3
0
1

0
有 有

4
市

町
有

1
1

有
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5
.名

古
屋

市
施

策
名

対
象

地
域

平
成

2
1
年

度
統

一
指

標

追
加

統
一

指
標

基
礎

デ
ー
タ

備
考

木
曽

三
川

水
源

造
成

公
社

事
業

費
貸

付
金

木
曽

三
川

水
源

地
域

間
伐

面
積

他
（

保
育

間
伐

）
（

h
a
）

間
伐

面
積

他
（

保
育

間
伐

）
（

h
a
）

間
伐

面
積

他
（

保
育

間
伐

）
（

h
a
）

下
水

道
整

備
＜

公
共

下
水

道
事

業
＞

全
域

下
水

道
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）
下

水
道

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

下
水

道
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）

9
8
.
4

9
8
.
5

9
8
.
6

下
水

処
理

区
域

内
人

口
下

水
処

理
区

域
内

人
口

下
水

処
理

区
域

内
人

口

2
,
1
1
8
,
8
0
0

2
,
1
3
1
,
1
0
0

2
,
1
4
2
,
9
0
0

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

2
,
1
5
4
,
2
8
7

2
,
1
6
4
,
6
4
0

2
,
1
7
3
,
9
4
5

合
流

式
下

水
道

の
改

善
全

域
事

業
を

完
了

す
る

市
町

村
数

（
中

部
地

方
下

水
道

中
期

ビ
ジ

ョ
ン

に
示

さ
れ

た
指

標
）

事
業

を
完

了
す

る
市

町
村

数
（

中
部

地
方

下
水

道
中

期
ビ

ジ
ョ

ン
に

示
さ

れ
た

指
標

）

事
業

を
完

了
す

る
市

町
村

数
（

中
部

地
方

下
水

道
中

期
ビ

ジ
ョ

ン
に

示
さ

れ
た

指
標

）

0
0

0

完
了

箇
所

数
（

累
計

）
完

了
箇

所
数

（
累

計
）

完
了

箇
所

数
（

累
計

）

①
　

9
ヶ

所
②

　
7
ヶ

所
③

　
9
ヶ

所

①
　

1
0
ヶ

所
②

　
2
5
ヶ

所
③

　
1
0
ヶ

所

①
　

1
0
ヶ

所
②

　
6
1
ヶ

所
③

　
1
4
ヶ

所

整
備

中
箇

所
数

整
備

中
箇

所
数

整
備

中
箇

所
数

①
　

4
ヶ

所
②

　
0
ヶ

所
③

　
2
ヶ

所

①
　

3
ヶ

所
②

　
0
ヶ

所
③

　
5
ヶ

所

①
　

4
ヶ

所
②

　
0
ヶ

所
③

　
2
ヶ

所

高
度

処
理

施
設

の
導

入
全

域
高

度
処

理
を

実
施

し
て

い
る

処
理

場
数

高
度

処
理

を
実

施
し

て
い

る
処

理
場

数
高

度
処

理
を

実
施

し
て

い
る

処
理

場
数

整
備

中
箇

所
数

整
備

中
箇

所
数

整
備

中
箇

所
数

2
ヶ

所
実

証
試

験
調

査
1
ヶ

所
2
ヶ

所
実

証
試

験
調

査
1
ヶ

所
2
ヶ

所
実

証
試

験
調

査
1
ヶ

所
河

川
等

公
共

用
水

域
水

質
監

視
市

内
の

環
境

基
準

点
等

環
境

基
準

の
達

成
率

（
％

）
環

境
基

準
の

達
成

率
（

％
）

環
境

基
準

の
達

成
率

（
％

）

9
0

9
0

1
0
0
%

全
水

域
数

全
水

域
数

全
水

域
数

1
0

1
0

1
0

達
成

水
域

数
達

成
水

域
数

達
成

水
域

数

9
9

1
0

う
ち

、
伊

勢
湾

（
狭

義
）

に
流

入
す

る
河

川
の

水
域

数
う

ち
、

伊
勢

湾
（

狭
義

）
に

流
入

す
る

河
川

の
水

域
数

う
ち

、
伊

勢
湾

（
狭

義
）

に
流

入
す

る
河

川
の

水
域

数
1
0

1
0

1
0

う
ち

、
伊

勢
湾

（
狭

義
）

に
流

入
す

る
河

川
の

達
成

水
域

数
う

ち
、

伊
勢

湾
（

狭
義

）
に

流
入

す
る

河
川

の
達

成
水

域
数

う
ち

、
伊

勢
湾

（
狭

義
）

に
流

入
す

る
河

川
の

達
成

水
域

数

9
9

1
0

川

区
分

N
o
.

平
成

1
8
年

度

N
-
1

有

施
策

内
容

実
施

の
有

無
実

施
結

果
（
指

標
）

実
施

の
有

無
実

施
の

有
無

実
施

結
果

（
指

標
）

平
成

2
0
年

度

実
施

結
果

（
指

標
）

実
施

の
有

無

平
成

1
9
年

度

有

・
合

流
式

下
水

道
の

改
善

の
た

め
、

雨
水

貯
留

施
設

、
き

ょ
う

雑
物

除
去

装
置

の
設

置
及

び
雨

水
ス

ク
リ

ー
ン

の
目

幅
縮

小
を

行
う

　
①

雨
水

貯
留

施
設

の
整

備
　

②
き

ょ
う

雑
物

除
去

装
置

の
設

置
　

③
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
所

の
ｽ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
目

幅
縮

小
■

計
画

目
標

（
～

2
2
年

の
事

業
量

等
）

　
①

累
計

　
1
2
ヶ

所
　

②
累

計
 
1
3
7
ヶ

所
　

③
累

計
　

1
4
ヶ

所
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
雨

水
貯

留
施

設
、

き
ょ

う
雑

物
除

去
装

置
の

設
置

及
び

雨
水

ス
ク

リ
ー

ン
の

目
幅

縮
小

N
-
3

N
-
4

有
有

2
ヶ

所

・
下

水
道

の
一

部
未

整
備

地
域

の
早

期
解

消
の

た
め

下
水

道
の

整
備

を
進

め
る

■
計

画
目

標
（

％
）

（
～

2
2
年

の
事

業
量

等
）

　
　

概
ね

1
0
0

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
下

水
道

の
一

部
未

整
備

地
域

の
整

備

N
-
2

有
有

有

・
公

共
用

水
域

の
水

質
保

全
の

た
め

高
度

処
理

施
設

の
整

備
を

推
進

す
る

■
計

画
目

標
（

～
2
2
年

の
事

業
量

等
）

　
　

累
計

 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
ヶ

所
　

　
実

証
試

験
調

査
 
1
ヶ

所
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
高

度
処

理
施

設
の

建
設

有
有

2
ヶ

所
有

・
公

共
用

水
域

及
び

地
下

水
の

水
質

常
時

監
視

を
実

施
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
公

共
用

水
域

及
び

地
下

水
の

水
質

常
時

監
視

を
実

施
す

る

有有

*
1
水

域
（
名

古
屋

）
は
愛

知
県

の
水

域
数

に
含

ま
れ
て
い
な
い
。

8
7
1

8
7
9

2
ヶ

所

有
森

P
-
1

有
有

・
東

海
三

県
一

市
が

協
調

し
て

公
社

に
資

金
を

貸
付

け
、

木
曽

三
川

の
水

源
地

の
森

林
を

整
備

す
る 【

H
2
0
実

施
内

容
】

-

8
7
0

有 有 有 有 有
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5
.名

古
屋

市
工

場
・

事
業

場
排

水
規

制
全

域
C
O
D
汚

濁
負

荷
量

C
O
D
汚

濁
負

荷
量

C
O
D
汚

濁
負

荷
量

1
3
,
7
8
7
 
k
g
/
日

1
3
,
4
4
3
 
k
g
/
日

現
在

集
計

中
窒

素
汚

濁
負

荷
量

窒
素

汚
濁

負
荷

量
窒

素
汚

濁
負

荷
量

1
6
,
2
3
3
 
k
g
/
日

1
4
,
7
1
8
 
k
g
/
日

現
在

集
計

中
り

ん
汚

濁
負

荷
量

り
ん

汚
濁

負
荷

量
り

ん
汚

濁
負

荷
量

8
3
6
 
k
g
/
日

7
2
7
 
k
g
/
日

現
在

集
計

中
立

入
検

査
件

数
（

件
）

立
入

検
査

件
数

（
件

）
立

入
検

査
件

数
（

件
）

3
2
8

3
2
0

2
9
1

排
水

規
制

適
合

率
（

%
）

排
水

規
制

適
合

率
（

%
）

排
水

規
制

適
合

率
（

%
）

9
7
.
5
6

9
8
.
4
4

9
8
.
2
8

緑
化

地
域

の
指

定
市

内
市

街
化

区
域

全
域

当
該

年
度

の
実

施
内

容
当

該
年

度
の

実
施

内
容

当
該

年
度

の
実

施
内

容

屋
上

・
壁

面
緑

化
の

推
進

民
間

：
市

内
市

街
化

区
域

全
域

公
共

：
全

域
緑

化
面

積
（

m
2
）

緑
化

面
積

（
m
2
）

緑
化

面
積

（
m
2
）

清
流

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス

Ⅱ
堀

川
B
O
D
 
(
m
g
/
L
)

B
O
D
 
(
m
g
/
L
)

B
O
D
 
(
m
g
/
L
)

調
査

地
点

：
小

塩
橋

3
.
6

調
査

地
点

：
小

塩
橋

4
.
4

調
査

地
点

：
小

塩
橋

3
.
8

D
O
 
(
m
g
/
L
)

D
O
 
(
m
g
/
L
)

D
O
 
(
m
g
/
L
)

調
査

地
点

：
小

塩
橋

4
.
1

調
査

地
点

：
小

塩
橋

5
.
1

調
査

地
点

：
小

塩
橋

6
.
2

濁
度

（
度

）
濁

度
（

度
）

濁
度

（
度

）

調
査

地
点

：
小

塩
橋

1
4
.
9

調
査

地
点

：
小

塩
橋

5
.
7

調
査

地
点

：
小

塩
橋

9
.
3

汚
水

処
理

全
体

＜
公

共
下

水
道

事
業

＞
全

域
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）

9
9
.
1

9
9
.
2

9
9
.
3

汚
水

処
理

人
口

汚
水

処
理

人
口

汚
水

処
理

人
口

2
,
1
3
5
,
2
9
2

2
,
1
4
7
,
5
2
4

2
,
1
5
9
,
0
2
5

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

2
,
1
5
4
,
2
8
7

2
,
1
6
4
,
6
4
0

2
,
1
7
3
,
9
4
5

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
整

備
に

関
わ

る
施

策
名

○
○

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

プ
ラ

ン
ト

処
理

人
口

普
及

率
（

％
）

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
処

理
人

口
普

及
率

（
％

）
-

-
－

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
処

理
人

口
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

プ
ラ

ン
ト

処
理

人
口

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
処

理
人

口
-

-
－

行
政

人
口

行
政

人
口

行
政

人
口

-
-

－
な

ご
や

東
山

の
森

づ
く

り
な

ご
や

東
山

の
森

当
該

年
度

の
実

施
内

容
当

該
年

度
の

実
施

内
容

当
該

年
度

の
実

施
内

容

な
ご

や
西

の
森

づ
く

り
戸

田
川

緑
地

（
な

ご
や

西
の

森
）

植
栽

面
積

（
m
2
）

植
栽

面
積

（
m
2
）

植
栽

面
積

（
m
2
）

2
,
7
3
0

1
,
3
4
0

2
,
2
2
0

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）
6

2
6

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
1
3
5
6

1
0
2
0

8
2
0

N
-
7

有

N
-
6

有
有

・
緑

が
不

足
し

て
い

る
地

域
を

都
市

計
画

で
指

定
し

、
一

定
規

模
以

上
の

敷
地

で
建

築
物

の
新

築
や

増
築

を
行

う
場

合
に

、
敷

地
面

積
の

一
定

率
以

上
の

緑
化

を
義

務
付

け
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
1
0
月

3
1
日

よ
り

施
行

　
7
4
6
か

所
 
2
5
h
a

名
古

屋
市

緑
の

審
議

会
に

お
い

て
審

議
、

答
申

、
及

び
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
実

施

・
水

質
汚

濁
防

止
法

に
基

づ
き

、
工

場
事

業
場

の
濃

度
規

制
、

総
量

規
制

及
び

指
導

を
実

施
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
水

質
汚

濁
防

止
法

に
基

づ
き

、
工

場
事

業
場

の
濃

度
規

制
、

総
量

規
制

及
び

指
導

を
実

施
し

た

有
有

有
有 有

7
4
6
件

2
5
h
a

有

・
堀

川
の

水
環

境
改

善
を

行
う

た
め

、
河

川
事

業
（

浚
渫

・
河

道
内

の
ゴ

ミ
の

除
去

等
）

、
下

水
道

事
業

（
合

流
式

下
水

道
の

改
善

等
）

、
そ

の
他

施
策

を
実

施
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
河

道
内

ゴ
ミ

の
除

去
、

河
道

内
植

生
の

創
出

、
庄

内
川

か
ら

の
暫

定
導

水
、

木
曽

川
か

ら
の

導
水

社
会

実
験

、
浅

層
地

下
水

の
利

用
、

貯
留

施
設

の
整

備
、

雨
水

吐
等

へ
の

ス
ク

リ
ー

ン
設

置
、

高
度

処
理

の
導

入
な

ど

・
民

間
、

公
共

建
築

物
の

屋
上

・
壁

面
緑

化
を

推
進

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
市

役
所

本
庁

等
に

て
実

施
　

屋
上

7
8
8
㎡

　
壁

面
1
2
6
1
㎡

-
有

1
,
2
8
7

無
1
,
6
0
4

・
都

市
計

画
審

議
会

で
区

域
と

緑
化

率
を

決
定

・
緑

の
ま

ち
づ

く
り

条
例

を
改

正

有

有

【
H
2
0
実

施
内

容
】

H
2
0
:名

古
屋
市
は
、
合
併
浄
化
槽
の

整
備

は
な
く
下

水
道

整
備

を
進

め
て

い
ま
す

。
有

有

*
名

古
屋

市
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン

ト
は
な
い
。

有

N
-
8

有
有

川

N
-
5

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
下

水
道

の
一

部
未

整
備

地
域

の
整

備

－
無

無

－

協
働

組
織

「
な

ご
や

東
山

の
森

づ
く

り
の

会
」

育
成

支
援

協
働

組
織

「
な

ご
や

東
山

の
森

づ
く

り
の

会
」

育
成

支
援

有
有

人
N
-
9

有
有

・
環

境
と

大
交

流
の

融
合

す
る

舞
台

と
し

て
、

東
山

動
植

物
園

の
再

生
を

核
に

「
な

ご
や

東
山

の
森

づ
く

り
」

を
市

民
・

企
業

・
行

政
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

り
創

出
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
森

の
手

入
れ

、
子

ど
も

向
け

体
験

行
事

の
開

催
、

整
備

計
画

検
討

へ
の

参
画

等

協
働

組
織

「
な

ご
や

東
山

の
森

づ
く

り
の

会
」

育
成

支
援

・
戸

田
川

緑
地

に
お

い
て

、
市

民
・

企
業

・
行

政
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

り
森

を
創

出
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
植

樹
祭

の
開

催
、

そ
の

他
苗

木
植

樹
、

森
の

手
入

れ
、

自
然

観
察

会
お

よ
び

講
座

開
催

等
有

有
有

有

*
総

量
規

制
適

用
事

業
場

無有

N
-
1
0

無 無
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5
.名

古
屋

市
堀

川
市

民
調

査
堀

川
透

視
度

透
視

度
透

視
度

-

第
１

ス
テ

ー
ジ

H
1
9
.
4
.
2
2
～

6
.
3
0

平
均

6
3
c
m

第
２

ス
テ

ー
ジ

H
1
9
.
9
.
8
～

1
2
.
1
6

平
均

8
4
c
m

第
３

ス
テ

ー
ジ

H
2
0
.
4
.
2
2
～

6
.
3
0

平
均

6
2
c
m

第
４

ス
テ

ー
ジ

H
2
0
.
9
.
2
8
～

1
2
.
1
6

平
均

8
7
c
m

パ
ッ

ク
テ

ス
ト

結
果

（
C
O
D
）

パ
ッ

ク
テ

ス
ト

結
果

（
C
O
D
）

パ
ッ

ク
テ

ス
ト

結
果

（
C
O
D
）

-

第
１

ス
テ

ー
ジ

H
1
9
.
4
.
2
2
～

6
.
3
0

平
均

1
3
m
g
/
L

第
２

ス
テ

ー
ジ

H
1
9
.
9
.
8
～

1
2
.
1
6

平
均

1
0
m
g
/
L

第
３

ス
テ

ー
ジ

H
2
0
.
4
.
2
2
～

6
.
3
0

平
均

1
1
m
g
/
L

第
４

ス
テ

ー
ジ

H
2
0
.
9
.
2
8
～

1
2
.
1
6

平
均

9
m
g
/
L

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）

-
8
8
0

5
6
1

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）

-
3
5
2
0

7
3
7
9

会
議

実
施

回
数

（
回

）
会

議
実

施
回

数
（

回
）

会
議

実
施

回
数

（
回

）

-
2

2

会
議

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
会

議
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

会
議

延
べ

参
加

人
数

（
人

）

-
2
0
0

1
5
4

環
境

目
標

値
市

民
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
市

内
水

域
環

境
目

標
値

（
親

し
み

指
標

）
適

合
率

（
％

）

環
境

目
標

値
（

親
し

み
指

標
）

適
合

率
（

％
）

環
境

目
標

値
（

親
し

み
指

標
）

適
合

率
（

％
）

透
視

度
：

6
9
．

3
水

の
色

9
0
．

4
水

の
に

お
い

：
8
9
．

5
ご

み
：

6
9
．

3
水

量
：

8
1
．

6

透
視

度
：

7
9

水
の

色
：

8
9

水
の

に
お

い
：

8
4

ご
み

：
6
4

水
量

：
8
3

透
視

度
：

7
3

水
の

色
：

9
6

水
の

に
お

い
：

8
9

ご
み

：
6
4

水
量

：
9
2

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）

年
4
回

(
※

１
）

年
4
回

(
※

１
）

年
４

回
(
※

１
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）

1
9
3
(
※

2
）

1
9
4
（

※
2
）

2
1
4
(
※

２
）

湧
き

水
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
東

部
丘

陵
地

域
な

ど
湧

き
水

地
点

数
湧

き
水

調
査

地
点

数
湧

き
水

調
査

地
点

数

-
1
0

1
0

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）
-

2
（

※
1
）

4
（

※
1
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
-

1
4
0
（

※
2
）

2
8
0
（

※
2
）

木
曽

川
流

域
上

下
流

交
流

市
内

及
び

木
曽

川
流

域
市

町
村

内
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

1
1

1
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

藤
前

干
潟

の
保

全
と

活
用

藤
前

干
潟

周
辺

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（

回
）

実
施

回
数

（
回

）

6
9

9

延
べ

参
加

人
数

（
人

）
延

べ
参

加
人

数
（

人
）

延
べ

参
加

人
数

（
人

）

生
物

多
様

性
条

約
第

1
0
回

締
約

国
会

議
の

誘
致

推
進

全
域

生
物

多
様

性
条

約
第

1
0
回

締
結

国
会

議
誘

致
委

員
会

の
開

催
生

物
多

様
性

条
約

第
1
0
回

締
約

国
会

議
誘

致
委

員
会

の
設

立
支

援
実

行
委

員
会

の
設

立

-
設

立
設

立

-
策

定
策

定

*
市

民
調

査
の
実

施
回

数
が
非

常
に

多
い
た
め
、
実

施
回

数
及

び
延

べ
参

加
人

数
は
把

握
で
き
て
ま
せ

ん
。

有

人

N
-
1
1

無
有

・
堀

川
の

浄
化

施
策

の
効

果
を

市
民

の
視

線
で

、
確

認
、

評
価

す
る

こ
と

を
目

的
に

実
施

す
る

・
活

動
を

通
じ

て
水

環
境

に
対

す
る

市
民

の
意

識
向

上
を

図
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
透

視
度

、
C
O
D
等

の
水

質
調

査
・

水
の

臭
い

、
見

た
目

の
変

化
等

、
市

民
の

視
点

で
の

調
査

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
等

に
よ

る
情

報
発

信
活

動

・
市

民
と

と
も

に
、

水
循

環
の

ひ
と

つ
の

指
標

と
な

る
湧

き
水

の
状

況
を

把
握

し
、

「
な

ご
や

水
の

環
復

活
プ

ラ
ン

」
を

推
進

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

・
春

、
夏

、
秋

、
冬

の
年

4
回

湧
き

水
の

水
質

調
査

を
実

施
し

た
。

・
環

境
目

標
値

市
民

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
と

共
同

で
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ｰ
ｾ
ｯ
ｼ
ｮ
ﾝ
と

成
果

発
表

会
を

実
施

し
た

。

N
-
1
4

・
水

源
か

ら
伊

勢
湾

ま
で

の
流

域
の

み
な

さ
ま

と
の

相
互

訪
問

の
実

施
や

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
使

っ
た

交
流

を
推

進
し

、
互

い
の

理
解

を
深

め
る

【
H
1
9
実

施
内

容
】

　
「

木
曽

川
さ

ん
あ

り
が

と
う

」
を

実
施

【
H
2
0
実

施
内

容
】

　
「

木
曽

川
さ

ん
あ

り
が

と
う

」
を

実
施

有

Ｐ
-
3

有

N
-
1
2

有
有

N
-
1
3

無
有

1
7
2

有

・
行

政
、

市
民

が
協

力
し

、
市

内
河

川
等

の
水

質
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

・
水

環
境

保
全

思
想

の
普

及
啓

発
を

図
り

、
環

境
目

標
値

の
達

成
を

目
指

す
【

H
2
0
実

施
内

容
】

・
行

政
、

市
民

が
協

力
し

、
市

内
河

川
等

の
水

質
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

・
水

環
境

保
全

思
想

の
普

及
啓

発
を

図
り

、
環

境
目

標
値

の
達

成
を

目
指

す

※
１
：
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活

動
は
原

則
各

４
回
（
春
・
夏
・
秋
・
冬
季
）
行
う
事
と

な
っ
て
い
ま
す

が
、
グ
ル
ー

プ
に
よ
っ

て
は
毎
月
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

や
、
調
査
が
行
え
ず
、
年
３
回
の
と
こ

ろ
な
ど
も
あ
り
ま
す

。
調
査
日
は
、
グ

ル
ー
プ
で
ば
ら
ば
ら
で
す
。

※
２
：
延
べ
参
加
人
数
は
把
握
し
て

い
な
い
の
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活

動
に

登
録

し
て
頂

い
て
い
る
人

数
を
記

入
し
ま
し
た
。

有

※
１
：
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活

動
は
春

・
夏

・
秋
・
冬
の
各
期
内
で
の
実
施
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
（
1
9
年

度
は
年

度
途

中
か
ら
の
実

施
の
た
め
2
回

）
※
２
：
延
べ
参
加
人
数
は
把
握
し
て

い
な
い
の
で
、
登

録
し
て
頂
い
て
い
る

人
数
を
記
入
し
ま
し
た
。

有 有

無
有

生
物

多
様

性
条

約
第

1
0
回

締
結

国
会

議
誘

致
構

想
策

定
委

員
会

の
開

催

・
愛

知
県

・
名

古
屋

市
を

国
内

候
補

地
と

し
て

日
本

へ
招

致
す

る
こ

と
が

閣
議

了
解

さ
れ

た
「

生
物

多
様

性
条

約
第

1
0
回

締
約

国
会

議
」

の
誘

致
を

推
進

す
る

【
H
2
0
実

施
内

容
】

有
生

物
多

様
性

条
約

第
1
0
回

締
約

国
会

議
誘

致
構

想
策

定
「

C
O
P
1
0
あ

い
ち

・
な

ご
や

開
催

計
画

」
の

策
定

有

9
4

・
国

、
自

治
体

、
市

民
・

N
P
O
、

学
識

経
験

者
等

で
構

成
さ

れ
る

協
議

会
を

通
し

て
、

藤
前

干
潟

の
保

全
・

活
用

を
推

進
す

る
【

H
2
0
実

施
内

容
】

藤
前

干
潟

周
辺

の
保

全
や

普
及

啓
発

活
動

等
に

つ
い

て
の

協
議

1
0
6

1
7
7

1
7
3

8
9

P
-
2

有

有 有有有 有 有
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 6
.名
古
屋
港
管
理
組
合

施
策
名

対
象
地
域

平
成
2
1
年
度

統
一
指
標

追
加
統
一
指
標

基
礎
デ
ー
タ

備
考

港
湾
環
境
整
備
事
業

中
川
運
河
地
区
緑
地
(
中
川
口
・
堀
止
・
昭
和

橋
)

緑
地
計
画
面
積
（
h
a
）

緑
地
計
画
面
積
（
h
a
）

緑
地
計
画
面
積
（
h
a
）

5
.
1

5
.
1

5
.
1

整
備
済
み
面
積
（
h
a
）

(
平
成
1
8
年
度
末
)

整
備
済
み
面
積
（
h
a
）

(
平
成
1
9
年
度
末
)

整
備
済
み
面
積
（
h
a
）

(
平
成
2
0
年
度
末
)

3
.
1

3
.
2

3
.
2

整
備
面
積
（
h
a
）

整
備
面
積
（
h
a
）

整
備
面
積
（
h
a
）

0
.
2

0
.
1

0
.
0
1

秋
季
河
川
大
清
掃

堀
川
、
新
堀
川
、
中
川
運
河

塵
芥
回
収
量
（
㎥
）

塵
芥
回
収
量
（
㎥
）

塵
芥
回
収
量
（
㎥
）

1
9

1
6

1
0
.
5

ゴ
ミ
回
収
量
（
ｔ
）

ゴ
ミ
回
収
量
（
ｔ
）

ゴ
ミ
回
収
量
（
ｔ
）

不
明

不
明

不
明

実
施
回
数
（
回
）

実
施
回
数
（
回
）

実
施
回
数
（
回
）

7
7

7

延
べ
参
加
人
数
（
人
）

延
べ
参
加
人
数
（
人
）

延
べ
参
加
人
数
（
人
）

5
5

4
8

5
1

*
H
2
1
年
度
に
追
加

*
ゴ
ミ
回
収
量
（
t
）
の
デ
ー
タ
は

把
握
し
て
い
な
い

有
有

・
平
成
2
0
年
度
は
、
堀
止
地
区
の
緑

地
整
備
に
向
け
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
。

有
有

実
施
の

有
無

平
成
2
0
年
度

実
施
結
果
（
指
標
）

実
施
の

有
無

平
成
1
9
年
度

施
策
内
容

実
施
の

有
無

実
施
結
果
（
指
標
）

実
施
の

有
無

実
施
結
果
（
指
標
）

区
分

N
o
.

平
成
1
8
年
度

N
P
-
1

有
有

・
中
川
運
河
の
中
川
口
、
堀
止
、
昭
和
橋
地
区
に
お
い
て
、
緑
地
(
水
辺
空
間
を
活
用
し
た
親
水

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
等
)
を
整
備
す
る
。

【
H
1
9
実
施
内
容
】
平
成
1
9
年
度
末
に
、
中
川
口
地
区
の
緑
地
整
備
が
完
了
し
た
。

【
H
2
0
実
施
内
容
】
平
成
2
0
年
度
に
、
堀
止
地
区
の
緑
地
整
備
に
着
手
し
た
。

川
有

・
（
社
）
名
古
屋
清
港
会
と
名
古
屋
水
上
交
通
組
合
の
主
催
、
名
古
屋
港
管
理
組
合
お
よ
び
名
古

屋
市
の
後
援
、
木
材
業
者
の
協
力
の
下
、
堀
川
、
新
堀
川
、
中
川
運
河
の
清
掃
を
実
施
す
る
。

【
H
2
0
実
施
内
容
】
1
0
月
1
6
日
～
1
0
月
2
4
日
に
開
催
。

N
P
-

0
1
-
2

有

海
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NO.1 河川の環境基準達成率 

H18年度 H19年度 H20年度

岐阜県 99 96 99

愛知県 84 94 96

三重県 100 92 98

名古屋市 90 90 100

合計 95 94 98

河川の環境基準達成率(%)

 

※愛知県は名古屋市を含む（ただし名古屋港 1 か所除く） 

NO.2 農地面積 

H18年度 H19年度 H20年度

岐阜県 57,454 57,264 56,864

愛知県 81,365 80,497 78,768

三重県 50,400 49,900 49,600

名古屋市 1,617 1,561 1,523

合計 190,836 189,222 186,755

農地面積(ha)

 
          ※愛知県は名古屋市を含まない 

NO.3 地下水採取量 

H18年度 H19年度 H20年度

愛知県 129,940 129,210 124,100

三重県 21,535 18,615 （集計中）

名古屋市 13,140 12,775 11,680

合計 164,615 160,600 135,780

機関
地下水採取量(千m3／年)

 
                   ※愛知県は名古屋市を除く 

 
NO.4 上水道使用水量原単位 

H18年度 H19年度 H20年度

岐阜県 375 375 未公表

愛知県 340 339 未公表

三重県 419 415 未公表

名古屋市 348 343 未公表

合計 1,482 1,472 0

機関
上水道使用水量原単位（＝一人一日平均給水量）  (㍑／一人一日)

 

                      ※愛知県は名古屋市を含まない 

出典：濃尾平野地盤沈下防止等対策要綱推進協議会における県別の年間総量（規制地域） 
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NO.5 海域の環境基準達成率 

H18 H19 H20

海域全体 74.5 78.7 76.4

東京湾 68 63 74

伊勢湾 44 56 56

大阪湾 67 67 67

環境基準達成率(%)

 
出典：平成 20 年度公共用水域水質測定結果（平成 21 年 11 月） 

H18 H19 H20

愛知県 45 64 55

三重県 40 40 未公表

合計（平均値） 42.5 52 55

COD環境基準達成率(%)

 
                   ※愛知県は名古屋市を含む 

出典：各県の HP 上での公共用調査結果より 

H18 H19 H20

愛知県 83 100 83

三重県 100 100 未公表

合計（平均値） 91.5 100 83

T-N環境基準達成率(%)

 
                 ※愛知県は名古屋市を含まない 

出典：各県の HP 上での公共用調査結果より 

H18 H19 H20

愛知県 33 50 83

三重県 33 66 未公表

合計（平均値） 33 58 83

T-P環境基準達成率(%)

 
                 ※愛知県は名古屋市を含まない 

出典：各県の HP 上での公共用調査結果より 

 

NO.6 赤潮・苦潮発生回数 

水域区分 H18 H19 H20

三河湾 23 19 23

伊勢湾 7 7 8

合計 30 26 31

赤潮発生回数

 

出典；愛知県水産課提供データ 

水域区分 H18 H19 H20

三河湾 10 8 7

伊勢湾 0 1 1

合計 10 9 8

苦潮発生回数

 

出典；愛知県水産課提供データ 

31



 

 

NO.7 漁獲量 

H18 H19 H20

愛知県 68,100 76,000 89,900

三重県 141,400 132,000 134,100

合計 209,500 208,000 224,000

機関
漁獲量(t)

 
出典；海面漁業生産統計調査 

H18年度 H19年度 H20年度

愛知県 集計無し 集計無し 2,530

三重県 6,484 6,249 5,155

合計 6,484 6,249 7,685

機関
漁業経営対数

 
出典；漁業経営体調査,漁業動体調査及び漁業センサス 

NO.8 底層 DO 

機関 H18 H19 H20

国 7.1 7.7 5.5

愛知県 5.1 5.7 5.3

三重県 6.8 6.5 7.2

名古屋港管理組合 4.8 4.8 4.7

四日市港管理組合 7.0 6.7 6.9

6.1 6.3 5.9

底層の

DO(mg/L）

平均値  

 

NO.9 底泥の COD 含有量、強熱減量 
機関 H18 H19 H20

愛知県 20.0 25.5 22.6

三重県 13.3 15.3 17.3

四日市港管理組合 19.0 21.8 18.6

17.4 20.9 19.5

愛知県 7.4 8.6 7.6

三重県 15.9 14.2 16.5

四日市港管理組合 8.2 9.5 9.6

10.5 10.7 11.2

強熱減量(%)

底泥のCOD含

有量（mg/g）

平均値

平均値  
 

NO.10 保育（間伐）面積 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

岐阜県 14,966 13,688 13,613 42,267

愛知県 4,059 4,147 4,135 12,341

三重県 7,452 9,074 9,167 25,693

木曽三川水源造成公社 870 871 879 2,620

中部森林管理局 1,797 1,862 2,913 6,572

近畿中国森林管理局 62 321 61 444

合計 29,206 29,963 30,768 89,937

保育（間伐）面積(ha)
機関

 
                       ※愛知県は名古屋市を含む 
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NO.11 保育（間伐以外）面積 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

岐阜県 5,147 4,038 3,373 12,558

愛知県 988 1,038 1,252 3,278

三重県 1,413 2,351 1,519 5,283

木曽三川水源造成公社 1,009 729 604 2,342

中部森林管理局 3,875 4,373 4,331 12,579

近畿中国森林管理局 4 67 34 105

合計 12,436 12,596 11,113 36,145

機関
保育（間伐以外）面積(ha)

 
                        ※愛知県は名古屋市を含む 

NO.12 新植面積 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

岐阜県 221 125 141 487

愛知県 43 47 56 146

三重県 210 190 124 524

木曽三川水源造成公社 - - - 0

中部森林管理局 106 65 40 211

近畿中国森林管理局 - - 31 31

合計 580 427 392 1,399

新植面積(ha)
機関

 
                        ※愛知県は名古屋市を含む 

NO.13 汚水処理人口普及率 

H18年度 H19年度 H20年度

全国平均 82.4 83.7 84.8

岐阜県 81.1 83.0 84.9

愛知県 71.0 73.1 75.1

三重県 74.0 75.9 77.4

名古屋市 99.1 99.2 99.3

全体 79.0 80.6 82.2

汚水処理人口普及率（％）
機関

 
               ※愛知県は名古屋市を含まない 

NO.14 下水道処理人口普及率 

H18年度 H19年度 H20年度

全国平均 70.5 71.7 72.7

岐阜県 64.7 66.3 67.7

愛知県 51.6 54.1 56.3

三重県 45.9 48.0 49.3

名古屋市 98.4 98.5 98.6

全体 62.6 64.4 65.9

下水道処理処理人口普及率（％）
機関

 

              ※愛知県は名古屋市を含まない 
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NO.15 集落排水施設人口普及率 

H18年度 H19年度 H20年度

全国平均 2.8 2.9 2.9

岐阜県 5.1 5.4 5.5

愛知県 2.3 2.4 2.4

三重県 4.2 4.2 4.3

全体 3.1 3.2 3.3

機関
集落排水施設人口普及率（％）

 

                ※愛知県は名古屋市を含む 

NO.16 共同活動支援交付金の対象面積 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

岐阜県 378 24,164 24,506 49,048

愛知県 616 28,546 28,508 57,670

三重県 - 11,295 14,076 25,371

合計 994 64,005 67,090 132,089

共同活動支援交付金の対象面積(ha)
機関

 

NO.17 営農活動支援交付金の対象面積 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

岐阜県 - 455 569 1,024

愛知県 - 1,658 1,726 3,384

三重県 - 171.2 272.9 444

合計 0 2383.2 2603.9 4,987

営農活動支援交付金の対象面積(ha)
機関

 

NO.18 家畜排せつ物処理に関する補助（補助件数） 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

岐阜県 5 5 3 13

愛知県 7 6 5 18

三重県 5 8 3 16

合計 17 19 11 47

機関
補助件数（件）

 
NO.19 排水規制の適合率 

H18年度 H19年度 H20年度

岐阜県 98.7 98.6 98.9

愛知県 98.2 98.6 98.6

三重県 96 94 93

名古屋市 97.56 98.44 98.28

全体 97.6 97.4 97.2

排水規制適合率（%）
機関

 
※愛知県は名古屋市・豊橋市・岡崎市・一宮市・春日井市・豊田市を含まない 
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NO.20 合流式下水道緊急改善事業を完了している市町村 

H18年度 H19年度 H20年度

岐阜県 0 - 0

愛知県 0 0 0

三重県 0 0 0

名古屋市 0 0 0

合計 0 0 0

合流式下水道緊急改善事業を完了している市町村数
機関

 
               ※愛知県は名古屋市を含まない 

NO.21 高度処理を実施している処理場数 

H18年度 H19年度 H20年度

岐阜県 11 14 16

愛知県 21 22 22

三重県 10 10 10

名古屋市 2 2 2

合計 44 48 50

機関
高度処理を実施している処理場数

 
              ※愛知県は名古屋市を含まない 

 

NO.22 エコファーマー認定者数 

H18年度 H19年度 H20年度

岐阜県 - - -

愛知県 未公表 未公表 未公表

三重県 377 591 155

合計 377 591 155

ｴｺﾌｧｰﾏｰ登録面積(ha）
機関

 
             ※愛知県は名古屋市を含む 

 
NO.23 市街化区域内の公園緑地等の整備面積 

H18年度 H19年度 H20年度

岐阜県 899 985 996

愛知県 1,952 1,971 2,127

三重県 769 744 752

名古屋市 1,207 1,215 1,227

合計 4,827 4,915 5,103

機関
（市街化区域内の）公園緑地等の整備面積（ha）

 
     ※愛知県は名古屋市を含まない、名古屋市は県営公園を含む 
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NO.24 河川敷を活用した公園面積、都市計画決定された水面を含む公園緑地整備面積 

H18年度 H19年度 H20年度

国（中部地整） 172 172 175

岐阜県 184 188 192

愛知県 444 451 454

三重県 106 126 148

名古屋市 134 137 142

合計 1,040 1,074 1,112

機関
河川敷を活用した公園整備面積（ha）

 

     ※県は国事業を含まない、愛知県は名古屋市を含まない 

H18年度 H19年度 H20年度

国（中部地整） 55 62 64

岐阜県 191 222 192

愛知県 903 1,492 1,591

三重県 164 214 235

名古屋市 280 283 289

合計 1,593 2,273 2,370

機関

都市計画決定された水面を含む

公園緑地整備面積（ha）

 
     ※県は国事業を含まない、愛知県は名古屋市を含まない 

NO.25 ヨシ原・砂州再生面積 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

国（中部地整） 0.11 0.54 0.18 0.83

合計 0.11 0.54 0.18 0.83

機関
ヨシ原・砂州再生面積（ha）

 
 

NO.26 河川浄化施設数 

H18年度 H19年度 H20年度

岐阜県 1 1 1

愛知県 4 4 4

合計 5 5 5

機関
稼働している河川浄化施設数（箇所）

 
 

NO.27 河口干潟再生面積 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

国（中部地整） 0.93 1.94 2.75 5.62

合計 0.93 1.94 2.75 5.62

機関
河口干潟再生事業実施面積（ha）

 
 

NO.28 覆砂面積 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

愛知県 8.8 4.5 2.4 15.7

合計 8.8 4.5 2.4 15.7

機関
覆砂面積（ha）
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NO.29 ヘドロ除去量（浚渫量） 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

愛知県 - 12,500 17,200 29,700

合計 0 12,500 17,200 29,700

浚渫量（m3）
機関

 

 

NO.30 深堀跡の埋戻し土量 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

愛知県 310,000 320,000 17,200 647,200

合計 310,000 320,000 17,200 647,200

埋め戻し土量（m3）
機関

 

 

NO.31 干潟造成面積 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

愛知県 4.2 6.0 6.1 16.3

三重県 - 2.0 3.9 5.9

合計 4.2 8.0 10.0 22.2

干潟浅場造成（再生）面積（ha）
機関

 
 

NO.32 臨海部の緑地等の整備面積 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

愛知県 0 9.7 0 9.7

三重県 - 0.7 - 0.7

名古屋港

管理組合
0.2 0.1 0.01 0.31

合計 0.2 10.5 0.01 10.71

整備面積（ha）
機関

 
 

NO.33 環境利用に配慮した堤防・護岸等の整備延長 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

国（中部地整） 1,086 470 719 2,275

愛知県 645 160 0 805

三重県 30 0 0 30

合計 1,761 630 719 3,110

環境・利用に配慮した整備延長(m)
機関

 

※愛知県の値は(A-35)海岸環境整備事業、（A-36）高潮対策事業の合計値 

※三重県の値は(M-27)親水公園、（M-28）侵食対策事業の合計値 
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NO.34 砂浜造成延長 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

国（中部地整） 600 0 1,200 1,800

愛知県 0 0 0 0

合計 600 0 1,200 1,800

機関
砂浜の再生（造成）・保全延長(m)

 
 

NO.35 浮遊ごみの回収量 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

国（中部地整） 187 151 329 667

合計 187 151 329 667

ごみ回収量（m3）
機関

 

 

NO.36 ごみ回収実施回数 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

国（中部地整） 319 276 255 850

岐阜県 552 610 582 1,744

愛知県 67 93 76 236

三重県 10 10 14 34

名古屋港湾

管理組合
7 7 7 21

合計 955 996 934 2,885

機関
実施回数（回）

 
※国（中部地整）の値は(C-13、C-18)川と海のクリーンアップ大作戦、（C-29）漂着ゴミ＜モニタリング調

査＞の合計値 

※愛知県の値は(A-24)漁場環境保全対策＜内水面漁場清掃事業費補助金＞、（A-39）漁場環境保全対策＜漁

場クリーンアップ事業＞、(A-40)海岸・港湾・漁港愛護活動報償費の合計値 

※三重県の値は(M-14)河川愛護月間に合わせた清掃活動、（M-29）海岸美化ボランティア活動推進事業の

合計値 

 

NO.37 ごみ回収参加延べ人数 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

国（中部地整） 39,062 42,687 35,630 117,379

岐阜県 312,244 261,254 355,377 928,875

愛知県 5,387 4,413 7,047 16,847

三重県 20,859 22,246 24,470 67,575

名古屋港湾

管理組合
55 48 51 154

合計 377,607 330,648 422,575 1,130,830

機関
延べ参加人数（人）

 
※計上方法は NO.36 と同様 
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NO.38 （森）イベント開催回数、参加人数 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

国 1,113 1,098 955 3,166

岐阜県 45 55 79 179

愛知県 44 52 52 148

三重県 0 6 3 9

名古屋市 6 2 6 14

合計 1,208 1,213 1,095 3,516

イベント開催数(回）
機関

 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

国 28,390 27,246 27,789 83,425

岐阜県 400 4,500 4,700 9,600

愛知県 754 556 741 2,051

三重県 0 330 354 684

名古屋市 1,356 1,020 820 3,196

合計 30,900 33,652 34,404 98,956

参加人数(人）
機関

 

※国の値は(C-2)ふれあいの森制度、(C-3)ふれあいの森制度、(C-4)法人の森制度「みんなの森」、(C-5)中央

アルプス木曽駒ヶ岳森林生態系保護地域、（C-5-2）名古屋シティ・フォレスター事業、(C-7)ふれあいの

森制度、(C-20)国民参加の森林づくり「名古屋シティ・フォレスター事業」、(C-21)木曽川・森林づくり

in 赤沢、(C-23)森林環境教育の推進「遊々の森」制度、(C-25)森林ふれあい講座、(C-26)自然再生推進モ

デル事業、(C-31)国営木曽三川公園、の合計値 

※岐阜県の値は(G-4)企業との協働による森づくり推進事業、（G-07-2）木の国・山の国県民運動の展開の

合計値 

※三重県の値は(M-30)多様な主体による森林づくり事業、（M-31）漁民の森づくり活動推進事業の合計値 
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NO.39 （川）イベント開催回数、参加人数 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

国 17 35 27 79

岐阜県 177 219 209 605

愛知県 3 40 62 105

三重県 196 206 48 450

名古屋市 5 889 572 1,466

合計 398 1,389 918 2,705

イベント開催数(回）
機関

 

 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

国 1,558 1,679 2,342 5,579

岐阜県 10,204 11,406 9,618 31,228

愛知県 4,031 4,726 5,557 14,314

三重県 8,788 9,300 2,077 20,165

名古屋市 365 4,008 7,836 12,209

合計 24,946 31,119 27,430 83,495

参加人数(人）
機関

 

※岐阜県の値は(G-21)カワゲラウオッチング普及事業、（G-25）川を題材とした「総合的な学習の時間」へ

の支援、(G-26)田んぼの仲間生息環境保全事業、(G-27)ぎふ地球環境大学養成講座、(G-28)圏域別「環境

塾」開催事業の合計値 

※愛知県の値は(A-10)生活排水対策の普及啓発、（A-14）資源循環型畜産確立推進指導事業、(A-19)清流ル

ネッサンスⅡ、(A-44)水田水質浄化機能評価事業、(A-48)水循環再生指標モニタリング、(A-50)「あいち

環境学習プラザ」等における環境学習の展開の合計値 

※三重県の値は(M-19)宮川流域ルネッサンス事業、（M-32）みえ・川の健康診断事業、(M-33)環境学習パ

ートナーシップ推進事業の合計値 

※名古屋市の値は（N-11)堀川市民調査、（N-12)環境目標値市民モニタリング、（N-13)湧き水モニタリング、

（N-14)木曽川流域上下流交流の合計値 
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NO.40 （海）イベント開催回数、参加人数 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

国 8 19 29 56

岐阜県 0 0 0 0

愛知県 0 不明 不明 0

三重県 0 0 0 0

名古屋市 0 0 0 0

合計 8 19 29 56

機関
イベント開催数(回）

 

H18年度 H19年度 H20年度 合計

国 236 1,294 1,982 3,512

岐阜県 0 0 0 0

愛知県 0 95,000 不明 95,000

三重県 0 0 0 0

名古屋市 0 0 0 0

合計 236 96,294 1,982 98,512

機関
参加人数(人）

 

※国の値は(C-30)安心・安全な海域の創出、（P-2）藤前干潟の保全と活用の合計値 
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